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すべての子供の学力を保障する

教育

トークラインを定期購読
頂いている方へ、本誌の
内容をより深く理解でき
る動画と写真が満載の
　　ウェブサイトです！

教育技術研究所

令和2年2月15日発行（毎月1回15日発行）第519号

明日の授業にすぐに役立つ！ 実践的なスキルが満載!!

明日の授業にすぐに使える
学年別・国語・算数「授業開始最初の15分の発問」
小学1年　国語「いいこといっぱい、一年生」　算数「ずをつかってかんがえよう」
小学2年　国語「ニャーゴ」　　　　　　　　　算数「分数」
小学3年　国語「日本語のしらべ―冬」　　　　算数「線分図」
小学4年　国語「未来の自分に手紙を書こう　　算数「見取図」
　　　　　　　　十年後のわたしへ」　　　　　
小学5年　国語「わらぐつの中の神様」　　　　算数「角柱と円柱」
小学6年　国語「漢字の総復習」　　　　　　　算数「教科書終了後に行う問題」

明日の授業にすぐに使える
学年別・国語・算数「授業開始最初の15分の発問」
小学1年　国語「いいこといっぱい、一年生」　算数「ずをつかってかんがえよう」
小学2年　国語「ニャーゴ」　　　　　　　　　算数「分数」
小学3年　国語「日本語のしらべ―冬」　　　　算数「線分図」
小学4年　国語「未来の自分に手紙を書こう　　算数「見取図」
　　　　　　　　十年後のわたしへ」　　　　　
小学5年　国語「わらぐつの中の神様」　　　　算数「角柱と円柱」
小学6年　国語「漢字の総復習」　　　　　　　算数「教科書終了後に行う問題」

中学校の授業実践
国語「３年間のまとめと
　　　なる説明文の指導」
理科「『電力』の学習を単元の
　　　組み立てとワットアワー
　　　メーターで納得の授業へ」

特集 この１年で子供たちがこんなに変わった！

TOSS 流「楽しいドラマが
あったね」の学年まとめ

この１年で子供たちがこんなに変わった！

TOSS 流「楽しいドラマが
あったね」の学年まとめ

特別支援教育にも対応
医師・研究者の目から見た特別支援教育 …… 安原昭博
プロが教える“教室でできる言語療法”…… 下妻玄典
学校現場のスペシャリストが教える合理的配慮

特別支援教育にも対応
医師・研究者の目から見た特別支援教育 …… 安原昭博
プロが教える“教室でできる言語療法”…… 下妻玄典
学校現場のスペシャリストが教える合理的配慮

一目で分かる
板書術・ノート術
カラーで登場！
酒井式絵画指導

1年間で子供たちが劇的に変わる
たくさんのドラマを巻き起こすTOSS流指導法‼



がいっぱい！ががががいいいいいいっっっっっっぱぱぱぱぱいいいいいい！！

＊TOSSランドの
殿堂入りコンテンツ
もこのパスワードで
ご覧いただけます。

今月のトークラインID・パスワード

l d z m h 5
（エル・デー・ゼット・エム・エイチ・ご）

※有効期間：
　2020年2月15日～ 5月14日ID：TL3ID・パスワードなしで見られるお試しページを開設

しました。周囲の方に、ぜひ、ご紹介ください‼

ダウンロードコンテンツも満載！

お試し版もはじめました！

そのほかの内容は p.80 をご覧ください。

谷編集長の濃厚すぎる 5分間
今月は「谷和樹の学級経営と仕事術」

今、ここでしか
見られない動画！

トップページの下
にあるこのバナー
をクリック！

本誌PDFデータも
ダウンロードできます！

36ページの連動企画
では、そのまま使え
る資料をダウンロー
ドできます！

か月の
期間限定公開！
今すぐアクセス！

購読者限定
WEBサービス デジタルトークライン 検索

http://talkline.tos-land.net

とてつもなく大好評！
TOSS教師Q&Aは、西尾豊氏の
「異動の心得」

3
＜アクセス方法＞
PC・スマホでサイトにアクセス !
トップページのログインを
クリックし、IDとパスワードを
入力してください。
※TOSS-SNSに入会されている方は、
　 SNSからアクセスできます。

五色百人一首
　スタートキット　2,000円（税込）
　取り札　　　　　1,000円（税込）
　読み札　　　　　1,000円（税込）
１回のご注文につき「五色百人一首きん
ちゃく袋」をプレゼント！
パスワード：ebmxi2

今月のご紹介教材

⇒ 詳しくは34ページをお読みください。

語呂合わせで、完全マスター！
　五色百人一首
　４巻セット　7,040円（税込）
　各巻　　　　1,760円（税込）
１回のご注文につき「五色百人一首シール
（非売品）」をプレゼント！
パスワード：mmj429

TOSSオリジナル教材　https://www.tiotoss.jp/
★掲載商品のタイアップ期間は2019年12月15日～2020年3月14日
※パスワードを入力して、３か月間お得に購入できます。
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１月号
で紹介！

お申込み先

＆

２月号
で紹介！

五色百人一首
読み上げCD
　3,000円（税込）
１回のご注文につき「五色百人
一首下敷き」をプレゼント！
パスワード：bh3q9q

2020年
新しいスタートを

新しい“あかねこ”で

光
村
教
育
図
書 光村教育図書

商標登録　第4363871号　　登録新案　第3214055号
光村教育図書
学校納入定価 360円 （税込）

◆本書の全部または一部を許可なく複製・転写して使用することは,著作権法で禁じられています。
開いて使えるしおり
アシストナビ

しっかり身につく
かくにんテスト

この教材は環境に配慮した
植物油インキを使用しています。

見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォントを
採用しています。

解き方がわかる
解説動画

※機種やインターネット環境等によってはアクセスできないことがあります。また，通信料が発生する場合があります。　読み取れない場合はこちらにアクセスしてください。　https://ak-ke.com/?r=top

インターネットで学べる！
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終わったら,
しおりをはさんで
シールをはろう。

方しおりの使 い
か たか たつ かつ か

「アシストナビ」は，
問題をとくときの
手助けになるよ。
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光村教育図書

ロ  マ字ロ  マ字ロ  マ字

この教材は環境に配慮した
植物油インキを使用しています。

一部に見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォントを
採用しています。
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※機種やインターネット環境等によってはアクセスできないことがあります。また，通信料が発生する場合があります。
　読み取れない場合はこちらにアクセスしてください。　https://ak-mk.com/?r=rd

ローマ字入力の
練習ができる

インターネットで学べる！
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あかねこの
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◆本書の全部または一部を許可なく複製・転写して使用することは,著作権法で禁じられています。
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教科書順と五十音順で学習できる
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きりとりテスト
あかねこシールつき
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なまえ
一部に見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォントを
採用しています。

この教材は環境に配慮した
植物油インキを使用しています。

◆本書の全部または一部を許可なく複製・転写して

　使用することは，著作権法で禁じられています。
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この教材は環境に配慮した
植物油インキを使用しています。

一部に見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォントを
採用しています。

◆本書の全部または一部を許可なく
複製・転写して使用することは,
　著作権法で禁じられています。

光村教育図書
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光村教育図書

教科書以外の文
章でも,問題が解

けるようになる！

10分
1回
10分
1回

この教材は環境に
配慮した

植物油インキを使
用しています。

一部に見やすく読
みまちがえにくい

ユニバーサルデザ
インフォントを

採用しています。

◆本書の全部また
は一部を許可なく

複製・転写して使用
することは,

　著作権法で禁じ
られています。
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  よく
わかる読解読解

どっ　 　か い

読解
読み解く力

がぐんぐん身
につく！

読み解く力
がぐんぐん身

につく！
よよ

とと

年

上

年

上 答えを書きぬく

答えを一文で書きぬく

「何」「だれ」「どこ」「いつ」の問題に答える

理由を答える

「どうした（どうする）」を答える

何を指しているのかを答える

正しい答えを選ぶ

「どんな○○」の問題に答える

この本では，
こんな力が
身につくよ！

えら

あかねこ よくわか
る読解スキル　4

年上

企画　東京教育技
術研究所

発行　光村教育図
書株式会社

　　　代表者　安
藤雅之

〒141-0031　
東京都品川区西五

反田2-27-4

TEL.03-3779-
0581（代表）

http://www.mi
tsumura-kyoui

ku.co.jp/

デザイン　株式会
社トラック・有限会

社新榮企画

絵　　　　株式会
社京田クリエーシ

ョン・田辺武志・
今田貴之進・山本
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教科書順と五十音順で学習できる

ぐんぐんぐんぐんぐんぐんぐんぐんぐんぐんぐんぐんぐんぐんぐんぐんぐんぐんぐんぐんぐんぐんぐんぐんぐんぐんぐんぐんぐんぐんぐんぐんぐんぐんぐんぐんぐんぐんぐんぐんぐんぐん身に
つ身につ身につ身につ身につ身につ身につ身につ身につ身につ身につ身につ身につ身につ身につ身につ身につ身につ身につくくくくくくくくくくく！！！！

光
村
教
育
図
書 商標登録　第2557863号

光村教育図書

●筆順アニメーション
●フラッシュカード

※機種やインターネット環境等によってはアクセスできないことが

あります。また，通信料が発生する場合があります。

　読み取れない場合はこちらにアクセスしてください。

　https://ak-mk.com/?r=k
d

インターネットで学べる！
この教材は環境に配慮した

植物油インキを使用しています
。

一部に見やすく読みまちがえに
くい

ユニバーサルデザインフォントを

採用しています。◆本書の全部または一部を許可
なく

複製・転写して使用することは,

　著作権法で禁じられています
。 光村教育図書　　　学校納入定価 360円（税込）

漢字漢字漢字
光村図書 「国語」 完全準拠

名 前

番

組

年

こ
の
本
で
習な

ら

っ
た
漢か

ん

字じ

の
読
み
を

か
く
に
ん
し
よ
う
。

答
え
は

の
ペ
ー
ジ
に
あ
る
よ
。

一い
ち

学が
っ

期き

の
漢か

ん

字じ

一い
ち

学が
っ

期き

の
漢か

ん

字じ

読
ん
で
み
よ
う

読
ん
で
み
よ
う

あ
か
ね
こ
漢
字
ス
キ
ル

　
　
光
村
図
書
完
全
準
拠

テストでかくにん

プレテスト

1

2

3

テストの
 れんしゅう

練習

 かん  じ

漢字をおぼえる
ゆび書き なぞり書き うつし書き

切りとり
テストつき

年

学
期

年
学期

あかねこの
漢字学習システム

““““あかあかあかあかあかあかあかあかあかねねねねここここここ”がパワーアップしてがパワーアップしてがパワーアップしてがパワーアップしてがパワーアップしてがパワーアップしてがパワーアップしてがパワーアップしてがパワーアップしてがパワーアップしてがパワーアップしてがパワーアップしてがパワーアップしてがパワーアップしてがパワーアップしてがパワーアップしてがパワーアップしてがパワーアップしてがパワーアップしてがパワーアップしてがパワーアップしてがパワーアップしてがパワーアップしてがパワーアップしてがパワーアップしてがパワーアップしてがパワーアップしてがパワーアップしてがパワーアップしてがパワーアップしてがパワーアップしてがパワーアップしてがパワーアップしてがパワーアップしてがパワーアップしてがパワーアップしてがパワーアップしてがパワーアップしてがパワーアップしてがパワーアップして登登登場場！！！！！
新学期新学期新学期新学期新学期新学期新学期新学期新学期新学期におにおにおにおにおにおにおにおにお会会会会会会会会会いしましょういしましょういしましょういしましょういしましょういしましょういしましょういしましょういしましょういしましょういしましょういしましょういしましょういしましょういしましょういしましょういしましょういしましょういしましょういしましょういしましょういしましょういしましょういしましょういしましょういしましょういしましょう。。

“あかねこ”がパワーアップして登場！
新学期にお会いしましょう。

デジタ
ル・トークライン
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向山洋一に聞く　　教育　 ＆

回答：向
むこう

山
やま

洋
よう

一
いち

質問：師
もろ

尾
お

喜
き

代
よ

子
こ

（TOSS代表）

（TOSS中央事務局）

で
マ
ン
シ
ョ
ン
を
も
っ
て
い
た
の
で
す
。
浅
草

海の

苔り

の
本
場
で
あ
り
、
家
業
を
も
つ
豊
か
な
家

庭
の
多
い
地
域
だ
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

と
て
も
先
生
を
大
事
に
す
る
土
地
で
し
た
。

　

大
森
第
四
小
学
校
に
は
、
長
く
そ
の
土
地
に

住
み
続
け
て
い
る
方
が
多
か
っ
た
で
す
。
土
地

柄
か
、
家
庭
訪
問
な
ど
に
行
っ
て
も
、
フ
ラ
ン

ク
な
家
庭
が
多
か
っ
た
の
が
記
憶
に
残
っ
て
い

ま
す
。
私
の
よ
う
な
、
少
し
変
わ
っ
た
特
徴
の

あ
る
教
師
で
も
、「
先
生
、
す
ご
く
い
い
ん
じ
ゃ

な
い
で
す
か
」
と
受
け
入
れ
て
く
れ
る
よ
う
な

と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。
非
常
に
印
象
的
な
学

校
で
し
た
。

　

大
森
第
四
小
学
校
と
対
照
的
な
学
校
だ
っ
た

の
が
、
調
布
大
塚
小
学
校
で
し
た
。

　

調
布
大
塚
小
学
校
は
、
大
田
区
の
中
心
に
あ

り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
ず
っ
と
住
み
続
け
る
人
も

い
ま
す
が
、
半
分
く
ら
い
は
住
人
が
入
れ
替
わ

る
土
地
で
す
。
家
庭
訪
問
な
ど
を
し
て
も
き
ち

ん
と
し
て
い
て
、
ケ
ー
キ
と
紅
茶
が
出
て
く
る

よ
う
な
と
こ
ろ
で
す
。
こ
ち
ら
の
土
地
で
も
、

私
は
保
護
者
と
仲
良
く
や
っ
て
い
ま
し
た
。

数
々
の
実
践
も
残
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
が
違
う
か
ら
と
い
っ
て
、
教
師
と
し
て

の
心
構
え
を
変
え
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た

だ
、
子
供
た
ち
に
向
き
合
っ
て
い
け
ば
よ
い
の

で
す
。

何
と
い
っ
て
も
、
大
森
第
四
小
学
校
で
す
。

そ
し
て
、
対
照
的
な
調
布
大
塚
小
学
校
も
印
象

に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
東
京
都
大
田
区
の
教
員
で
し
た
。
大
森

第
四
小
学
校
は
、
区
の
中
で
一
番
外
れ
に
あ
る
、

海
に
近
い
小
学
校
で
し
た
。
そ
こ
に
は
当
時
、

先
生
向
け
の
無
料
マ
ン
シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
し
た
。

「
交
通
の
便
が
悪
い
地
域
で
も
、
良
い
先
生
に

来
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
の
こ
と
で
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

　
転
勤
の
季
節
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校

で
地
域
性
が
違
う
か
と
思
い
ま
す
。
向
山

先
生
が
一
番
印
象
に
残
っ
た
学
校
は
ど
こ

で
す
か
。

　

向
山
先
生
は
、
長
い
教
員
生
活
の
中
で
、
い

ろ
い
ろ
な
学
校
を
経
験
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ｐ
Ｔ

Ａ
と
の
付
き
合
い
方
な
ど
も
含
め
、
印
象
深
い

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

学校の地域性について
第７回



12 書けない漢字を把握させ、
克服させる 石坂　陽

13 最後の授業参観で
「指名なし暗唱」に取り組む 小田哲也

14 新生五色百人一首協会が
目指す未来 橋本信介

15 新提案！　
構造読解の授業 椿原正和

16 生徒たちへ贈る
卒業期の国語授業 長谷川博之

17 ５分でできる！　
「子供が熱中する」国語授業 鈴木良幸

18 教科書チェックで履修漏れを防ぎ、
定着を図る 原田朋哉

38 国語 「いいこといっぱい、
一年生」 勇　和代

39 算数 「ずをつかってかんがえよう」
関澤陽子

40 国語 「ニャーゴ」
溝端久輝子

41 算数
1
2 をリズム良く繰り返し使わせる

小松裕明

42 国語 「日本語のしらべ―冬」
笠井美香

43 算数 □を使った式は、線分図で
黒滝誠人

44 国語 「未来の自分に手紙を書こう　
十年後のわたしへ」 安江　愛

45 算数 見取図は簡単にかける
河野健一

46 国語 重要語句を対比させる
石坂　陽

47 算数 弁別の結果から
観点を読み取る 村野　聡

48 国語 漢字の総復習
竹岡正和

49 算数 教師が「楽しい！」と思う授業を
どんどんしていく 林　健広

32 炊飯器のプログラムを
TOSSメモで予想させる 塩谷直大
クラス全員が熱中するこの教材！

34 学級文庫にセットでお薦め
大迫利江

35 社会科授業の必須アイテム
高杉祐之

35 「道徳の授業の仕方を教えてください」と
後輩から言われたら、どう答えるか 鈴木良幸

36 三月の外国語主任
平山　靖

60 「エビデンスに基づく実践を！」は
TOSSの主張そのものだ 鈴木良幸

61 第五学年・国語「雪わたり」を
「ビスケット」でプログラミングさせる 塩谷直大

62 朝の「一つかみ」で
教育技術を習得する 岡田健太郎

63 全国生活指導研究協議会への批判は
ここから始まった 板倉弘幸

64 授業のベーシックスキル６
「授業での対応・応答」� 谷　和樹

65 ｢人の世には様々あるよな｣ を
体現する教師 伴　一孝

66 色あせないどころか更に輝きを増す
「向山洋一映像全集」（教育技術研究所） 長谷川博之

67 別れの際の教師の務め
門間政博

68 「プロの資質を磨く若き教師の三年間」
河田孝文

69 三月にお勧めの
授業・レクリエーション  Ⓐ 林　健広

70 師尾喜代子
71 向山恵理子
72 美崎眞弓

73 特別連載  脳科学と教育　第十二回
「情動」を育む道徳教育と
発達障害支援 髙橋史朗

78 地域と学校をつなぐ社会貢献教育　教育コミュニティ
子供がぐんぐん成長していく
伝統文化教室 原田涼子

56 フラッシュバックに苦しむ
不登校傾向の児童への対応 安原昭博

57 二次障害のある子供への対応方針
小嶋悠紀

58 アメリカ視察からみる
学習困難性への合理的配慮 小野隆行

59 場面緘黙を考える　実践編④
私自身が療育場面で行っていること～まとめ 下妻玄典

37 子供同士を関わらせないと、保護者と
無理な約束をしてしまった場合 Ⓐ 中井　光

50 理科 実験がうまくいくには、
最初の指導が肝心 上木朋子

51 理科 「自分たちできまりを見付ける
楽しさ」を味わわせる 上木朋子

52 道徳 「教科書を使った楽しい授業プラン
一覧」を活用した授業 堀田和秀

53 英語 会話をつなげる３つの型
小井戸政宏

54 国語 ３年間のまとめとなる
説明文の指導 原田涼子

55 理科 「電力」の学習を単元の組み立てとワット
アワーメーターで納得の授業へ 間　英法

26 特別連載
新時代の学校物語 24
教師人生スタートの春 向山行雄

28 オピニオン
今、教育界で起こっていること
SDGsの授業プラン（その７）

谷　和樹

30 向山洋一が教育界に
創ってきたもの
「指名なし発表」から
「指名なし討論」へ 小林幸雄

19 卒業単元「算数１年からの復習」から、
学期末の学習形態を予想する 山本東矢

20 数学も教科書通り教える向山型
河田孝文

21 子供が熱中する
向山型難問１問選択システム 木村重夫

22 どの学年でも追試可能、
「四色のふしぎ」 上木信弘

23 身近に活用されている
素数について知ろう 福井　慎

24 社会科フラッシュカードで
復習と予習をする 河野健一

25 お勧め！　①学年でドミノ倒し
②ドローン・プログラミング 林　健広
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この１年で子供たちがこんなに変わった！

TOSS流「楽しいドラマが
あったね」の学年まとめ10

1 向山洋一に聞く　教育Q&A　第７回
学校の地域性について

A　向山洋一

4 子供が変わる！　授業が変わる！
超凄腕　板書術・ノート術
ノートも、黒板も、
子供に開放する 水本和希

6 大成功の絵画工作授業
低学年向けシナリオ「アルパカの
四季」、実践のコツ 酒井臣吾

8 教師の微差力
雑巾掛けには
洗濯ばさみを付ける 久野　歩

特別支援教育　専門家の視点＆全国で大人気
小嶋・小野二人の“特別支援教育の指導システム”

教師必読！ トラブルに巻き込まれないための予備知識

授業が激変！　TOSS指導法最前線

新しい時代の教育課題

授業技量向上の法則
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道標：教師としての高みを目指して
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６
年

２
年

３
年

４
年

５
年

写真で解説！　一目で分かる指導のコツ

[国算]　現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問

「基礎・基本の授業例」と
「主体的・対話的で深い学びの授業例」

新学習指導要領対応　道徳・英語の授業実践

中学校の授業実践

デジタル・トークライン http://talkline.tos-land.net
大好評の「お悩み解決!　谷編集長の5min.アンサー」。今月のテーマは「谷和樹の学級経営と仕事術」です。
その他、必見・必聴の動画や画像、音声を本誌読者に限定公開中!　本誌連動の画像も満載です。

特集



子供が変わる！　
授業が変わる！

超
凄
腕

板書術 ノート術・
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で解説！　一目で分かる指導のコツ写真

水み
ず

本も
と

和か
ず

希き

神
奈
川
県
横
浜
市
立
美
し
が
丘
西
小
学
校

　

学
期
末
は
、
子
供
に
学
力
を
付
け
る
最
後
の

チ
ャ
ン
ス
だ
。

　

き
ち
ん
と
し
た
ノ
ー
ト
ス
キ
ル
を
身
に
付

け
、
様
々
な
ノ
ー
ト
の
工
夫
を
学
ん
で
き
た
子

供
た
ち
に
、新
し
い
ノ
ー
ト
指
導
は
必
要
な
い
。

必
要
な
の
は
、
学
力
を
付
け
、
知
識
や
技
能
を

確
実
に
習
得
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、

算
数
。
教
科
書
を
早
め
に
終
わ
ら
せ
て
、
巻
末

の
ま
と
め
問
題
に
入
る
。

　

問
題
を
解
く
時
間
を
保
障
す
る
た
め
に
、
板

書
は
最
低
限
に
す
る
（
上
写
真
参
照
）。

①
自
力
で
解
く
。

②
一
～
二
分
悩
ん
だ
ら
、
そ
の
問
題
を
飛

ば
す
。

③
自
分
で
丸
付
け
す
る
（
大
問
ま
た
は
ペ
ー

ジ
ご
と
）。

④
教
科
書
チ
ェ
ッ
ク
（
＊
）
を
す
る
。

＊
教
科
書
の
問
題
番
号
の
所
に
「
で
き
た
印
（
＼
）」

と「
で
き
な
か
っ
た
印（

）」を
付
け
る
こ
と
で
、

ど
の
問
題
が
で
き
て
、
ど
の
問
題
が
で
き
て
い

な
い
か
を
一
目
で
区
別
す
る
学
習
方
法
。

⑤
○
ペ
ー
ジ
ま
で
終
わ
っ
た
ら
、「
で
き
な

か
っ
た
印
（

）」
の
問
題
を
ノ
ー
ト
に

解
き
直
す
。

　

シ
ン
プ
ル
な
板
書
（
指
示
）
の
み
で
あ
る
。

も
う
一
歩
丁
寧
に
す
る
な
ら
ば
、
題
材
名
や
問

題
番
号
の
書
き
方
を
示
し
て
お
く
。
学
習
の
流

れ
と
最
初
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
だ
け
板
書
し
て
お

く
の
だ
。
す
る
と
、
子
供
た
ち
は
自
ら
の
ペ
ー

ス
で
学
習
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
シ

ン
プ
ル
な
板
書
（
指
示
）
は
、
ほ
か
の
教
科
に

も
応
用
可
能
で
あ
る
。
例
え
ば
、
一
度
行
っ
た

国
語
の
漢
字
テ
ス
ト
、理
科
の
ま
と
め
問
題（
振

り
返
り
）
な
ど
で
あ
る
。
ノ
ー
ト
指
導
に
時
間

を
掛
け
ず
、
学
力
を
付
け
る
時
間
を
確
保
す
る

こ
と
が
第
一
だ
。

　

学
期
末
は
、
子
供
た
ち
と
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
す
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
だ
。

　

授
業
を
早
め
に
進
め
、
教
科
書
の
進
度
よ
り

早
め
に
展
開
す
る
こ
と
で
、
楽
し
い
企
画
や
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
余
裕
が
生
ま
れ
る
。

　

六
年
生
で
お
勧
め
な
の
が
、「
卒
業
単
元
づ

く
り
」
で
あ
る
。
子
供
た
ち
に
一
定
以
上
の
ま

と
ま
っ
た
時
間
を
与
え
、
時
間
割
を
考
え
さ
せ

る
の
で
あ
る
。
子
供
の
発
想
を
で
き
る
だ
け
尊

重
し
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
企
画
を
考
え
さ
せ
、

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
演
出
し
た
い
。

　

も
ち
ろ
ん
、
企
画
を
さ
せ
る
際
に
は
子
供
た

ち
に
任
せ
る
。
場
所
と
時
間
と
物
を
与
え
、
黒

板
を
開
放
し
、
な
る
べ
く
自
由
に
考
え
さ
せ
た

い
。
私
が
実
践
し
た
と
き
は
、
次
の
よ
う
な
条

件
を
付
け
、
残
り
は
自
由
に
し
た
。

⑴
小
学
校
の
学
習
や
活
動
に
関
係
す
る
目

標
・
め
あ
て
を
作
る
こ
と
と
す
る
。

⑵
場
所
は
学
校
内
と
す
る
。

⑶
「
自
由
に
は
不
自
由
も
伴
う
」
と
心
得

よ
（
自
分
の
希
望
を
通
す
に
は
、
相
手

の
希
望
を
尊
重
す
る
必
要
が
あ
る
）。

「
卒
業
単
元
づ
く
り
」
は
基
本
自
由
で
あ
る
。

し
か
し
、
＂自
由
＂と
＂好
き
勝
手
＂は
異
な
る
。

＂自
由
＂
に
つ
い
て
教
え
る
の
も
、
六
年
生
の

こ
の
時
期
に
大
切
な
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

以
上
三
つ
の
条
件
を
提
示
し
た
。

　

こ
の
後
、
グ
ル
ー
プ
で
ア
イ
デ
ア
を
考
え
る

時
間
を
取
っ
た
。
そ
の
後
、
黒
板
を
開
放
し
、

時
間
割
の
検
討
に
入
る
。

　

検
討
の
際
、次
の
三
つ
の
ル
ー
ル
を
示
し
た
。

１　

否
定
し
な
い
。

２　

お
互
い
の
良
い
と
こ
ろ
を
認
め
合
う
。

３
（
外
・
内
の
）
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る
。

　

あ
と
は
黒
板
を
開
放
し
、自
由
に
討
議
す
る
。

学
期
末
に
最
高
の
盛
り
上
が
り
と
な
る
。

ノ
ー
ト
も
、
黒
板
も
、
子
供
に
開
放
す
る

学
期
末
は
、
ま
と
め
問
題
で
子
供
に
学
力
を
付
け
る
。
学
期
末
は
、
イ
ベ
ン
ト
で

子
供
と
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
す
。
そ
の
た
め
に
、
ノ
ー
ト
も
黒
板
も
開
放
し
よ
う
。
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Ｇ
．
ア
ル
パ
カ
の
爪
は
、
二
本
で
二
股
に
分
か

れ
て
い
る
。
こ
げ
茶
や
黒
で
し
っ
か
り
と
描

く
と
、
ア
ク
セ
ン
ト
が
出
て
画
面
が
引
き
締

ま
る
。

　
　

こ
の
よ
う
に
、
足
の
膝
や
爪
な
ど
ア
ク
セ

ン
ト
に
な
る
所
は
、
部
分
的
に
貼
り
足
し
た

り
色
を
変
え
た
り
す
る
。
雪
は
絵
の
具
で
、

一
つ
一
つ
大
き
さ
を
変
え
た
り
濃
淡
を
付
け

た
り
し
て
、
し
っ
か
り
と
描
か
せ
た
い
。

　
　

大
切
な
も
の
は
、
し
っ
か
り
と
描
き
、
い

ら
な
い
も
の
は
、
き
っ
ぱ
り
と
描
か
な
い
の

が
低
学
年
指
導
の
コ
ツ
で
あ
る
。

Ａ
．
顔
の
形
と
耳
の
形
を
ち
ぎ
り
、
貼
り
付
け

る
。
耳
の
向
き
を
い
ろ
い
ろ
変
え
て
表
情
を

付
け
る
工
夫
を
し
よ
う
。

Ｂ
．
貼
り
付
け
た
ら
、
絵
の
具
か
カ
ラ
ー
ペ
ン

で
Ｂ
図
の
よ
う
に
顔
を
描
く
。
こ
の
場
合
、

目
鼻
や
口
を
顔
面
の
下
方
に
描
く
と
か
わ
い

く
な
る
。

Ｃ
．
Ｃ
図
の
よ
う
な
二
色
の
台
紙
を
作
っ
て
お

い
て
顔
と
体
を
貼
り
付
け
る
。
こ
の
と
き
、

首
と
足
を
長
め
に
作
る
こ
と
、
足
の
関
節
を

意
識
す
る
こ
と
、
や
や
内
股
気
味
に
貼
る
こ

と
が
コ
ツ
で
あ
る
。

Ｄ
．
入
道
雲
や
ヒ
マ
ワ
リ
、
ク
ワ
ガ
タ
な
ど
を

描
き
入
れ
る
と
夏
の
感
じ
が
出
る
。
こ
こ
は
、

あ
く
ま
で
も
す
っ
き
り
と
。
ゴ
タ
ゴ
タ
と
多

く
描
き
入
れ
な
い
こ
と
。

Ｆ
．
Ｆ
図
の
よ
う
な
茶
色
系
の
ア
ル
パ
カ
に
は
、

黄
色
系
の
台
紙
が
よ
く
似
合
う
。
ア
ル
パ
カ

の
色
と
台
紙
の
色
の
調
和
に
は
、
低
学
年
は

や
や
無
関
心
で
あ
る
。
こ
こ
は
、
教
師
が
大

い
に
介
入
し
て
決
め
て
や
る
必
要
が
あ
る
。

　
　

左
は
、
親
と
子
で
も
良
い
し
、
兄
弟
姉
妹

の
テ
ー
マ
と
し
て
も
一
つ
の
ド
ラ
マ
が
感
じ

ら
れ
る
絵
に
な
る
。

低
学
年
向
け
シ
ナ
リ
オ
「
ア
ル
パ
カ
の
四
季
」、

実
践
の
コ
ツ

低
学
年
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
教
師
の
周
到
な
準
備
が
必
要
で
あ
る
。

　
初
心
者
の
た
め
の

　
　
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

Ａ
図
の
よ
う
に
ち

ぎ
っ
て
、
Ｂ
図
の
よ

う
に
顔
を
作
る
。

Ａ
図
の
よ
う
に
う

ま
く
ち
ぎ
る
ま
で
に
、

次
の
三
点
が
必
要
で

あ
る
。

一
、
ま
ず
紙
を
ク

シ
ャ
ク
シ
ャ
に

も
ん
で
柔
ら
か
く

し
て
お
く
。

二
、
そ
れ
で
も
硬
い

場
合
は
、
ア
イ
ロ
ン
を
掛
け
て
お
く
。

三
、
い
き
な
り
ち
ぎ
ら
せ
な
い
で
、
ま
ず

は
さ
み
で
、
大
ま
か
に
切
ら
せ
て
お
く
。

　

最
低
、
こ
の
三
つ
は
必
要
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
、
柔
ら
か
で
か
わ
い
ら
し
い

ア
ル
パ
カ
が
誕
生
す
る
。

酒さ
か

井い

臣し
ん

吾ご

酒
井
式
描
画
指
導
法

　コスモスと赤トンボは秋のテーマである。この辺りは生活科の「秋を
見付ける」などの活動と合わせて指導できる。低学年には、アルパカの
周囲は、これ以上描かせない方がいい。

で解説！　一目で分かる指導のコツ写真
絵画工作授業大成功の絵画工作授業

　手の器用な子は、三匹程度はちぎることができる。白の版画
用紙をちぎると、毛皮の質感がよく出る。タンポポやチョウを
描くと春の季節感が出る。
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微
差
力

の教 師写真 で解説！　一目で分かる指導のコツ

イラスト：井手本 美紀

雑
巾
掛
け
に
は
洗
濯
ば
さ
み
を
付
け
る

洗
濯
ば
さ
み
を
付
け
て
お
く
だ
け
で
、
子
供
た
ち
は
雑
巾
を
落
と
さ
ず
に

き
れ
い
に
掛
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

久く

野の

歩あ
ゆ
む

東
京
都
目
黒
区
立
五
本
木
小
学
校

１
対
象
学
年
・
準
備
物

　

全
学
年
・
雑
巾
掛
け
、
洗
濯
ば
さ
み

２
ア
イ
デ
ア
の
ね
ら
い

　

教
室
に
雑
巾
掛
け
が
あ
る
が
、
雑
巾
が
山
盛

り
に
な
っ
て
い
る
ク
ラ
ス
が
あ
る
。
こ
の
状
態

を
避
け
る
た
め
に
、
雑
巾
掛
け
に
洗
濯
ば
さ
み

を
付
け
る
。

　

洗
濯
ば
さ
み
は
、
で
き
れ
ば
大
き
い
も
の
が

お
薦
め
だ
。

　

洗
濯
ば
さ
み
を
付
け
て
お
く
だ
け
で
、
子
供

た
ち
は
雑
巾
を
落
と
さ
ず
に
き
れ
い
に
掛
け
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

子
供
た
ち
に
洗
濯
ば
さ
み
の
使
い
方
や
雑
巾

の
掛
け
方
を
教
え
、
当
番
を
作
っ
て
お
け
ば
、

い
つ
で
も
き
れ
い
な
状
態
が
保
て
る
よ
う
に

な
る
。

３

ポ
イ
ン
ト

　

洗
濯
ば
さ
み
は
大
き
め
の
も
の
を
用
意
す

る
。
子
供
た
ち
に
と
っ
て
は
、
大
き
い
ほ
う
が

挟
み
や
す
い
か
ら
だ
。

　

せ
っ
か
く
洗
濯
ば
さ
み
を
用
意
し
て
も
、
挟

み
に
く
い
の
で
は
子
供
た
ち
も
使
わ
な
く
な
っ

て
し
ま
う
。
ま
た
、
雑
巾
も
必
要
以
上
の
枚
数

を
掛
け
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
よ
う
。

４

実
践
前

　

雑
巾
掛
け
に
雑
巾
が
山
盛
り
に
な
っ
て
い
る

学
級
が
あ
る
。
子
供
た
ち
に
よ
い
イ
メ
ー
ジ
や

モ
デ
ル
が
な
い
と
、
こ
の
状
態
で
よ
い
と
思
っ

て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
。

　

ぬ
れ
た
雑
巾
を
山
の
よ
う
に
重
ね
た
状
態
で

放
置
し
て
お
く
と
、
カ
ビ
が
生
え
た
り
、
臭
い

が
発
生
し
た
り
し
て
、衛
生
的
に
も
よ
く
な
い
。

５

実
践
後

　

使
用
す
る
雑
巾
を
限
定
し
て
お
く
だ
け
で
、

雑
巾
が
山
の
よ
う
に
重
な
っ
た
状
態
を
避
け
る

こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
大
き
め
の
洗
濯
ば
さ

み
を
付
け
て
お
く
だ
け
で
、
床
に
落
ち
る
の
を

防
ぐ
こ
と
も
で
き
、
衛
生
的
だ
。
い
つ
も
き
れ

い
に
し
て
お
く
こ
と
で
、
子
供
た
ち
に
も
よ
い

イ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

６

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
ア
ド
バ
イ
ス

　

洗
濯
ば
さ
み
を
色
分
け
し
た
り
、
テ
ー
プ
で

印
を
付
け
た
り
し
て
、
使
用
す
る
場
所
を
分
け

る
こ
と
が
で
き
る
。
机
の
上
や
床
、
棚
の
上
な

ど
、
使
用
す
る
場
所
や
目
的
に
応
じ
て
洗
濯
ば

さ
み
で
分
別
す
る
こ
と
で
、
学
級
を
よ
り
衛
生

的
に
保
つ
こ
と
が
で
き
る
。

実践前

実践後
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国語編
 ①効果絶大！　向山式漢字まとめテストのやり方
 ②満足度120％！「詩文の暗唱」の仕上げ方
 ③実力実感！　百人一首を最後まで盛り上げる
 ④低学年教科書で高学年に授業（分析批評・一字読解……）
 ⑤高度な裏文化で子供熱中（いろは歌、漢字の分解……）
算数編
 ①教科書の主要計算問題の定着はこうする
 ②向山実践追試：１年生から一気に全部復習する（「えとせとら」）
 ③次学年・中学校を先取り。
 ちょっと背伸びの予習授業

 ④向山型「難問１問選択システム」
 ～学年末ぴったり問題はこれ～

 ⑤奥深い数学の世界へ。知的な問題に挑戦
 （四色問題、素数と暗号、二進数……）
◆ 学年末仕上げに
このフラッシュカードがぴったり

◆ 学級の絆を更に強める「一緒にものづくり」
（たこ・折り紙・紙飛行機・ドローン）

2020年

３月号
特集

イラスト：柳岡 紋佳

この１年で子供たちが
　　　こんなに変わった！

「楽しい
　　　こんなに変わった！

ドラマ
こ
の
１
年
で
子
供
た
ち
が
こ
ん
な
に
変
わ
っ
た
！

T
O
S
S
流
「
楽
し
い
ド
ラ
マ
が
あ
っ
た
ね
」
の
学
年
ま
と
め

特集

学年まとめ
があったね」の

１

　

ま
と
め
の
時
期
。

　

こ
の
一
年
間
を
子
供
た
ち
に
振
り
返
ら
せ
る

上
で
、
大
切
な
こ
と
を
挙
げ
る
と
し
た
ら
何
で

し
ょ
う
か
。

１　

子
供
の

２　

力
の
向
上
を

３　

具
体
的
に
実
感
さ
せ
る
こ
と

「
成
長
を
」
で
は
な
く
「
力
の
向
上
を
」
と
書

き
ま
し
た
。

「
実
感
さ
せ
る
」
で
は
な
く
、「
具
体
的
に
実

感
さ
せ
る
」
と
も
書
き
ま
し
た
。

　

無
論
、
子
供
た
ち
自
身
の
力
で
成
長
し
た
こ

と
の
方
が
、
た
く
さ
ん
あ
る
で
し
ょ
う
。
子
供

た
ち
が
自
ら
伸
び
て
い
く
力
を
、
教
師
は
サ

ポ
ー
ト
し
た
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
自
然
に
放
置
し
て
い
て
は
伸
び
な

か
っ
た
力
が
あ
っ
た
こ
と
も
確
か
で
す
。

　

力
の
向
上
に
は
、
次
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
が

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
ま
た
、
重
要
な
の
だ
と

思
う
の
で
す
。

①
教
師
の
指
導
に
よ
っ
て
、

②
何
か
に
具
体
的
に
取
り
組
み
、

③
教
師
も
子
供
も
精
一
杯
の
力
を
尽
く
し

た
。

　

そ
の
結
果
と
し
て
、

①
ど
ん
な
力
が
、

②
ど
の
程
度
、

③
確
か
に
向
上
し
た
の
か
。

　

そ
れ
を
確
認
さ
せ
る
こ
と
。

　

こ
う
し
た
具
体
的
な
こ
と
こ
そ
、
大
切
な
の

だ
と
思
う
の
で
す
。

２

　

例
え
ば
、
漢
字
で
す
。

「
あ
か
ね
こ
漢
字
ス
キ
ル
」（
光
村
教
育
図
書
）

の
ユ
ー
ス
ウ
ェ
ア
ど
お
り
に
漢
字
を
一
年
間
教

え
て
き
た
な
ら
、
子
供
た
ち
の
漢
字
の
小
テ
ス

ト
の
平
均
点
は
限
り
な
く
一
〇
〇
点
に
近
く

な
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。

　

と
こ
ろ
が
「
学
年
の
ま
と
め
テ
ス
ト
」
は
別

で
す
。

　

ど
う
し
て
も
平
均
点
が
下
が
っ
て
し
ま
う
と

い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
実
力
の
あ
る
先
生
方
が
指
導
さ
れ
る

と
、
学
年
の
漢
字
ま
と
め
テ
ス
ト
を
「
初
見
」

で
や
ら
せ
て
い
る
の
に
「
ク
ラ
ス
平
均
点
が
九

〇
点
」
と
い
う
事
実
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
、「
記
憶
の
仕
組
み
」
を

理
解
し
、
上
手
に
応
用
し
、
計
画
的
に
指
導
を

し
て
い
る
か
ら
で
す
。

⑴
無
理
の
な
い
指
導
で
、

⑵
子
供
た
ち
は
漢
字
が
大
好
き
に
な
り
、

⑶
実
力
の
伸
び
を
実
感
で
き
る
。

　

本
特
集
で
ご
紹
介
す
る
、
そ
ん
な
指
導
法
の

一
端
を
、
ぜ
ひ
多
く
の
ク
ラ
ス
で
実
践
し
て
い

た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。３

　

向
山
洋
一
氏
が
六
年
生
を
担
任
し
た
と
き
、

「
卒
業
単
元
」
を
構
想
し
、
実
践
し
ま
し
た
。

　

そ
の
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
一
九
七
七
年
の
学
級
通
信
「
え
と
せ

と
ら
」
な
ど
に
登
場
し
ま
す
。

　

壮
大
な
構
想
で
あ
り
、
子
供
た
ち
が
熱
中
し

て
取
り
組
ん
だ
実
践
で
す
。

　

そ
の
中
に
、
次
の
記
述
が
あ
り
ま
す
。

算
数
＂一
年
か
ら
の
復
習
＂

　

こ
れ
を
、
ど
の
よ
う
に
実
施
し
た
の
で
し
ょ

う
か
。
向
山
氏
が
算
数
の
大
切
な
内
容
を
選
ん

で
、
一
年
生
か
ら
も
う
一
度
教
え
て
い
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。

　

そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

次
の
人
々
が
プ
リ
ン
ト
を
用
意
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
教
科
書
を
調
べ
、
そ
れ
を

基
本
と
し
て
や
っ
て
い
く
つ
も
り
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
書
か
れ
て
お
り
、
一
年
か
ら
五

年
ま
で
、
各
学
年
の
プ
リ
ン
ト
を
作
成
す
る
児

童
が
二
～
三
名
ず
つ
決
ま
っ
て
い
た
の
で
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
も
含
め
、
楽
し
か
っ
た
一
年

間
を
も
っ
と
楽
し
く
で
き
る
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
で
こ

れ
ま
で
に
開
発
さ
れ
て
き
た
「
と
っ
て
お
き
の

学
年
ま
と
め
術
」
を
一
覧
す
る
特
集
で
す
。

（
本
誌
編
集
長　

谷
和
樹
）
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１
事
前
に
同
じ
問
題
に
取
り
組
ま
せ
る
場
合

〈
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
１
〉

　

同
じ
問
題
を
掲
載
し
た
プ
リ
ン
ト
に
取
り
組
ま
せ
る
。

　

こ
こ
で
は
、
書
け
な
い
漢
字
も
複
数
あ
る
だ
ろ
う
が
、

構
わ
な
い
。
取
り
組
ま
せ
た
後
、
答
え
を
配
付
し
て
丸
付

け
を
さ
せ
る
。

〈
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
２
〉

　

間
違
え
た
漢
字
の
直
し
を
さ
せ
る
。

　

間
違
え
た
漢
字
を
二
、
三
回
程
度
練
習
を
さ
せ
る
。

〈
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
３
〉

　

再
度
、
同
じ
問
題
を
掲
載
し
た
プ
リ
ン
ト
に
取
り

組
ま
せ
る
。

　

再
度
取
り
組
ま
せ
る
と
、
明
ら
か
に
一
回
目
よ
り
点
数

が
ア
ッ
プ
す
る
。
こ
こ
ま
で
を
一
時
間
の
授
業
時
間
内
に

行
う
か
ら
こ
そ
、
効
果
が
あ
る
。
こ
の
後
、「
〇
日
後
に

本
番
の
テ
ス
ト
を
し
ま
す
。
何
度
も
練
習
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
」
と
告
げ
、
子
供
に
練
習
を
さ
せ
る
。

　

こ
の
方
法
で
取
り
組
ま
せ
て
、
平
均
点
が
九
八
点
を
下

回
っ
た
こ
と
は
な
い
。
最
も
良
い
と
き
で
、
平
均
点
が
九

九
・
八
点
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
。

２
初
見
で
取
り
組
ま
せ
る
場
合

〈
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
１
〉

　

定
期
的
な
ミ
ニ
テ
ス
ト
の
問
題
に
、
全
て
取
り
組

ま
せ
る
（
漢
字
ス
キ
ル
テ
ス
ト
な
ど
）。

　

定
期
的
に
ミ
ニ
テ
ス
ト
を
行
っ
て
き
た
は
ず
だ
。
そ
の

問
題
の
全
て
に
、
再
度
取
り
組
ま
せ
る
。
こ
う
す
る
こ
と

で
、
忘
れ
て
い
た
漢
字
の
復
習
が
で
き
る
。

〈
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
２
〉

　

間
違
え
た
問
題
の
見
直
し
を
さ
せ
、
そ
の
後
、
自

学
ノ
ー
ト
な
ど
に
テ
ス
ト
形
式
で
取
り
組
ま
せ
る
。

　

上
掲
の
ノ
ー
ト
は
、〈
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
１
〉

で
間
違
え
た
漢
字
を
ノ
ー
ト
に
テ
ス
ト

形
式
で
取
り
組
ま
せ
た
も
の
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
間
違
え
た
漢
字
の
読
み
仮
名

だ
け
を
書
か
せ
る
。
そ
の
上
で
答
え
を

記
入
さ
せ
る
。
書
け
な
け
れ
ば
再
度
直

し
を
さ
せ
、
テ
ス
ト
形
式
で
取
り
組
ま
せ
る
。

　

こ
う
す
る
こ
と
で
、「
何
と
な
く
で
き
る
」
か
ら
「
確

実
に
で
き
る
」
状
態
に
な
る
。

　

こ
の
方
法
で
取
り
組
ま
せ
て
、
平
均
点
が
初
見
で
九
十

点
を
下
回
っ
た
こ
と
が
な
い
。

書けない漢字を把握させ、
克服させる
基本線は、「事前に書けない漢字を把握させること」
「書けない漢字を練習させ、書ける状態にさせること」である。
これは、事前に同じ問題に取り組ませる場合でも、
初見で取り組ませる場合でも同じである。

最後の授業参観で
「指名なし暗唱」に取り組む
４月から暗唱に取り組ませてきた。三学期に保護者の前で暗唱を披露させる。
一人、または、少人数で暗唱させると、子供たちの頑張りが更に引き立て
られる。子供たちにとっては暗唱の復習になり、保護者にとっては
我が子の成長が感じられる場となる。

石川県金沢市立千坂小学校　石
いし

坂
ざか

陽
あきら

長崎県長与町立長与南小学校　小
お

田
だ

哲
てつ

也
や

＜国語編＞ ①効果絶大！　向山式漢字まとめテストのやり方＜国語編＞ ②満足度120％！「詩文の暗唱」の仕上げ方
こ
の
１
年
で
子
供
た
ち
が
こ
ん
な
に
変
わ
っ
た
！

T
O
S
S
流
「
楽
し
い
ド
ラ
マ
が
あ
っ
た
ね
」
の
学
年
ま
と
め

特集

　

向
山
学
級
で
は
、
一
年
間
に
三
十
以
上
の
詩
文
を
子
供

た
ち
が
暗
唱
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
小
田
学
級
で
も
、

四
月
か
ら
暗
唱
詩
文
の
プ
リ
ン
ト
を
子
供
た
ち
に
配
り
、

朝
の
会
の
中
で
暗
唱
す
る
。
さ
ら
に
、
一
週
間
の
国
語
の

時
間
の
内
、
曜
日
を
決
め
て
暗
唱
テ
ス
ト
の
時
間
を
設
定

し
、
暗
唱
テ
ス
ト
に
挑
戦
さ
せ
る
。
一
文
字
で
も
間
違
っ

た
ら
駄
目
だ
。
少
し
で
も
間
が
空
い
た
ら
駄
目
だ
。
名
簿

を
張
り
出
し
、
合
格
し
た
ら
自
分
で
印
を
付
け
て
い
く
。

こ
の
サ
イ
ク
ル
で
、
年
間
、
た
く
さ
ん
の
詩
文
を
暗
唱
で

き
る
よ
う
に
な
る
。

　

た
く
さ
ん
の
詩

を
覚
え
た
「
ま
と

め
」
を
ど
う
す
る

か
。
保
護
者
に
向

け
て
発
表
す
る
機

会
を
設
定
す
る
の

が
良
い
。
勤
務
校

で
は
、
最
後
の
授

業
参
観
は
学
習
発

表
会
に
な
っ
て
い

る
こ
と
が
多
か
っ

た
。
そ
の
中
に
、
こ
れ
ま
で
暗
唱
し
て
き
た
詩
の
暗
唱
発

表
を
入
れ
る
。
三
十
人
学
級
で
三
十
の
詩
文
を
暗
唱
し
て

き
た
な
ら
、
一
人
一
つ
の
詩
を
暗
唱
で
き
る
。
自
信
が
な

い
子
は
二
人
で
一
つ
の
詩
を
暗
唱
し
て
も
良
い
。

　

練
習
も
至
っ
て
簡
単
で
あ
る
。
読
み
た
い
詩
に
立
候
補

さ
せ
、
ジ
ャ
ン
ケ
ン
で
決
め
る
。
そ
の
繰
り
返
し
で
、
全

員
の
担
当
を
決
め
る
。
後
は
順
番
に
暗
唱
を
し
て
い
く
だ

け
で
あ
る
。全
員
が
座
っ
て
い
る
中
、担
当
し
た
子
が
立
っ

て
暗
唱
を
し
て
い
く
。
保
護
者
か
ら
す
る
と
、
我
が
子
が

「
平
家
物
語
」
や
「
論
語
」
な
ど
の
難
し
い
詩
を
す
ら
す

ら
と
暗
唱
し
て
い
る
姿
を
目
の
前
で
見
る
わ
け
で
あ
る
。

そ
れ
だ
け
で
子
供
の
成
長
を
感
じ
る
は
ず
で
あ
る
。

　

練
習
の
仕
方
は
、
向
山
型
「
個
別
評
定
」
で
行
う
。
暗

唱
す
る
前
に
、
評
定
基
準
を
伝
え
る
。

　

今
日
は
覚
え
て
い
る
か
ど
う
か
だ
け
を
見
ま
す
。

途
中
止
ま
ら
ず
に
す
ら
す
ら
と
言
え
れ
ば
合
格
で
す
。

　

教
師
は
暗
唱
を
聴
き
な
が
ら
名
簿
に
チ
ェ
ッ
ク
を
す
る
。

全
員
が
暗
唱
し
た
後
、
名
前
を
呼
ん
で
い
く
。

　

今
呼
ば
れ
た
人
た
ち
は
、
引
っ
掛
か
る
と
こ
ろ
が

あ
り
ま
し
た
。
次
ま
で
に
練
習
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

こ
れ
だ
け
で
あ
る
。
回
を
重
ね
る
ご
と
に
評
定
の
基
準

を
「
ゆ
っ
く
り
と
分
か
り
や
す
く
」「
教
室
中
に
響
く
声

で
」
と
変
え
て
い
く
。
繰
り
返
し
て
い
く
こ
と
で
堂
々
と

暗
唱
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
。
子
供
に
力
が
付
き
、

し
か
も
保
護
者
に
も
感
謝
さ
れ
る
。お
勧
め
の
実
践
で
あ
る
。
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保
護
者
か
ら
、「
百
人
一
首
は
、
我
が
子
の
一
生
の
財

産
に
な
り
ま
し
た
」
と
感
謝
さ
れ
た
。

　

実
は
、
小
学
生
時
代
私
も
そ
の
恩
恵
を
受
け
て
い
る
。

　

六
年
生
の
と
き
の
担
任
は
、
百
人
一
首
の
面
白
さ
、
知

的
さ
を
語
り
、
教
え
て
く
れ
た
人
だ
っ
た
。

　

し
か
し
、
時
代
は
変
わ
っ
た
。
現
場
の
多
く
の
教
師
か

ら
は
、
次
の
よ
う
な
感
想
が
あ
る
の
も
事
実
で
あ
る
。

・
取
り
組
む
時
間
が
な
い
。

・
余
裕
が
な
い
。

・
朝
の
会
で
実
施
し
た
い
が
、
時
数
的
に
限
ら
れ
て
い
る

の
で
継
続
的
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

我
が
国
の
言
語
文
化
を
広
め
る
こ
と
は
、
私
達
教
師
の

使
命
の
一
つ
で
も
あ
る
。
新
学
習
指
導
要
領
に
は
、
次
の

よ
う
に
明
記
さ
れ
て
い
る
。

　

我
が
国
の
言
語
文
化
に
関
す
る
事
項
を
身
に
付
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
指
導
す
る
。

　

ポ
イ
ン
ト
は
、
身
に
付
け
る
こ
と
＝
定
着
で
あ
る
。
一

時
間
、
二
時
間
で
、
指
導
事
項
が
子
供
た
ち
に
定
着
す
る

は
ず
が
な
い
。
年
間
を
通
し
て
、
継
続
的
に
毎
日
五
色
百

人
一
首
に
取
り
組
む
か
ら
こ
そ
、
楽
し
く
、
面
白
く
、
子

供
た
ち
の
中
に
日
本
の
伝
統
文
化
の
エ
ッ
セ
ン
ス
と
し
て

入
っ
て
い
く
。

　

私
は
、
五
色
百
人
一
首
協
会
の
事
務
局
を
務
め
る
こ
と

に
な
っ
た
。
使
命
は
、
次
の
と
お
り
。

　

一
人
で
も
多
く
の
人
が
参
加
し
楽
し
み
、
ず
っ
と

続
け
て
い
く
よ
う
な
人
を
育
て
る
こ
と
で
あ
り
、
強

く
す
る
こ
と
で
は
な
い
。

　

強
い
人
が
増
え
る
こ
と
も
大
切
だ
が
、
弱
い
人
が

増
え
、
裾
野
が
広
が
る
こ
と
も
大
切
で
あ
る
。

「
百
人
一
首
か
⁉　

嫌
だ
‼　

や
り
た
く
な
い
！
」
と
い

う
よ
う
な
声
は
、
教
室
か
ら
私
た
ち
へ
の
問
題
提
起
で
あ

る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
教
師
の
思
い
と
子
供
た
ち
の
実
態
の

差
を
埋
め
た
い
。
教
室
の
指
導
や
地
域
で
開
催
し
て
い
る

大
会
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、
五
色
百
人
一
首
協
会
で
は
、

新
た
な
取
組
が
始
ま
っ
て
い
る
。

①
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
五
色
百
人
一
首
チ
ャ
ン
ネ
ル
開
設

②
五
色
百
人
一
首
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

③
五
色
百
人
一
首
メ
ル
マ
ガ
提
供

　

参
観
日
に
活
用
で
き
る
授
業
コ
ン
テ
ン
ツ
と
動
画
コ
ン

テ
ン
ツ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

　

三
月
か
ら
四
月
に
行
わ
れ
る
初
心
者
セ
ミ
ナ
ー
で
も
、

五
色
百
人
一
首
指
導
を
各
地
で
開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

五
色
百
人
一
首
は
奥
が
深
い
。
学
級
経
営
の
真
髄
が
そ

こ
に
眠
っ
て
い
る
。

新生五色百人一首協会が
目指す未来
教師は、日本の伝統文化を伝え広めていくことができる
唯一の職業である。

神奈川県葉山町立葉山小学校　橋
はし

本
もと

信
しん

介
すけ

＜国語編＞ ③実力実感！　百人一首を最後まで盛り上げる＜国語編＞ ④低学年教科書で高学年に授業（分析批評・一字読解……）
こ
の
１
年
で
子
供
た
ち
が
こ
ん
な
に
変
わ
っ
た
！

T
O
S
S
流
「
楽
し
い
ド
ラ
マ
が
あ
っ
た
ね
」
の
学
年
ま
と
め

特集

※
五
色
百
人
一
首
協
会
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ　

https://goshoku.org/

１
新
提
案
！　

構
造
読
解

　

構
造
読
解
の
授
業
を
提
案
す
る
。

　

構
造
読
解
と
は
、
教
材
の
構
造
を
読
み
取
ら
せ
る
授
業

で
あ
る
。

　

次
の
よ
う
な
効
果
が
あ
る
。

①
構
造
が
理
解
で
き
れ
ば
リ
ラ
イ
ト
で
き
る
。

②
構
造
が
理
解
で
き
れ
ば
続
き
が
書
け
る
。

③
②
に
よ
っ
て
構
造
的
に
書
か
れ
た
文
章
は
、
明
確
に
評

価
で
き
る
。　

２
構
造
読
解
の
授
業

　

光
村
図
書
の
一
年
生
の
説
明
文
教
材
に
「
じ
ど
う
車
く

ら
べ
」
が
あ
る
。
各
社
に
同
様
の
教
材
が
あ
る
定
番
だ
。

　

冒
頭
に
二
つ
の
問
い
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

　

問
①　

ど
ん
な
し
ご
と
を
し
て
い
ま
す
か
。

　

問
②　

ど
ん
な
つ
く
り
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

　

こ
の
二
つ
の
問
い
に
対
し
て
答
え
が
書
い
て
あ
る
と
い

う
構
造
に
な
っ
て
い
る
。　

　

例
示
さ
れ
て
い
る
の
は
「
バ
ス
や
乗
用
車
」「
ト
ラ
ッ

ク
」「
ク
レ
ー
ン
車
」
で
あ
る
。

問
①
に
対
し
て
は
、
三
つ
の
例
示
と
も
正
対
し
た
表
現

で
書
か
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、「
バ
ス
や
乗
用
車
」
で
は
、

次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

問
①　

ど
ん
な
し
ご
と
を
し
て
い
ま
す
か
。

答
え　

人
を
の
せ
て
は
こ
ぶ
し
ご
と
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
問
い
に
正
対
し
て
い
る
と
同
時
に
構
造
的
に

も
正
対
し
て
い
る
。
一
年
生
で
も
理
解
で
き
る
。

　

と
こ
ろ
が
、「
つ
く
り
」
の
方
は
、
構
造
的
に
正
対
し

て
い
な
い
。
三
例
と
も
挙
げ
る
。

問
②　

ど
ん
な
つ
く
り
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

答
え　

ざ
せ
き
の
と
こ
ろ
が
、
ひ
ろ
く
「
つ
く
っ
て
」
あ

り
ま
す
。（
バ
ス
や
乗
用
車
。「
」
は
椿
原
）

答
え　

う
ん
て
ん
せ
き
の
ほ
か
は
、
ひ
ろ
い
に
だ
い
に

な
っ
て
い
ま
す
。（
ト
ラ
ッ
ク
）　

答
え　

じ
ょ
う
ぶ
な
う
で
が
、
の
び
た
り
う
ご
い
た
り
す

る
よ
う
に
、「
つ
く
っ
て
」
あ
り
ま
す
。（
ク
レ
ー

ン
車
。「
」
は
椿
原
）

　

明
ら
か
に
悪
文
で
あ
る
。
し
か
も
、
一
年
生
教
材
で
あ

る
。
そ
こ
で
、
高
学
年
に
は
次
の
よ
う
に
授
業
す
る
。

発
問
1
「
つ
く
り
」
の
答
え
を
書
き
直
し
な
さ
い
。

　

ト
ラ
ッ
ク
の
リ
ラ
イ
ト
は
、
大
人
で
も
混
乱
す
る
。

発
問
2
削
除
で
き
る
文
が
三
文
あ
り
ま
す
。
ど
れ
で
す

か
。　

　

各
自
動
車
の
段
落
の
最
後
の
一
文
は
削
除
で
き
る
。

　

答
え
を
リ
ラ
イ
ト
し
、
三
文
を
削
除
し
た
も
の
を
ワ
ー

プ
ロ
打
ち
す
る
。
そ
し
て
、
題
名
を
□
に
す
る
。

指
示
全
文
を
読
ん
で
題
名
を
付
け
な
さ
い
。

新提案！　構造読解の授業
１年生の説明文に高学年が熱中する。
定番教材「じどう車くらべ」を構造的に読ませることで、
真の読解力を付ける。
光村図書・国語・１年下・p.28-35

熊本県相良村立相良南小学校　椿
つばき

原
はら

正
まさ

和
かず
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夕
焼
、
小
焼
の

あ
か
と
ん
ぼ

お
わ
れ
て
見
た
の
は

い
つ
の
日
か

指
示
1
傍
線
を
漢
字
に
直
し
な
さ
い
。

　
　

書
け
た
ら
先
生
の
所
に
持
っ
て
来
な
さ
い
。

　

子
供
は
何
と
書
く
だ
ろ
う
か
？　
「
追
」
で
あ
る
。

　

こ
れ
を
図
に
す
る
と
、
こ
う
な
る
。

発
問
1
こ
れ
で
良
い
で
す
よ
ね
？

　

子
供
た
ち
は
熱
中
し
な
が
ら
「
違
う
！　

違
う
！
」
と

大
合
唱
す
る
。

発
問
2
で
は
、
ど
ん
な
漢
字
に
直
せ
ば
良
い
で
す

か
？　

辞
書
で
調
べ
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
は
「
辞
書
を
使
い
な
さ
い
」
と
い
う
裏
指
示
で
あ

る
。
辞
書
を
使
う
こ
と
を
習
慣
化
さ
せ
た
上
で
、
学
年
を

上
げ
た
い
。
今
度
は
「
負
」
を
書
い
て
く
る
。

指
示
2
最
初
の
二
行
を
声
に
出
し
て
読
ん
だ
ら
座

り
な
さ
い
。
全
員
起
立
。

発
問
3
実
は
こ
の
詩
に
は
曲
が
付
い
て
い
ま
す
。
最

初
の
二
行
を
歌
え
る
人
？

　

誰
も
歌
え
な
か
っ
た
ら
、
教
師
が
歌
え
ば
良
い
。

　

子
供
が
「
音
読
す
る
」
↓
子
供
が
「
歌
う
」。
こ
の
順

番
で
授
業
を
進
め
る
と
、
面
白
い
こ
と
が
起
こ
る
。

「
あ
か
と
ん
ぼ
」
の
発
音
が
違
う
の
だ
。

発
問
4
ど
ち
ら
の
発
音
が
正
し
い
の
で
す
か
？

説
明
作
曲
し
た
山
田
耕
筰
は
、
当
時
の
発
音
に
近

い
形
で
作
曲
し
ま
し
た
。
よ
っ
て
昔
は
「
あ
か
と

ん
ぼ
」
は
歌
の
よ
う
な
発
音
だ
っ
た
の
で
す
。

参
考
文
献
：『
向
山
の
演
習
問
題
〜
授
業
編
〜
』（
向
山
洋
一
著　

明
治
図
書
）

５分でできる！
「子供が熱中する」国語授業
「国語は面白い」という感想を一年間の最後の授業で子供が抱けば、
大成功である。子供を必ず熱中させる鉄板授業「あかとんぼ」。

東京都立八王子東高等学校　鈴
すず

木
き

良
よし

幸
ゆき

＜国語編＞ ⑤高度な裏文化で子供熱中（いろは歌、漢字の分解……）＜国語編＞ ⑤高度な裏文化で子供熱中（いろは歌、漢字の分解……）
こ
の
１
年
で
子
供
た
ち
が
こ
ん
な
に
変
わ
っ
た
！

T
O
S
S
流
「
楽
し
い
ド
ラ
マ
が
あ
っ
た
ね
」
の
学
年
ま
と
め

特集

　

卒
業
期
に
行
っ
た
国
語
授
業
を
紹
介
す
る
。
向
山
氏
が

日
本
教
育
技
術
学
会
千
葉
大
会
で
行
っ
た
「
い
ろ
は
歌
」

の
模
擬
授
業
を
ベ
ー
ス
に
し
、
最
後
に
中
学
生
対
象
な
ら

で
は
の
展
開
を
付
け
加
え
た
授
業
で
あ
る
。

指
示
1
日
本
の
歴
史
上
、
最
も
古
く
か
ら
使
用
さ
れ
て

い
る
教
材
を
三
つ
以
上
書
き
な
さ
い
。

　

百
人
一
首
（
七
百
三
十
年
前
）、
天
地
の
詞
（
千
百
年

前
）、
安
積
山
の
歌
（
千
百
年
前
）、
難
波
津
の
歌
（
千
百

年
前
）、
五
十
音
図
（
千
年
前
）、
い
ろ
は
歌
（
千
年
前
）

な
ど
を
紹
介
し
た
い
。

指
示
2
「
い
ろ
は
歌
」
を
暗
唱
し
な
さ
い
。

指
示
3
「
い
ろ
は
」
が
付
く
言
葉
を
、
で
き
る
だ
け
た

く
さ
ん
書
き
出
し
な
さ
い
。

　

い
ろ
は
す（
清
涼
飲
料
水
）・
い
ろ
は
坂
・
い
ろ
は
カ
ル

タ
・
い
ろ
は
仮
名
・
い
ろ
は
小
紋
・
い
ろ
は
順
・
い
ろ
は

モ
ミ
ジ
・
い
ろ
は
カ
エ
デ
・
い
ろ
は
の
い
な
ど
が
あ
る
。

「
初
午
に
七
千
両
の
手
を
貰も
ら

ひ
」
を
提
示
す
る
。

発
問
1
時
代
は
い
つ
頃
で
す
か
。

発
問
2
こ
の
句
か
ら
、
当
時
の
教
育
に
つ
い
て
ど
ん
な

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

　

自
由
に
意
見
を
言
わ
せ
よ
う
。
正
解
が
出
な
く
て
も
構

わ
な
い
。
徐
々
に
分
か
っ
て
い
く
。

発
問
3
「
手
を
貰
ひ
」
で
す
か
ら
、
手
習
い
で
す
。
そ

の
次
の
ス
テ
ッ
プ
は
何
で
す
か
。

発
問
4
二
月
の
初
午
の
日
が
学
習
の
出
発
点
で
し
た
。

手
習
い
を
し
て
七
千
両
を
も
ら
い
ま
し
た
。
実
際
は
何

を
も
ら
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

こ
こ
は
時
間
を
掛
け
て
じ
っ
く
り
検
討
す
る
。
冒
頭
の

「
い
ろ
は
歌
」
と
の
関
連
が
見
え
る
と
、
歓
声
が
あ
が
る
。

　

次
に
、「
初
午
に
牛
の
角
か
ら
書
き
習
ひ
」
を
提
示
す

る
。
こ
れ
も
生
徒
に
と
っ
て
初
見
の
句
で
あ
る
。

発
問
5
「
書
き
習
ひ
」
で
す
か
ら
手
習
い
で
す
。「
牛
の

角
か
ら
」
と
は
、
ど
ん
な
意
味
で
し
ょ
う
か
。

　

じ
っ
く
り
考
え
さ
せ
る
。
書
け
た
ら
持
っ
て
来
さ
せ
て

〇
×
を
付
け
る
。
大
い
に
盛
り
上
が
る
だ
ろ
う
。

　

次
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
、
も
う
一
歩
の
突
っ
込
み
で
あ
る
。

　

竹
馬
や
い
ろ
は
に
ほ
へ
と
ち
り
ぢ
り
に

主
発
問
何
が
「
ち
り
ぢ
り
に
」
な
る
の
で
す
か
。

「
竹
馬
」
は
「
竹
馬
の
友
」
で
あ
る
。「
い
ろ
は
に
ほ
へ
と
」

に
は
二
重
の
意
味
が
あ
ろ
う
。「
手
習
い
」
と
「
有
為
転
変
」

で
あ
る
。
幼
い
頃
か
ら
学
ぶ
場
を
共
に
し
て
き
た
者
た
ち

が
、
各
々
の
道
を
選
び
、
散
り
散
り
に
旅
立
っ
て
い
く
。

こ
の
句
意
に
た
ど
り
着
い
た
生
徒
た
ち
は
、
ま
さ
に
自
分

自
身
の
こ
と
だ
と
気
付
く
。
教
室
が
し
ん
み
り
す
る
。

生徒たちへ贈る卒業期の国語授業
向山洋一氏「いろは歌」模擬授業の一部に、
中学生対象ならではの“もう一歩の突っ込み”を加えて
別れの授業とする。

埼玉県熊谷市立奈良中学校　長
は

谷
せ

川
がわ

博
ひろ

之
ゆき
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向
山
洋
一
氏
の
学

級
通
信
「
え
と
せ
と

ら
」
１
７
３
号
。
卒
業

単
元
、
算
数
の
構
想
が

載
っ
て
い
る
。
ほ
ん
の

数
行
の
記
述
。
こ
れ
だ

け
の
内
容
を
解
か
せ

る
の
だ
。
子
供
た
ち
だ

け
で
行
え
る
シ
ス
テ

ム
を
構
築
し
て
や
ら

せ
て
い
る
と
考
え
る
。

　

学
習
が
自
動
で
進

む
タ
イ
プ
の
形
態
を

取
っ
た
と
予
想
す
る
。

学
級
で
す
る
場
合
を

書
く
（
学
年
で
す
る
場

合
は
、
ほ
か
の
先
生
も

巻
き
込
む
。
三
年
プ
リ

ン
ト
は
Ａ
先
生
に
見

て
も
ら
う
な
ど
）。

①
卒
業
単
元
で
す
。今
ま
で
の
復
習
を
し
ま
す
。国
語
チ
ー

ム
、
歴
史
チ
ー
ム
、
算
数
チ
ー
ム
な
ど
を
作
り
ま
す
。

②（
算
数
チ
ー
ム
を
募
る
）

③
算
数
チ
ー
ム
は
そ
の
メ
ン
バ
ー
で
一
学
年
分
を
二
枚
ず

つ
切
り
な
さ
い
。
紙
の
大
き
さ
は
こ
の
紙
で
す
（
Ａ

４
）。
た
だ
し
五
年
生
分
だ
け
。
前
半
と
後
半
に
分
け

ま
す
。
期
限
は
三
日
で
す
。

④（
作
ら
せ
る
）（
Ａ
４
で
作
っ
た
二
枚
は
合
体
し
て
Ａ
３

一
枚
に
し
て
、
教
師
が
印
刷
。
難
問
も
印
刷
を
す
る
）

⑤（
当
日
）
一
年
生
か
ら
六
年
生
の
プ
リ
ン
ト
を
こ
こ
に

並
べ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
順
番
に
取
り
に
来
て
。

⑥
そ
れ
で
は
、や
っ
て
い
き
ま
す
。
一
、四
年
生
の
答
え
は
、

こ
こ
。
二
、
五
年
生
の
答
え
は
こ
こ
。
三
、
六
年
生
の

答
え
は
こ
こ
で
す
。
ど
ん
ど
ん
や
っ
て
、
終
わ
っ
た
ら

自
分
で
各
場
所
に
行
っ
て
、
答
え
合
わ
せ
を
し
な
さ
い
。

　

全
て
終
わ
っ
た
ら
友
達
三
人
に
教
え
に
い
き
ま
す
。
そ

れ
も
終
わ
っ
た
ら
、
難
問
プ
リ
ン
ト
を
し
ま
す
（
黒
板

に
や
る
こ
と
を
板
書
）。

⑦
質
問
あ
る
人
？　

ち
な
み
に
、
残
っ
た
ら
宿
題
に
な
り

ま
す
（
難
問
プ
リ
ン
ト
は
宿
題
に
は
し
な
い
）。

⑧
で
は
、
頑
張
っ
て
ね
。
ど
う
ぞ
。

⑨（
子
供
た
ち
、
自
動
的
に
学
習
し
て
い
く
）

　

※
一
～
四
年
生
の
プ
リ
ン
ト
は
、
一
枚
五
分
ぐ
ら
い
で

終
わ
る
。
五
年
生
プ
リ
ン
ト
二
枚
は
、
一
枚
十
分
ぐ

ら
い
で
終
わ
る
と
予
想
す
る
。
計
四
十
分
ぐ
ら
い
。

　

※
教
師
は
勉
強
の
苦
手
な
子
を
見
て
回
る
。

⑩
よ
く
頑
張
り
ま
し
た
。
時
間
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
終

わ
り
ま
す
。

卒業単元
「算数１年からの復習」から、
学期末の学習形態を予想する
「１年生から６年生分の問題」「子供に問題をつくらせる」
「復習」「３学期」このことから学習は子供たちが自主的に進めたと予想する。
この学習方法は全ての復習単元で追試可能である。

大阪府箕面市立豊川北小学校　山
やま

本
もと

東
はる

矢
や

＜算数編＞ ①教科書の主要計算問題の定着はこうする＜算数編＞ ②向山実践追試：１年生から一気に全部復習する（「えとせとら」）
こ
の
１
年
で
子
供
た
ち
が
こ
ん
な
に
変
わ
っ
た
！

T
O
S
S
流
「
楽
し
い
ド
ラ
マ
が
あ
っ
た
ね
」
の
学
年
ま
と
め

特集

　

学
年
の
ま
と
め
、
子
供
た
ち
と
の
別
れ
の
前
に
、
次
の

二
つ
の
ポ
イ
ン
ト
が
欠
か
せ
な
い
。

①
当
該
学
年
の
「
読
み
書
き
算
」
を
し
っ
か
り
と
定

着
さ
せ
ら
れ
た
か
。

②
教
科
書
は
、
最
後
ま
で
全
て
行
っ
て
い
る
か
。

　

①
に
つ
い
て
は
、
二
月
・
三
月
に
か
け
て
、
そ
れ
ま
で

の
総
復
習
を
で
き
る
よ
う
に
、
全
て
の
こ
と
を
前
倒
し
で

行
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　

②
に
つ
い
て
は
、
教
科
書
チ
ェ
ッ
ク
が
欠
か
せ
な
い
。

　

向
山
洋
一
氏
が
提
唱
し
て
い
る
。
左
上
に
図
で
表
す
。

　

問
題
を
練
習
す
る
際
、

図
の
よ
う
に
、
教
科
書
に

チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

　

⑴
の
問
題
の
チ
ェ
ッ
ク

は
、
一
回
で
で
き
た
と
い

う
印
に
な
る
。

　

⑵
の
問
題
の
チ
ェ
ッ
ク

は
、
一
回
間
違
え
、
二
回

目
で
で
き
た
と
い
う
印
に

な
る
。

　

⑶
の
問
題
の
チ
ェ
ッ
ク

は
、
一
回
間
違
え
、
一
度

や
り
直
し
を
し
て
も
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
も
う
一
回

や
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
三
回
目
で
で
き
た
と
い
う
印
に
な

る
。

　

向
山
学
級
で
は
、
毎
年
、
算
数
の
教
科
書
に
必
ず
こ
の

チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ
て
い
た
。

　

単
元
ご
と
に
「
教
科
書
」
と
「
ノ
ー
ト
」
を
チ
ェ
ッ
ク

す
る
。

　

や
り
方
は
、
全
員
で
チ
ェ
ッ
ク
を
す
る
時
間
を
取
り
、

個
々
に
チ
ェ
ッ
ク
を
さ
せ
る
。
念
の
た
め
、
隣
の
子
供
に

見
て
も
ら
い
、
そ
れ
で
も
大
丈
夫
な
子
供
か
ら
、
教
師
が

チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

「
教
科
書
」
も
「
ノ
ー
ト
」
も
、
き
ち
ん
と
さ
れ
て
い
れ

ば
、
私
が
「
合
格
」
の
サ
イ
ン
を
付
け
る
。

　

私
の
場
合
は
、
忘
れ
っ
ぽ
い
の
で
、
名
簿
に
も
チ
ェ
ッ

ク
を
付
け
て
い
く
。
名
簿
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
お
け
ば
、

チ
ェ
ッ
ク
漏
れ
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
個
々

の
子
供
に
声
を
掛
け
る
こ
と
も
で
き
る
。

　

単
元
ご
と
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
は
い
る
が
、
教
科
書
の
最

後
の
ペ
ー
ジ
ま
で
や
り
切
っ
た
後
、
も
う
一
度
、
チ
ェ
ッ

ク
を
す
る
。

　

こ
う
す
る
こ
と
で
、
履
修
漏
れ
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。

教
師
に
と
っ
て
も
、
子
供
に
と
っ
て
も
、
優
れ
た
シ
ス
テ

ム
で
あ
る
。

教科書チェックで履修漏れを防ぎ、
定着を図る
向山型教科書チェックをすることで、子供を個々に褒めることができ、
履修漏れを防ぐこともできる。
教師・子供にとって優しいシステムである。

大阪府池田市立秦野小学校　原
はら

田
だ

朋
とも

哉
や

（１）次の計算をしましょう。

（２）次の計算をしましょう。

（３）次の計算をしましょう。
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︿
解
答
﹀
難
問
は
教
師
が
事
前
に
解
い
て
お
く
。
サ
ー

ク
ル
で
挑
戦
し
て
も
よ
い
。

向
山
先
生
の
難
問
の
解
答　

①
54
本　

②
１
９
１
＝
３
×
７
×
７
＋
６
×
７
＋
２

③
31
通
り　

④
１
９
７
４　

⑤
３
０
０
回

（『
教
え
方
の
プ
ロ
・
向
山
洋
一
全
集
24
』
向
山
洋
一
著

明
治
図
書　

一
二
〇
ペ
ー
ジ
）		

「
難
問
」
の
授
業
を
し
ま

す
。「
難
問
」
と
は
解
け

そ
う
で
解
け
な
い
、
で
も

な
ぜ
か
解
い
て
み
た
く
な

る
、
そ
ん
な
問
題
で
す
。

皆
さ
ん
に
配
っ
た
「
難

問
」
を
見
て
ご
ら
ん
な
さ

い
。
五
問
あ
り
ま
す
。
ど

の
問
題
で
も
い
い
で
す
か

ら
、
一
問
だ
け
選
ん
で
解

き
ま
し
ょ
う
。
一
問
で

す
。
一
問
解
け
た
ら
一
〇

〇
点
で
す
。
解
け
な
か
っ
た
ら
０
点
で
す
。

　

先
生
が
問
題
を
読
み
ま
す
か
ら
、
ど
の
問
題
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
か
決
め
て
く
だ
さ
い
。

　

ど
の
問
題
を
解
い
て
み
た
い
か
な
。
聞
い
て
み
よ
う
。

一
番
、
二
番
、
三
番
…
…
？　

　

解
け
な
か
っ
た
ら
ほ
か
の
問
題
に
変
え
て
も
構
い
ま
せ

ん
。
一
問
で
き
た
ら
持
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
。

　

始
め
！

︿
木
村
﹀
向
山
氏
が
作
っ
た
難
問
だ
。
難
問
に
不
慣
れ

な
ク
ラ
ス
で
は
五
問
を
読
み
上
げ
る
。
一
番
し
か
見

な
い
子
が
い
る
か
ら
だ
。
ど
の
問
題
を
解
き
た
い
か

挙
手
さ
せ
る
こ
と
で
、
子
供
の
実
態
が
つ
か
め
る
。

た
っ
ぷ
り
時
間
を
与
え
て
取
り
組
ま
せ
た
い
。
向
山

氏
は
間
違
え
て
い
た
子
に
は
「
お
し
い
な
あ
」「
頑
張
っ

た
ね
」
と
優
し
く
声
を
掛
け
な
が
ら
、
×
で
は
な
く

を
付
け
た
そ
う
だ
。
子
供
は
「
え
え
⁉
」
と
言
い

な
が
ら
席
に
戻
り
、
ま
た
挑
戦
し
て
来
る
。
子
供
に

考
え
さ
せ
、
何
度
も
何
度
も
挑
戦
さ
せ
る
の
だ
。

　

難
問
の
授
業
を
盛
り
上
げ
る
手
立
て
が
あ
る
。
子

供
た
ち
を
挑
発
す
る
こ
と
だ
。

　

み
ん
な
で
き
な
い
よ
う
だ
か
ら
、
答
え
を
教
え
ま
し
ょ

う
か
？
（
待
っ
て
ー
！　

教
え
な
い
で
！
）
ち
ょ
っ
と
だ

け
教
え
よ
う
か
？
（
自
分
で
解
き
ま
す
！
）

　

解
い
た
子
た
ち
に
解
き
方
を
板
書
さ
せ
る
こ
と
も
あ
る
。

多
様
な
解
き
方
が
出
る
が
、
向
山
氏
は
言
う
。「
解
き
方

は
一
つ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
ろ
い
ろ
な
解
き
方
が

あ
っ
て
い
い
の
で
す
」

子供が熱中する
向山型難問１問選択システム
学年末４、５、６年に挑戦させたい「ザ・難問」はこれだ。
子供熱中！向山洋一氏直伝のハイレベルな難問

東京都・日本文化大學 講師　木
き

村
むら

重
しげ

夫
お

＜算数編＞ ③次学年・中学校を先取り。ちょっと背伸びの予習授業＜算数編＞ ④向山型「難問１問選択システム」～学年末ぴったり問題はこれ～
こ
の
１
年
で
子
供
た
ち
が
こ
ん
な
に
変
わ
っ
た
！

T
O
S
S
流
「
楽
し
い
ド
ラ
マ
が
あ
っ
た
ね
」
の
学
年
ま
と
め

特集

　

算
数
の
教
科
書
は
、
十
二
月
中
に
終
え
た
。
全
単
元
の

後
に
あ
る
六
年
間
の
ま
と
め
も
全
て
含
め
て
。
計
算
ス
キ

ル
も
全
員
が
全
ペ
ー
ジ
の
丸
付
け
を
終
え
た
。
こ
れ
か
ら

卒
業
ま
で
の
算
数
の
時
間
の
使
い
方
に
つ
い
て
考
え
た
。

選
択
肢
１
：
算
数
の
授
業
を
全
く
や
ら
な
い

選
択
肢
２
：
復
習
を
ド
リ
ル
形
式
で
毎
日
や
る

選
択
肢
３
：
学
習
ゲ
ー
ム
＆
パ
ズ
ル
を
す
る

選
択
肢
４
：
難
問
を
解
く
（
例
え
ば
、
中
学
入
試
問
題
）

選
択
肢
５
：
そ
の
他

　

こ
れ
か
ら
中
学
進
学
ま
で
の
二
か
月
余
り
、
算
数
に
全

く
関
わ
ら
な
い
と
、
せ
っ
か
く
で
き
た
数
学
回
路
が
さ
び

付
い
て
し
ま
う
。
よ
っ
て
、
選
択
肢
１
は
あ
り
得
な
い
。

　

復
習
は
大
切
だ
。
し
か
し
、
毎
日
四
十
五
分
間
計
算
ド

リ
ル
の
連
続
は
、
つ
ら
い
作
業
で
あ
る
。
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
は
ど
ん
底
だ
ろ
う
。
よ
っ
て
選
択
肢
２
だ
け
と
い
う
の

も
あ
り
得
な
い
。
学
習
ゲ
ー
ム
・
パ
ズ
ル
も
楽
し
い
の
だ

が
、
毎
日
だ
と
飽
き
る
。
連
日
難
問
も
、
子
供
に
よ
っ
て

は
、
苦
痛
な
作
業
と
な
る
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
選
択
肢

１
～
４
ま
で
の
複
合
は
、
あ
り
得
る
。

　

毎
日
決
ま
っ
た
シ
ス
テ
ム
で
授
業
を
進
め
る
こ
と
で
、

子
供
の
頭
も
ク
ラ
ス
も
安
定
す
る
。

　

終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
算
数
の
授
業
を
安
定
さ
せ
る
た
め

に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
。
一
年
間
掛
け
て
構
築
し
た

算
数
学
習
シ
ス
テ
ム
を
維
持
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

ベ
ー
ス
と
な
る
算
数
教
科
書
に
代
わ
り
得
る
も
の
は
？

「
数
学
を
や
ろ
う
！
」
中
学
一
年
の
教
科
書
を
プ
リ
ン
ト

し
（
教
科
書
会
社
に
は
連
絡
し
許
可
を
も
ら
っ
た
）、
一

日
裏
表
一
枚
ず
つ
進
め
る
こ
と
に
し
た
。
授
業
を
安
定
さ

せ
る
に
は
、
教
科
書
で
授
業
す
る
こ
と
が
一
番
だ
。

　

結
果
、中
一
最
初
の
単
元
「
正
の
数
・
負
の
数
」
を
全
て

終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
特
別
な
こ
と
は
教
え
て
い
な
い
。

教
科
書
を
教
え
、
そ
こ
に
あ
る
問
題
を
全
て
ノ
ー
ト
に
か

か
せ
た
だ
け
で
あ
る
。
子
供
た
ち
か
ら
は
、
好
評
だ
っ
た
。

　

み
ん
な
、
中
学
校
と
い
う
未
知
の
世
界
に
お
け
る
数
学

と
い
う
新
た
な
学
習
に
不
安
を
抱
い
て
い
た
。
そ
の
不
安

が
、「
教
科
書
を
き
ち
ん
と
読
め
ば
で
き
る
」
と
い
う
安

心
感
に
か
わ
っ
た
よ
う
だ
。

　

教
え
る
こ
ち
ら
側
に
も
若
干
の
不
安
は
あ
る
。
数
学
の

授
業
を
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
？　

し
か
し
、
そ
ん
な
不
安

は
吹
っ
飛
ぶ
。
教
科
書
ど
お
り
に
授
業
を
進
め
れ
ば
、
成

立
す
る
の
だ
か
ら
。
成
立
す
る
と
は
、
子
供
が
分
か
る
・

で
き
る
状
態
と
な
る
こ
と
で
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
大
前
提
は
、

算
数
教
科
書
を
終
え
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
そ
こ
を
お
ろ
そ
か

に
し
て
の
数
学
突
入
は
、

も
っ
て
の
ほ
か
で
あ
る
。

数学も教科書通り教える向山型
「『正の数・負の数』は、子供の中学校生活の明暗を分けます」とは、
長谷川博之氏の言葉である。中学校数学最初のこの単元ができなければ、
数学はおろか、中学校生活にも絶望してしまうとのこと。
中学校生活への不安を取り除き、児童に余裕をもって新生活を迎えさせる
ためにも、中学校数学の先取りは有効で有用である。

山口県下関市立楢崎小学校　河
かわ

田
た

孝
たか

文
ふみ
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ど
の
学
年
の
子
供
た
ち
で
も
熱
中
す
る
問
題
が
、「
四

色
の
ふ
し
ぎ
」
で
あ
る
。『
教
室
ツ
ー
ウ
ェ
イ
』
呼
び
か

け
号
（
明
治
図
書
）
に
掲
載
さ
れ
た
、
新
牧
賢
三
郎
氏
作

成
の
問
題
で
あ

る
。

　

隣
と
同
じ
色

に
し
な
い
よ
う

に
、
四
色
に
色

分
け
す
る
。

　

や
っ
て
み
る

と
分
か
る
が
、「
簡
単
そ
う
で
難
し
い
」、「
で
き
そ
う
で
、

な
か
な
か
で
き
な
い
」。
だ
か
ら
、子
供
た
ち
は
熱
中
す
る
。

　

事
前
準
備
と
し
て
、
Ｂ
５
サ
イ
ズ
の
大
き
さ
で
、
問
題

用
紙
を
三
百
枚
準
備
す
る
（
何
度
も
挑
戦
で
き
る
よ
う

に
）。
小
学
三
年
生
に
実
践
し
て
み
た
。

　

問
題
用
紙
を
配
布
し
、
書
か
れ
た
指
示
を
そ
の
ま
ま
読

む
。
あ
と
は
、
子
供
た
ち
に
任
せ
る
。

　

や
ん
ち
ゃ
坊
主
の
Ｋ
君
は
「
こ
ん
な
の
簡
単
や
」
と

言
っ
て
、
色
鉛
筆
で
ぬ
り
始
め
た
。

　

し
ば
ら
く
す
る
と
、「
こ
れ
は
駄
目
だ
」
と
い
う
声
が

出
て
き
た
。
Ｋ
君
は
、「
や
っ
と
こ
こ
ま
で
い
っ
た
の
に
」

と
つ
ぶ
や
き
な
が
ら
、
二
枚
目
を
取
り
に
来
た
。

十
二
分
後
、
Ｈ
さ
ん
が
「
で
き
た
」
と
言
っ
て
、
見
せ

に
来
た
。私
は
紙
を
見
た
。み
ん
な
が
集
中
し
て
見
て
い
る
。

「
お
し
い
、
こ
こ
と
こ
こ
が
隣
同
士
同
じ
色
に
な
っ
て
い

る
、
残
念
」

　

Ｈ
さ
ん
は
、
自
分
の
席
に

戻
っ
て
、
そ
の
部
分
を
消
し

て
、
違
う
色
で
ぬ
り
始
め
た
。

し
か
し
、
そ
う
す
る
と
、
ほ

か
の
部
分
と
の
兼
ね
合
い
が

崩
れ
て
し
ま
い
、
う
ま
く
い

か
な
い
。
Ｈ
さ
ん
も
、
二
枚

目
を
取
り
に
来
た
。

　

子
供
た
ち
は
「
簡
単
と
思
っ
て
い
た
ら
、
難
し
い
」
な

ど
と
言
っ
て
、
色
鉛
筆
で
ぬ
り
続
け
て
い
た
。

　

十
七
分
後
、
Ａ
さ
ん
が
「
で
き
た
」
と
言
っ
て
、
見
せ

に
来
た
。
じ
っ
く
り
見
た
。

「
Ａ
さ
ん
、（
少
し
間
を
お
い
て
）
正
解
！
」
と
言
う
と
、

ク
ラ
ス
内
に
「
お
お
」
と
い
う
声
が
響
い
た
。

　

授
業
の
最
後
に
語
っ
た
。

「
実
は
、
あ
る
数
学
者
は
、
隣
同
士
に
な
ら
な
い
四
色
の

ぬ
り
方
の
原
理
・
決
ま
り
の
研
究
に
、
一
生
を
さ
さ
げ
た

の
で
す
。
そ
れ
く
ら
い
難
し
い
問
題
な
ん
だ
ね
」

　

子
供
た
ち
は
「
四
色
の
ふ
し
ぎ
」
を
休
み
時
間
に
考
え

た
り
、
家
で
保
護
者
と
一
緒
に
考
え
た
り
し
続
け
た
。

　

な
お
、
ほ
か
の
問
題
は
、
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ー
ク
ラ
イ
ン

に
ア
ッ
プ
し
た
。
学
年
末
に
お
薦
め
で
あ
る
。

どの学年でも追試可能、
「四色のふしぎ」
簡単そうに見えて、なかなかできない。
でも、絶対にできるから、面白い！

福井県越前市立国高小学校　上
うえ

木
き

信
のぶ

弘
ひろ

＜算数編＞ ⑤奥深い数学の世界へ。知的な問題に挑戦（四色問題、素数と暗号、二進数……）＜算数編＞ ⑤奥深い数学の世界へ。知的な問題に挑戦（四色問題、素数と暗号、二進数……）
こ
の
１
年
で
子
供
た
ち
が
こ
ん
な
に
変
わ
っ
た
！

T
O
S
S
流
「
楽
し
い
ド
ラ
マ
が
あ
っ
た
ね
」
の
学
年
ま
と
め

特集

暗
号
に
活
用
さ
れ
て
い
る
素
数

　

電
話
や
メ
ー
ル
な
ど
の
情
報
伝
達
の
暗
号
化
に
は
、
素

数
が
使
わ
れ
て
い
る
。
素
数
は
、
自
分
と
１
以
外
の
約
数

を
も
た
な
い
数
の
こ
と
で
あ
る
。
素
数
に
は
、
暗
号
に
最

適
な
三
つ
の
性
質
が
あ
る
。

①
二
つ
の
素
数
同
士
の
か
け
算
で
で
き
た
数
の
因
数

は
、
そ
の
二
つ
し
か
な
い

②
素
数
の
か
け
算
は
簡
単
に
計
算
で
き
る
が
、
分
解

は
難
し
い

③
素
数
が
現
れ
る
の
に
法
則
性
が
な
い

で
あ
る
。

　

①
に
つ
い
て
、
３
と
７
（
共
に
素
数
）
を
か
け
た
数
は
、

21
と
な
る
。
21
を
分
解
し
て
か
け
算
で
表
す
と
、
３
×
７

と
し
か
表
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

②
に
つ
い
て
、
11
×
13
＝
１
４
３
で
あ
る
。
し
か
し
、

「
こ
の
数
を
作
っ
た
二
つ
の
素
数
は
、
何
で
す
か
」
と
聞

か
れ
る
と
難
し
い
。

　

③
に
つ
い
て
、
素
数
は
、
二
、
三
、
五
、
七
⋮
⋮
と
続

い
て
い
く
が
、
素
数
が
現
れ
る
の
に
は
規
則
性
が
な
く
、

１
０
１
が
何
番
目
の
素
数
か
は
、
一
つ
一
つ
調
べ
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
素
数
の
性
質
は
、
暗
号
を
作
る
上
で
、
と
て

も
役
立
つ
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

身近に活用されている
素数について知ろう
私たちの安全を守る素数。

三重県玉城町立田丸小学校　福
ふく

井
い

慎
まこと

（１）１～ 10までの数字の中から、素数を見付けましょう。

（２）11×□＝143　　□に当てはまる素数を求めましょう。

（３）□×△＝10403です。□と△に当てはまる素数を求めましょう。
　　（ヒント１）２つの素数は、３桁の数です。
　　（ヒント２）２つの素数は、素数の順に並べたときに、隣り合います。

『素数について知ろう！』



※1 https://hourofcode.com
/au/ja

※2 https://scratch.m
it.edu/
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学
年
で
、
ド
ミ
ノ
倒
し
に
挑
戦
し
た
。
一
組
・
二
組
の

各
班
が
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
ド
ミ
ノ
を
立
て
る
。
そ
し
て
、

各
班
の
ド
ミ
ノ
を
つ
な
い
で
い
っ
た
。
ス
タ
ー
ト
の
ド
ミ

ノ
は
、そ
の
日
が
誕
生
日
の
太
郎
君
が
倒
す
。「
五
、四
、三
、

二
、一
、ス
タ
ー
ト
‼
」
ド
ミ
ノ
は
順
調
に
倒
れ
て
い
っ
た
。

と
き
に
は
ド
ミ
ノ
が
止
ま
る
。
そ
れ
で
も
何
と
か
ゴ
ー
ル

ま
で
倒
れ
た
。
大
き
な
拍
手
が
体
育
館
に
響
く
。
子
供
も

教
師
も
笑
顔
。
楽
し
く
、
そ
し
て
素
敵
な
時
間
に
な
っ
た
。

　

ま
た
、
ド
ロ
ー
ン
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
さ
せ
た
こ
と

も
あ
る
。
ま
ず
は
、「Society	5.0

」
の
動
画
を
見
せ
る
。

十
～
十
五
秒
く
ら
い
に
細
切
れ
に
し
た
動
画
。
ド
ロ
ー
ン

の
映
像
の
あ
と
、
本
物
の
ド
ロ
ー
ン
を
子
供
た
ち
に
見
せ

た
。「
わ
ぁ
‼
」
と
い
う
声
が
あ
が
る
。

　

先
ほ
ど
の
動
画
。
ド
ロ
ー
ン
が
、
荷
物
を
運
ん
で

き
ま
し
た
。
あ
れ
は
誰
か
が
リ
モ
コ
ン
で
操
縦
し
て

い
る
の
で
す
か
？

　

子
供
た
ち
は
、「
し
て
い
る
！
」「
い
や
勝
手
に
動
い
て

い
る
ん
だ
！
」
と
言
う
。

「
今
か
ら
、
林
先
生
の
思
っ
た
と
お
り
に
、
ド
ロ
ー
ン
が

動
き
ま
す
」

「
何
も
触
っ
て
い
な
い
の
に
、
動
き
ま
す
よ
」

「
右
に
行
け
！
」
ド
ロ
ー
ン
が
右
に
行
く
。

「
回
転
し
ろ
！
」
ド
ロ
ー
ン
が
回
転
す
る
。

「
そ
ろ
そ
ろ
降
り
ろ
！
」
ド
ロ
ー
ン
が
降
り
る
。
子
供
た

ち
か
ら
「
魔
法
使
い
だ
！
」
と
拍
手
が
起
こ
っ
た
。

「
先
生
は
魔
法
使
い
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
。
で
は
、
ど
う
し

て
先
生
の
思
っ
た
と
お
り
に
動
い
た
の
で
す
か
？
」

　

ヒ
ン
ト
で
、
ド
ロ
ー
ン
ブ
ロ
ッ
ク
の
画
面
を
見
せ
た
。

「
あ
‼　

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
だ
‼
」
と
子
供
た
ち
は
答
え

た
。
一
学
期
に
、「
ア
ワ
ー
オ
ブ
コ
ー
ド
」※1
と「
ス
ク
ラ
ッ

チ
」※2
を
学
習
し
て
い
る
か
ら
だ
。

「
そ
う
で
す
！
」「
や
っ
て
み
た
い
人
？
」

　

子
供
た
ち
が
一
斉
に
手
を
挙
げ
た
。
左
記
は
子
供
た
ち

の
感
想
。

「
ド
ロ
ー
ン
の
実
物
を
初
め
て
見
ま
し
た
。
飛
ぶ
の
も
初

め
て
見
ま
し
た
。
ド
ロ
ー
ン
も
す
ご
い
け
ど
、
林
先
生
も

す
ご
い
で
す
」

「
林
先
生
は
魔
法
使
い
だ
と
思
い
ま
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
は
す
ご
い
で
す
。
早
く
や
っ
て
み
た
い
で
す
」

　

こ
の
後
、
班
ご
と

に
、
私
の
ス
マ
ホ
を

渡
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
さ
せ
た
。
そ
し

て
実
際
に
、
ド
ロ
ー

ン
を
飛
ば
さ
せ
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
も

楽
し
い
。

お勧め！
①学年でドミノ倒し
②ドローン・プログラミング
ドローン、最先端を子供たちに体験させよう。

山口県下関市立小月小学校　林
はやし

健
たけ

広
ひろ

学年末仕上げにこのフラッシュカードがぴったり学級の絆を更に強める「一緒にものづくり」（たこ・折り紙・紙飛行機・ドローン）
こ
の
１
年
で
子
供
た
ち
が
こ
ん
な
に
変
わ
っ
た
！

T
O
S
S
流
「
楽
し
い
ド
ラ
マ
が
あ
っ
た
ね
」
の
学
年
ま
と
め

特集

　

フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
使
う
と
、
気
軽
に
楽
し
く
用
語

を
覚
え
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

復
習
は
も
ち
ろ
ん
、
予
習
に
も
使
え
る
。
次
学
年
を
見

越
し
た
活
用
が
で
き
る
。

１
復
習
の
た
め
に
使
う

　

例
え
ば
、
五
年
生
の
社
会
。
六
大
陸
と
三
海
洋
の
名
称

と
位
置
を
覚
え
さ
せ
る
こ
と
が
、
新
学
習
指
導
要
領
で
は

明
記
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
六
大
陸
、
三
海
洋
の
学
習
は
四
月
で
あ
る
。

　

学
習
し
た
時
点
で
は
覚
え
て
い
て
も
、
月
日
が
経
つ
に

つ
れ
、
忘
れ
る
子
が
増
え
て
い
く
。

　

そ
ん
な
と
き
で
も
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
が
あ
れ
ば
簡

単
に
復
習
が
可
能
だ
。

　

時
折
、
社
会
の
授
業
の

際
に
六
大
陸
の
フ
ラ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
を
見
せ
、
教
師
が

読
む
の
に
付
い
て
言
わ
せ

る
。
付
い
て
言
わ
せ
た
ら
、

裏
を
見
せ
て
問
う
。
列
ご

と
に
答
え
さ
せ
る
。
変
化

を
付
け
て
言
わ
せ
る
。
時

間
に
し
て
一
分
も
か
か
ら

な
い
。

　

だ
が
、
こ
の
よ
う
な
活
動
を
積
み
重
ね
る
こ
と
に
よ
り
、

三
学
期
に
な
っ
て
も
、子
供
た
ち
は
六
大
陸
を
覚
え
て
い
る
。

　

学
年
末
ま
で
に
学
習
内
容
を
定
着
さ
せ
る
た
め
に
、
授

業
の
導
入
時
に
フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
扱
い
た
い
。

２
学
習
内
容
の
先
取
り
を
す
る
。

　

六
年
生
の
社
会
で
使
え
る
フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
が
た
く

さ
ん
あ
る
。
歴
史
人
物
や
年
号
だ
。

　

こ
れ
を
五
年
生
の
う
ち
か
ら
扱
う
。

　

あ
る
日
の
授
業
。
お
も
む
ろ
に
歴
史
人
物
の
フ
ラ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
を
提
示
す
る
。
そ
し
て
、
始
め
る
。

　

大
方
の
子
は
、
六
年
生
の
社
会
で
歴
史
を
習
う
こ
と
を

知
っ
て
い
る
。

「
あ
あ
、
来
年
や
る
な
」
ぐ
ら
い
に
感
じ
る
。

　

六
年
生
で
習
う
歴
史
人
物
で
す
。

　

今
か
ら
少
し
や
っ
て
お
く
と
、
六
年
生
で
簡
単
に

覚
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

簡
単
に
理
由
を
話
す
。
毎
時
間
、
少
し
ず
つ
歴
史
人
物

カ
ー
ド
を
扱
っ
て
い
く
。

　

詳
し
い
こ
と
は
六
年
生
で
学
ぶ
。

　

名
前
な
ど
を
前
学
年
で
扱
っ
て
お
け
ば
、
六
年
生
で
学

ぶ
と
き
、
脳
へ
の
入
り
方
が
違
う
は
ず
だ
。

社会科フラッシュカードで
復習と予習をする
導入時の僅かな時間を積み重ねることで、
学習内容を定着させられる。
そして、次学年の内容を先取りできる。

千葉県我孫子市立我孫子第三小学校　河
こう

野
の

健
けん

一
いち
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教師としての高みを目指して
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向む
こ
う

山や
ま

行ゆ
き

雄お

学校

24

の

物
語

新
時
代教

師
人
生
ス
タ
ー
ト
の
春

敬
愛
大
学
国
際
学
部
教
授
・

教
職
セ
ン
タ
ー
長

全
国
連
合
小
学
校
長
会
顧
問

な
る
眼
鏡
を
掛
け
て
い
た
。
こ
の
頃
担
任
し

た
子
供
た
ち
は
、
後
年
の
ク
ラ
ス
会
で
「
怖

そ
う
」「
や
く
ざ
み
た
い
」
と
語
る
。

　

担
任
の
生
活
が
ス
タ
ー
ト
し
て
目
の
回
る

日
々
が
始
ま
る
。
丹
後
半
島
の
一
人
旅
な
ど

思
い
出
す
間
も
な
く
、「
日
常
」
が
動
い
て

い
く
。
素
人
の
教
師
が
少
し
ず
つ
脱
皮
し
て
、

学
級
通
信
に
自
己
表
現
を
し
始
め
る
。

　

子
供
た
ち
と
の
あ
れ
こ
れ
も
、
時
に
面
白

く
、
時
に
わ
く
わ
く
し
て
、
教
師
と
い
う
仕

事
も
悪
く
な
い
と
思
い
始
め
る
。

　

二
年
間
担
任
し
た
子
供
た
ち
の
卒
業
式
。

子
供
と
別
れ
る
悲
し
さ
の
慟ど

う

哭こ
く

に
耐
え
ら
れ

ず
、
立
っ
て
い
る
の
も
や
っ
と
だ
っ
た
。

　

午
後
、
教
室
で
一
人
、
ギ
タ
ー
片
手
に
、

は
や
り
歌
の
幾
つ
か
を
歌
っ
た
。「
岬
め
ぐ

り
」
も
歌
っ
た
。
長
い
青
春
の
漂
流
を
終
え

て
、
教
師
人
生
が
始
ま
っ
た
。
私
は
二
十
五

歳
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
後
に
校
長
に
な
ろ

う
な
ど
と
は
、
夢
に
も
思
わ
な
か
っ
た
。

　

三
十
二
歳
の
向
山
洋
一
は
隣
の
学
校
で
、

数
歩
先
の
教
師
人
生
を
刻
ん
で
い
た
。
四
十

五
年
前
の
春
の
こ
と
だ
っ
た
。

三

教
師
生
活
ス
タ
ー
ト

　

一
九
七
四
年
発
売
の
「
岬
め
ぐ
り
」。
同

世
代
の
山
本
コ
ー
タ
ロ
ー
と
ウ
イ
ー
ク
エ
ン

ド
が
ぼ
く
と
つ
と
歌
う
。

幸
せ
そ
う
な
人
々
た
ち
と

　

岬
を
回
る
ひ
と
り
で
僕
は

　

く
だ
け
る
波
の
あ
の
は
げ
し
さ
で

　

あ
な
た
を
も
っ
と
愛
し
た
か
っ
た

　

岬
め
ぐ
り
の
バ
ス
は
走
る

　

僕
は
ど
う
し
て
生
き
て
ゆ
こ
う

　

悲
し
み
深
く
胸
に
沈
め
た
ら

　

こ
の
旅
終
え
て
街
に
帰
ろ
う

Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ　
　
　
　
　
　
　

出
2
0
0
0
3
4
2

-

0
0
1

　

一
人
旅
を
終
え
て
東
京
に
戻
っ
た
。
日
本

海
の
雪
が
う
そ
の
よ
う
に
晴
れ
渡
る
。

　

十
日
後
、
新
し
い
ス
ー
ツ
に
身
を
包
み
、

大
田
区
立
大
森
第
一
小
学
校
に
赴
任
す
る
。

五
年
一
組
の
担
任
と
し
て
、
朝
礼
台
で
子
供

た
ち
に
紹
介
さ
れ
る
。

　

当
時
の
私
。
外
に
出
る
と
サ
ン
グ
ラ
ス
に

　

知
人
の
Ａ
は
そ
の
ま
ま
卒
業
し
て
教
師
と

な
り
、
新
卒
一
年
目
か
ら
横
浜
市
の
Ｂ
小
学

校
指
導
要
録
斜
線
記
入
の
首
謀
者
と
な
っ
て

い
た
。
マ
ス
コ
ミ
に
も
し
ば
し
ば
登
場
し
た
。

　

そ
ん
な
Ａ
に
も
懐
疑
的
に
な
り
な
が
ら
、

私
は
教
師
に
な
る
道
に
歩
み
出
し
て
い
た
。

　

若
狭
湾
の
小
浜
の
商
人
宿
に
泊
ま
り
、
一

人
、
丹
後
半
島
を
訪
ね
た
の
で
あ
る
。

　

十
七
歳
の
頃
、
た
ま
た
ま
買
い
求
め
た
旅

の
本
。
荒
涼
と
し
た
海
岸
、
寄
せ
合
う
よ
う

に
墓
石
が
並
び
、
雪
が
舞
う
写
真
。
撮
影
地

は
「
京
都
府
丹
後
半
島
」。
ま
る
で
、
青
春

の
墓
標
の
よ
う
な
心
象
風
景
。
い
つ
か
雪
の

季
節
に
丹
後
半
島
を
訪
ね
よ
う
と
思
っ
た
。

　

そ
れ
か
ら
七
年
後
の
一
人
旅
。
い
つ
も
の

よ
う
に
、
宿
も
決
め
ぬ
気
ま
ま
の
旅
。
携
帯

電
話
も
な
い
、
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
も
な
い
時

代
、
貧
乏
旅
の
身
に
、
そ
の
夜
の
宿
を
探
す

の
は
一
仕
事
だ
っ
た
。

　

一
九
七
四
年
三
月
、
長
い
青
春
の
漂
流
の

終し
ゅ
う

焉え
ん

の
春
だ
っ
た
。
四
月
一
日
か
ら
は
、
い

よ
い
よ
教
師
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
。

　

特
段
の
夢
も
希
望
も
な
く
、
ま
ず
は
食
い

扶
持
を
得
る
た
め
に
、
仕
事
を
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
い
う
程
度
の
気
持
ち
だ
っ
た
。

を
戻
し
た
。
乗
客
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。
見

る
と
は
な
し
に
目
を
や
る
と
、
若
い
女
性
は

ハ
ン
カ
チ
で
目
を
押
さ
え
て
い
る
。

　

こ
こ
で
私
は
確
信
し
た
。
こ
の
若
い
女
性

は
学
校
の
先
生
で
、
こ
の
三
月
末
で
新
し
い

学
校
に
替
わ
る
。
担
任
し
た
子
供
た
ち
が
、

駅
ま
で
お
別
れ
に
や
っ
て
き
た
の
だ
。

　

列
車
の
中
で
過
ぎ
た
日
々
を
思
い
、
涙
を

こ
ら
え
て
い
る
の
だ
。
ま
る
で
小
説
の
世
界

が
そ
こ
に
あ
る
。

二

青
春
の
漂
流
を
終
え
て

　

そ
れ
ま
で
の
私
は
、
青
春
の
蹉さ

跌て
つ

を
引
き

ず
り
、
一
人
旅
に
明
け
暮
れ
て
い
た
。
大
学

時
代
、
教
員
採
用
選
考
を
受
験
せ
ず
、
社
会

に
出
る
の
を
た
め
ら
っ
て
い
た
。
学
習
塾
の

講
師
を
し
な
が
ら
、
酒
と
本
と
旅
の
生
活
を

過
ご
し
て
い
た
。
無ぶ

聊り
ょ
う

を
か
こ
っ
て
い
た
。

出
て
ロ
ー
カ
ル
線
へ
。
一
人
旅
の
私
は
、
車

窓
か
ら
景
色
を
ぼ
ん
や
り
と
眺
め
る
。
小
さ

な
駅
に
着
く
。
見
送
り
の
人
だ
か
り
、
幼
い

子
供
た
ち
の
輪
の
中
か
ら
、
若
い
女
性
が
列

車
に
乗
っ
て
き
た
。
手
に
は
大
き
な
荷
物
、

そ
し
て
花
束
を
抱
え
て
い
る
。

　

列
車
が
ゴ
ト
ン
ゴ
ト
ン
と
動
き
出
す
。
子

供
た
ち
は
列
車
を
追
っ
て
、
ホ
ー
ム
を
走
る
。

若
い
女
性
が
窓
一
杯
に
身
を
乗
り
出
し
て
両

手
を
振
る
。
子
供
た
ち
の
「
さ
よ
う
な
ら
！
」

と
い
う
声
が
聞
こ
え
る
。
若
い
女
性
も
、
窓

か
ら
「
さ
よ
う
な
ら
！
」
と
精
一
杯
に
声
援

に
応
え
る
。

　

や
が
て
、
子
供
た
ち
の
声
も
遠
く
な
っ
た
。

姿
も
見
え
な
く
な
っ
た
。
こ
こ
で
若
い
女
性

は
、
よ
う
や
く
席
に
腰
を
下
ろ
し
た
。
荷
物

を
網
棚
に
上
げ
た
。

　

し
ば
ら
く
し
て
、
う
つ
ろ
な
目
で
車
窓
の

外
を
眺
め
始
め
た
。
私
も
、
ま
た
車
窓
に
目

一

雪
の
丹
後
半
島

　

日
本
海
か
ら
の
雪
が
吹
き
付
け
る
。
歩
く

人
も
見
え
ず
、
ぼ
ん
や
り
と
し
て
た
だ
一
つ

の
商
店
の
明
か
り
だ
け
。

　

一
九
七
四
年
三
月
下
旬
。
二
十
三
歳
の
私

は
京
都
府
の
丹
後
半
島
に
い
た
。
宮
津
か
ら

船
に
乗
り
、
伊
根
の
集
落
で
下
り
た
。
住
宅

下
に
船
庫
を
構
え
る
風
景
が
広
が
る
。
集
落

で
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
あ
る
宿
を
訪
ね
た
。
冬

期
は
営
業
し
な
い
と
の
こ
と
。

　

バ
ス
の
最
終
便
も
終
え
て
、
町
に
戻
れ
ぬ

私
は
途
方
に
暮
れ
た
。
ほ
か
に
宿
は
な
い
。

こ
れ
ま
で
の
旅
で
も
野
宿
は
し
て
き
た
。
だ

が
、
見
る
間
に
降
り
積
む
雪
の
夜
、
暖
を
取

る
場
所
は
見
当
た
ら
な
い
。
意
を
決
し
て
、

薄
明
か
り
の
と
も
る
商
店
を
訪
ね
、
主
人
の

情
け
で
温
か
い
寝
床
を
得
た
。

　

翌
日
、
一
日
一
便
の
定
期
バ
ス
で
半
島
を
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オピニオ
ン　　　

教育界で
起こって

いること今

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
授
業
プ
ラ
ン
（
そ
の
７
）

「
自
然
環
境
」
に
配
慮
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
な
け
れ
ば
、
お
金
は
貸
せ
な
い
。
日
本
の
大
手
五
銀
行
が

「
エ
ク
エ
ー
タ
ー
原
則
」
を
採
択
し
て
お
り
 ※

、
海
外
巨
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
自
然
を
破
壊
し
な
い
よ
う
に

歯
止
め
を
掛
け
て
い
る
こ
と
を
、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
の
視
点
か
ら
授
業
す
る
。

　

こ
う
し
た
厳
し
い
要
求
を
ク
リ
ア
し
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
な
け
れ
ば
、
大
き
な
お
金
を

借
り
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

こ
の
ラ
オ
ス
の
水
力
発
電
所
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
、
そ
う
し
た
厳
し
い
レ
ベ
ル
の
チ
ェ
ッ

ク
に
合
格
し
て
い
る
と
す
る
。
な
ら
ば
、
お

金
を
貸
し
て
い
い
だ
ろ
う
か
。

　

い
や
、
も
う
一
つ
項
目
が
残
っ
て
い
た
。

（
つ
づ
く
）

ぜ
「
赤
道
」
原
則
な
の
か
を
、
左
上
の
画
面

で
見
せ
る
。

　

日
本
で
は
、
①
み
ず
ほ
銀
行
、
②
三
菱
Ｕ

Ｆ
Ｊ
銀
行
、
③
三
井
住
友
銀
行
、
④
三
井
住

友
信
託
銀
行
、
⑤
農
林
中
央
金
庫
が
、
世
界

中
で
は
九
十
三
の
金
融
機
関
が
、
こ
れ
を
採

択
し
て
い
る
 ※
。

　

再
度
、
画
面
⑴
に
戻
る
。

　

Ａ
と
Ｂ
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
ん
な
言

葉
が
入
る
で
し
ょ
う
か
。

　

近
く
の
人
と
相
談
し
て
ご
ら
ん
な
さ

い
。

　

一
つ
は
比
較
的
簡
単
に
出
る
だ
ろ
う
。

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
だ
。

　

自
然
環
境

「
そ
の
巨
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、
環
境
に
配

慮
し
た
工
事
を
す
る
」
と
い
う
保
証
が
な
い

限
り
、
お
金
を
貸
さ
な
い
と
い
う
ル
ー
ル
で

あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、厳
し
い
チ
ェ
ッ
ク
項
目
が
あ
る
。

　

詳
細
な
資
料
を
検
討
さ
せ
る
必
要
は
な
い

が
、私
は
、み
ず
ほ
銀
行
の
「
融
資
前
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
」
を
簡
単
に
提
示
し
た
。

　

銀
行
な
ど
が
、
と
て
も
大
き
な
事
業

に
お
金
を
貸
す
と
き
に
は
、
こ
う
い
う

「
原
則
」
が
あ
る
の
で
す
。

　

何
と
い
う
「
原
則
」
で
す
か
。

　

み
ん
な
で
読
ん
で
ご
ら
ん
な
さ
い
。

「
エ
ク
エ
ー
タ
ー
原
則
」
と
い
う
。

　

日
本
語
で
は
「
赤
道
原
則
」
で
あ
る
。
な

２　

エ
ク
エ
ー
タ
ー
原
則

　

私
は
次
の
画
面
（
画
面
⑴
）
を
提
示
し
た
。

１　

ど
の
よ
う
な
条
件
な
ら
お
金
を
貸
す
か

　

下
の
画
像
の
質
問
を
す
る
。

　

巨
大
な
お
金
だ
。

　

子
供
た
ち
の
自
由
な
発
想
で
発
表
さ
せ
れ

ば
よ
い
。
そ
れ
で
よ
い
の
だ
が
、
根
拠
の
な

い
「
言
い
っ
ぱ
な
し
発
言
」
に
な
る
。

　

な
ん
の
手
掛
か
り
も
資
料
も
な
い
の
で
、

発
表
す
る
の
が
難
し
い
と
感
じ
る
子
も
当
然

い
る
。

　

重
要
な
の
は
、
教
師
の
教
材
研
究
の
深
さ

で
あ
る
。

　

ど
の
よ
う
な
資
料
を
教
師
が
提
示
で

き
る
の
か
。

　

そ
れ
が
授
業
の
質
を
決
め
る
の
だ
。

本誌編集長

谷
たに

和
かず

樹
き

画面⑴

ラオス・ナムニアップ１水力発電所建設プロジェクト（大林組）
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20180614_1.html

より引用（一部、授業用に手を加えています）

※
二
〇
一
九
年
四
月
一
日
に
日
本
生
命
保
険
相
互
会
社
も
採
択
し
て
い
る
が
、

初
年
度
の
た
め
、
ま
だ
レ
ポ
ー
ト
な
ど
は
出
さ
れ
て
い
な
い
。

The Equator Principles
https://equator-principles.com/ よりhttps://www.mizuho-fg.co.jp/csr/business/

investment/equator/application/index.html
より、授業用に作成。



道標

教師としての高みを目指して

302020. 331

向山洋一が教育界に創ってきたもの

向
山
論
文

「
指
名
な
し
発
表
」
か
ら
「
指
名
な
し
討
論
」
へ

憧
れ
の
討
論
の
授
業
…
…
そ
の
ポ
イ
ン
ト
は

「
指
名
な
し
発
表
」
に
あ
る
こ
と
を
向
山
洋
一
氏
は
語
っ
た
。

小こ

林ば
や
し

幸ゆ
き

雄お

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
岡
山
＇理
科
は
感
動
だ
＇

を
広
め
る
会　

理
事
長

の
域
に
近
づ
く
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
私
に
は

そ
の
一
歩
を
踏
み
出
す
手
立
て
が
な
か
っ
た
。

　
　

そ
の
後
、
私
は
運
命
的
な
一
冊
の
本
に
出

合
う
。『
授
業
の
知
的
組
み
立
て
方
』（
向
山

洋
一
著　

明
治
図
書
）
で
あ
る
。

　
　

こ
の
本
に
は
、
向
山
氏
が
四
年
生
を
担
任

し
、
初
め
て
の
社
会
科
の
授
業
が
記
さ
れ
て

い
る
。

　
　

水
道
を
切
り
口
に
し
た
第
一
時
間
目
の
授
業
。

　
　

第
一
時
間
目
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
よ
り
学

ぶ
こ
と
が
多
い
。
た
っ
た
一
時
間
の
中
で
、

向
山
氏
は
様
々
な
「
学
習
シ
ス
テ
ム
」
を
作

り
上
げ
よ
う
と
し
て
い
た
。
そ
の
一
つ
が
、

「
発
表
の
仕
方
を
教
え
る
」
場
面
で
あ
る
。

　
　

こ
の
と
き
、私
は
初
め
て
「
討
論
の
授
業
」

は
「
発
表
の
仕
方
」
か
ら
始
め
て
い
る
こ
と

を
知
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
　

追
試
し
て
み
て
、
私
は
そ
の
す
ば
ら
し
さ

に
虜と
り
こ

と
な
っ
た
。「
指
名
な
し
発
表
」
の
良
さ

を
、
向
山
洋
一
原
理
原
則
研
究
会
で
取
り
上

げ
発
信
し
た
の
も
そ
の
頃
で
あ
っ
た
。

　
　

向
山
氏
が
「
指
名
な
し
発
表
」
か
ら
「
指

名
な
し
討
論
」
へ
と
い
う
道
筋
を
示
し
た
こ

と
は
、
高
み
を
目
指
す
多
く
の
教
師
の
、
更

な
る
前
進
へ
の
一
里
塚
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　

教
師
で
あ
る
な
ら
、
誰
し
も
憧
れ
る
討
論

の
授
業
。
そ
の
討
論
の
授
業
を
初
め
て
見
た

の
が
、
向
山
氏
の
「
雪
国
の
く
ら
し
」
の
ビ

デ
オ
で
あ
っ
た
。

　
　

ビ
デ
オ
の
中
で
、
向
山
氏
は
授
業
の
最
初

に
課
題
を
出
し
た
き
り
、
画
面
か
ら
消
え
た
。

　
　

課
題
が
出
さ
れ
る
や
否
や
、
子
供
た
ち
は

銘
々
好
き
な
場
所
に
陣
取
り
、
好
き
な
人
数

で
戦
略
を
練
り
始
め
た
。
無
論
一
人
で
考
え

て
い
る
子
も
い
る
。
そ
の
動
き
は
、
全
く
自

然
で
あ
り
、
一
人
一
人
が
意
欲
に
満
ち
あ
ふ

れ
て
い
る
感
じ
で
あ
っ
た
。
こ
の
ま
ま
ど
う

な
る
の
か
と
見
守
っ
て
い
る
と
、
十
三
分
後
、

一
人
の
男
の
子
が
前
に
出
て
き
た
。「
言
い

た
い
ん
で
す
け
ど
⋮
⋮
」
と
言
っ
て
討
論
の

口
火
を
切
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　

私
の
見
た
限
り
、
全
く
自
発
的
な
行
動
で

あ
っ
た
。
し
っ
か
り
自
分
の
考
え
（
論
）
が

定
ま
り
高
ま
っ
て
き
た
の
で
、
み
ん
な
の
前

で
発
言
し
た
く
な
っ
た
様
子
で
あ
る
。

　
　

こ
の
「
雪
国
の
く
ら
し
」
の
ビ
デ
オ
を
見

た
衝
撃
は
大
き
か
っ
た
。
遅
ま
き
な
が
ら

「
討
論
の
授
業
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
初
め
て
も

つ
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
イ

メ
ー
ジ
は
も
て
た
も
の
の
、
ど
う
す
れ
ば
そ

　

さ
て
、
若
い
教
師
は
一
足
と
び
に
「
最

終
形
」
を
ま
ね
よ
う
と
す
る
。

　

で
き
る
わ
け
が
な
い
。

　

何
ご
と
に
も
順
序
が
あ
る
。

　

子
ど
も
が
進
歩
し
て
い
く
順
序
で
あ
る
。

　

そ
れ
が
分
っ
て
い
る
人
な
ら
、
自
分
な

り
に
工
夫
し
て
い
け
る
だ
ろ
う
。

　

さ
て
、
私
の
場
合
で
あ
る
。

　

最
初
に
何
を
す
る
の
か
。「
発
表
」
で

あ
る
。「
指
名
な
し
」
で
、
次
々
に
発
表

す
る
こ
と
を
授
業
に
と
り
入
れ
る
。

　

例
え
ば
、
現
在
新
聞
な
ど
で
報
じ
ら
れ

て
い
る
「
環
境
問
題
」
を
発
表
し
な
さ
い

―
―
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
ん
な
、単
純
な
こ
と
に
も
準
備
が
い
る
。

　

第
一
に
、
子
ど
も
に
取
材
す
る
目
的
を

与
え
る
こ
と
。
新
聞
の
切
り
ぬ
き
を
持
っ

て
こ
さ
せ
る
の
が
い
い
。（
略
）

　

そ
こ
で
第
二
に
、
発
表
す
る
こ
と
を
簡

単
に
ノ
ー
ト
に
ま
と
め
さ
せ
る
。

　

簡
単
な
方
が
い
い
。
聞
い
て
い
て
分
ら

な
け
れ
ば
駄
目
で
あ
る
。

　

さ
て
い
よ
い
よ
発
表
で
あ
る
が
、（
略
）

私
は
教
室
前
方
の
子
を
内
側
に
向
か
せ
る
。

　

討
論
の
授
業
は
、
教
師
が
イ
メ
ー
ジ
で

き
な
け
れ
ば
創
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

授
業
は
、
教
師
の
イ
メ
ー
ジ
に
規
定
さ

れ
る
。

　

教
師
の
イ
メ
ー
ジ
が
貧
弱
な
ら
、
授
業

も
貧
弱
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

　

そ
の
意
味
で
、
本
を
読
ま
な
い
教
師
、

身
銭
を
き
っ
て
学
ば
な
い
教
師
の
授
業
は

い
つ
も
貧
弱
だ
。（
略
）

　

討
論
の
授
業
を
す
る
に
は
、
自
分
の
目

で
見
る
こ
と
が
第
一
番
で
あ
る
。

　

百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
と
い
う
く
ら
い

「
見
る
」
こ
と
は
大
切
だ
。（
略
）

「
見
る
」
機
会
が
な
い
人
は
、
討
論
の
授

業
の
本
を
読
み
、
ビ
デ
オ
を
見
て
イ
メ
ー

ジ
を
豊
か
に
す
る
こ
と
だ
。

「
ビ
デ
オ
」
と
い
う
の
は
、
現
場
の
30
％

も
伝
え
て
く
れ
な
い
が
、
見
な
い
よ
り
い

い
。（
略
）

　

指
名
な
し
で
討
論
を
す
る
子
ど
も
た
ち

の
迫
力
は
す
ば
ら
し
い
。

　

参
観
し
て
い
る
教
師
を
圧
倒
す
る
。

　

し
か
し
、
そ
こ
ま
で
い
く
に
は
時
間
が

か
か
る
。

　

私
の
場
合
「
と
り
あ
え
ず
指
名
な
し
討

論
」
に
な
る
た
め
に
は
、
一
週
間
ぐ
ら
い

を
必
要
と
す
る
。

　

授
業
に
し
て
五
時
間
ぐ
ら
い
だ
。

　

人
々
を
圧
倒
す
る
よ
う
な
授
業
と
な
る

た
め
に
は
、
そ
の
数
倍
は
必
要
だ
ろ
う
。

　

教
科
は
何
で
も
い
い
。

　

社
会
科
の
授
業
で
身
に
つ
い
た
討
論
の

方
法
は
国
語
で
も
理
科
で
も
応
用
が
き
く
。

（
略
）
こ
れ
な
ら
、
発
表
の
時
、
大
半
の

子
の
顔
が
見
え
る
。

　

第
四
に
、
発
表
の
方
法
を
言
う
。

　
「
こ
れ
か
ら
、
発
表
し
て
も
ら
い
ま
す
。

前
の
人
が
発
表
し
て
す
わ
っ
た
ら
、
誰
で

も
い
い
か
ら
立
っ
て
発
表
し
て
下
さ
い
。

　

先
生
は
、
何
も
し
ま
せ
ん
」

　

そ
う
い
っ
て
、
後
ろ
の
方
に
す
わ
っ
て

し
ま
う
。

子
ど
も
が
「
と
ま
ど
う
」
こ
と
も
あ
ろ
う
。

　

そ
ん
な
時
は
「
最
初
の
一
人
」
を
教
師

が
指
名
す
れ
ば
い
い
。

　

そ
の
子
が
終
っ
て
、
誰
も
立
た
な
い
こ

と
も
あ
ろ
う
。

「
誰
で
も
い
い
で
す
よ
。
立
っ
て
発
表
し

て
下
さ
い
」
と
う
な
が
せ
ば
い
い
。（
略
）

　

こ
の
発
表
を
、
何
か
に
つ
け
て
や
っ
て

み
る
と
い
い
。
子
ど
も
は
、
と
て
も
上
手

に
な
る
。
次
々
と
変
わ
る
よ
う
に
発
表
す

る
よ
う
に
な
る
。

「
指
名
な
し
発
表
」
が
、
上
手
に
な
っ
て

か
ら
「
指
名
な
し
討
論
」
に
入
る
の
で
あ
る
。

（『
教
室
ツ
ー
ウ
ェ
イ
』
誌　

一
九
九
六
年

七
月
号　

明
治
図
書　

九
〜
一
〇
ペ
ー
ジ
）
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塩し
お

谷や

直な
お

大ひ
ろ

北
海
道
斜
里
町
立
斜
里
小
学
校

授業が激変！ TOSS指導法最前線

１
教
室
に
炊
飯
器
を
持
ち
込
む

　

授
業
冒
頭
に
提
示
し
た
。
子
供
た
ち
は
興
味

津
々
だ
。「
僕
の
家
に
あ
る
の
と
同
じ
だ
」「
私

の
家
の
炊
飯
器
は
、
も
っ
と
小
さ
い
」
な
ど
、

こ
れ
ま
で
自
分
が
見
て
き
た
も
の
と
比
べ
な
が

ら
、
炊
飯
器
を
触
っ
て
い
た
。

「
昨
日
、
皆
さ
ん
は
、
ご
飯
を
炊
く
調
理
実
習

を
行
い
ま

し
た
」
と

言
っ
て
、

調
理
実
習

の
様
子
を

写
真
で
見

せ
る
。
鍋

で
ご
飯
を

炊
い
た
経

験
を
思
い
出
さ
せ
た
。
や
ん
ち
ゃ
な
太
郎
く
ん

が
「
ご
飯
、
う
ま
か
っ
た
な
あ
」
と
感
想
を
漏

ら
す
。
私
は
「
炊
飯
器
は
、み
ん
な
が
鍋
で
や
っ

て
い
た
調
理
を
自
動
で
や
っ
て
く
れ
る
ん
だ

ね
」
と
言
い
、
炊
飯
器
の
使
い
方
を
動
画
で
見

せ
た
。
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
「
炊
飯
器　

炊
き

方
」
で
検
索
す
る
と
見
付
か
る
動
画
だ
。
米
を

洗
い
、
米
と
水
を
測
り
、
タ
イ
マ
ー
を
設
定
し
、

ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
れ
ば
炊
き
上
が
る
。
子
供
た

ち
は
、
実
習
の
体
験
か
ら
、
そ
の
便
利
さ
を
実

感
で
き
た
よ
う
だ
。

２
炊
飯
器
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
予
想

「
炊
飯
器
に
は
、
マ
イ
コ
ン
と
い
う
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
が
入
っ
て
い
ま
す
」
と
説
明
し
、
次

の
発
問
を
し
た
。

と
に
整
理
し
た
。
こ
の
図
を
提
示
す
る
こ
と
で
、

話
し
合
う
こ
と
を
明
確
に
し
た
。

「
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
メ
モ
」
を
班
に
一
冊
ず
つ
配
り
、

一
枚
の
メ
モ
に
一
つ
の
命
令
を
書
か
せ
て
い
っ

た
。
分
か
り
や
す
い
よ
う
に
図
や
イ
ラ
ス
ト
も

か
か
せ
た
。
書
け
た
メ
モ
か
ら
、
Ｂ
４
の
紙
に

貼
ら
せ
て
い
っ
た
。

　

子
供
た

ち
が
書
い

た
メ
モ
を

見
る
と

「
加
熱
す

る
温
度
を

上
げ
る
」

「
時
間
が

来
た
ら
蒸

ら
す
」「
十

分
た
っ
た

ら
タ
イ
マ
ー
で
知
ら
せ
る
」
な
ど
の
命
令
を
書

い
て
い
た
。

指
示

命
令
を
順
番
に
並
べ
て
、
矢
印
を
か

き
な
さ
い
。

　

矢
印
で
結
ば
せ
る
と
、「
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
メ
モ
」

が
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
に
な
る
。
出
来
上
が
っ
た

フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
を
班
ご
と
に
発
表
さ
せ
た
。

説
明

炊
飯
器
メ
ー
カ
ー
に
は
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
す
る
お
仕

事
の
人
も
雇
わ
れ
て
い
ま
す
。
彼
ら
は
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
が
得
意
な
だ
け
で
は
な
く
、

美
味
し
い
ご
飯
の
炊
き
方
に
も
詳
し
い
そ

う
で
す
。
誰
か
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
お
か
げ

で
、
私
た
ち
の
生
活
は
支
え
ら
れ
て
い
る

の
で
す
ね
。

　

次
の
時
間
は
、
パ

ソ
コ
ン
室
で
ス
ク

ラ
ッ
チ
「
炊
飯
器
シ

ミ
ュ
レ
ー
タ
」
に
挑

戦
さ
せ
た
。「
Ｔ
Ｏ
Ｓ

Ｓ
メ
モ
」
で
学
習
し

た
経
験
が
生
か
さ
れ
、

ど
の
子
も
楽
し
そ
う

に
ス
ク
ラ
ッ
チ
を
操

作
す
る
こ
と
が
で
き

て
い
た
。

※ https://scratch.m
it.

 edu/projects/
 236086960

発
問

炊
飯
器
に
は
「
命
令
」
が
組
み
込
ま

れ
て
い
ま
す
。
ど
ん
な
命
令
が
あ
る
と
思

い
ま
す
か
。
グ
ル
ー
プ
で
相
談
し
な
さ
い
。

　

相
談
さ
せ
る
前
に
次
ペ
ー
ジ
上
の
よ
う
な
図

を
提
示
し
て
、
炊
き
上
が
り
ま
で
の
手
順
を

「
人
間
の
仕
事
」
と
「
炊
飯
器
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

炊
飯
器
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
メ
モ
で
予
想
さ
せ
る

五
年
家
庭
科
「
ご
飯
を
炊
こ
う
」
で
調
理
実
習
を
行
っ
た
。
そ
の
体
験
か
ら
、

炊
飯
器
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
考
え
さ
せ
る
こ
と
で
、
身
の
回
り
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

気
付
か
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

TOSSノート、TOSSメモ、
ジャンボ ホワイト・TOSSノートを使った
プログラミング的思考法

TOSSノート、TOSSメモ、
ジャンボ ホワイト・TOSSノートを使った
プログラミング的思考法

子供の
情報活用術
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クラス全員が熱中するこの教材！クラス全員が熱中するこの教材！

トークライン
読者限定
お得情報!!

くわしくは、下を
ご覧ください。

「道徳の授業の仕方を教えてください」
と後輩から言われたら、どう答えるか

TOSS教材のお問合わせ、お申込みは
教育技術研究所　0120-00-6564

◆
こ
の
ペ
ー
ジ
の
教
材
は
教
育
技
術
研
究
所
で
お
申
し
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

『教育トークライン』
教育技術研究所
タイアップ企画！

&TOSSオリジナル教材ウェブサイトの
「タイアップ企画」からご注文ください。
関連商品のプレゼントなど、様々な特典
をご用意しております。１、２、３月号
でご紹介する商品は、下記の３か月間
ずっとご注文いただけます。
早めの準備をしたい方や、短い期間では
忙しくてつい買いそびれてしまう方にも
安心してお買い求めいただけます。
『教育トークライン』誌とともに、“クラス
全員が熱中する教材”もぜひご利用ください。

【お申込み方法】
各商品の下に記載されているパスワードを、
TOSSオリジナル教材ウェブサイトのタイアップ商
品ページにある限定コードの枠に半角英数字でご入
力ください。
※パスワードには有効期間がございますので、ご
　注意ください。

２月号で紹介！
五色百人一首読み上げCD　3,000円（税込）
１回のご注文につき「五色百人一首下敷き」
をプレゼント！　パスワード：bh3q9q

１月号で紹介！
五色百人一首
　スタートキット 2,000円（税込）
　取り札 1,000円（税込）
　読み札 1,000円（税込）

TOSSオリジナル教材
https://www.tiotoss.jp/

３月号で紹介！
語呂合わせで、完全マスター！
五色百人一首
　４巻セット　7,040円（税込）
　各巻　　　　1,760円（税込）

※消費増税などの影響で、期間中に値上げする可能
性がございます。何とぞ、ご承知おきください。

１回のご注文につき「五色百人一首シール（非売品）」
をプレゼント！　パスワード：mmj429

１回のご注文につき「五色百人一首きんちゃく袋」
をプレゼント！　パスワード：ebmxi2

期間：2019年12月15日～2020年3月14日

学
級
文
庫
に
セ
ッ
ト
で
お
薦
め

語
呂
合
わ
せ
で
、
簡
単
に
覚
え
ら
れ
る
だ
け
で
は
な
い
。

百
人
一
首
が
も
っ
と
お
も
し
ろ
く
な
る
情
報
が
満
載
の
本
。

『
語
呂
合
わ
せ
で
、
完
全
マ
ス
タ
ー
！
　
五
色
百
人
一
首
』

（
小
宮
孝
之
、
近
江
利
江
著
　
向
山
洋
一
監
修
　
汐
文
社
）

大お
お

迫さ
こ

利と
し

江え

東
京
都
世
田
谷
区
立
山
野
小
学
校

「
僕
は
、
百
人
一
首
こ
ぼ
れ
話
が
す

ご
く
面
白
い
よ
」「
私
は
、
札
の
覚

え
方
を
読
ん
で
一
生
懸
命
覚
え
て
い

る
の
」
な
ど
と
、
ク
ラ
ス
の
子
供
た

ち
は
口
々
に
言
う
。『
語
呂
合
わ
せ

で
、
完
全
マ
ス
タ
ー
！　

五
色
百
人

一
首
』
は
見
開
き
で
、
主
に

・
（
こ
の
）
札
の
お
ぼ
え
か
た

・
歌
の
い
み

・
キ
ー
ワ
ー
ド

・
百
人
一
首
こ
ぼ
れ
話

・
詠
み
人　

ど
ん
な
人
？

と
い
う
贅
沢
な
ペ
ー
ジ
構
成
に
な
っ

て
い
る
。
ル
ビ
も
全
て
振
っ
て
あ
る
。

青
札
、
黄
札
、
緑
札
、
ピ
ン
ク
札
・

オ
レ
ン
ジ
札
の
四
巻
セ
ッ
ト
だ
が
一

冊
ず
つ
で
の
購
入
も
可
能
だ
。
図
書

館
や
学
校
の
図
書
室
で
も
人
気
だ
。

　

子
供
た
ち
は
、
最
初
は
た
だ
や
み

く
も
に
「
試
合
に
勝
ち
た
い
」
と
思

う
。
そ
れ
が
「
強
く
な
り
た
い
」
と

変
わ
っ
て
く
る
時
期
こ
そ
、
こ
の
よ

う
な
本
の
出
番
だ
。
得
意
札
を
取
ら

れ
て
も
、
お
手
つ
き
し
て
し
ま
っ
て

も
、
と
き
に
は
涙
が
出
そ
う
に
な
っ

て
も
様
々
な
状
況
を
一
試
合
の
中
で

乗
り
越
え
て
い
く
た
め
に
は
、
歌
の

バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
な
ど
も
知
っ
て
お
く

こ
と
が
、
強
く
な
る
秘ひ

訣け
つ

に
な
る
。

　

五
色
百
人
一
首
を
教
育
の
世
界
に

送
り
出
し
た
向
山
洋
一
氏
は
、
こ
う

語
ら
れ
る
。「
五
色
百
人
一
首
と
い

う
文
化
が
広
ま
れ
ば
よ
い
。
そ
れ
が

子
供
た
ち
の
た
め
に
な
る
。
良
い
こ

と
が
広
ま
れ
ば
良
い
」（
文
責
：
大
迫
）

本
書
は
、
五
色
百
人
一
首
と
共
に
学

級
に
必
須
の
ア
イ
テ
ム
だ
。

「道徳の授業の仕方を教えてください」
と後輩から言われたら、どう答えるか
「道徳の授業パターンは大まかに言って８つある」と答えることができる冊子。
コンテンツ：「道徳テキスト」全３冊。

鈴
すず

木
き

良
よし

幸
ゆき

東京都立八王子東高等学校

「道徳の授業をしたくなる」全３冊の道徳テキストの特徴は、この一言に尽きる。なぜか？
１　教科書本文と指示・発問がそのままテキストに書いてある。
２　「議論型」や「感動型」といった授業パターンが８つ書いてある。
３　評価に使える文言がそのまま書かれている。
　初任者でも「考え、議論する道徳」を実現できる。中堅教師が研
究授業をする際の指導案作りに使うことができる。ベテラン教師が
「道徳が教科化され、今までの経験だけでは対処できないことがあ
る。所見に何を書けばよいのか分からない」ということがなくなる。
文部科学省などから出されている通知文を全て読み、学習指導要領
を熟読し、このテキストを作成した。よって文科省の方針とも合致
している。自信をもって学校現場で使うことができる。

　本テキストは既にダウンロード公開期限を過ぎております。この春、全国各地で行われ
る教え方セミナーなどに参加し、その事務局員に「道徳テキストを見せてもらえますか」
と尋ねてください。

社
会
科
授
業
の
必
須
ア
イ
テ
ム

子
供
の
活
動
が
保
証
さ
れ
、
子
供
が
楽
し
く
取
り
組
め
る
。

高た
か

杉す
ぎ

祐ひ
ろ

之ゆ
き

北
海
道
江
別
市
立
大
麻
小
学
校

「
社
会
科
資
料
集
」（
正
進
社
）
は
、

子
供
の
活
動
が
保
証
さ
れ
て
い
る
。

し
か
も
、
子
供
た
ち
は
楽
し
く
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
る
。
社
会
科
の
授

業
で
は
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
必

須
ア
イ
テ
ム
で
あ
る
。

　

Ａ
君
と
い
う
男
の
子
を
五
年
生
で

担
任
し
た
。
四
年
生
の
と
き
に
は
担

任
の
先
生
に
反
抗
し
、
授
業
を
一
切

受
け
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
Ａ
君
が

唯
一
興
味
を
示
し
た
の
が
、
社
会
科

の
学
習
だ
っ
た
。
そ
の
中
で
も
特
に
、

農
業
に
つ
い
て
と
て
も
興
味
を
も
っ

て
い
た
。
そ
ん
な
Ａ
君
に
「
社
会
科

資
料
集
」
を
渡
し
た
。

　

Ａ
君
は
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
「
社

会
科
資
料
集
」
を
見
て
い
た
。

「
こ
の
資
料
集
、
俺
が
も
ら
っ
て
い

い
の
」

と
尋
ね
て
き
た
。
私
は
、

「
も
ち
ろ
ん
だ
よ
。
こ
の
資
料
集
を

使
っ
て
社
会
の
勉
強
を
し
よ
う
ね
」

　

Ａ
君
は
大
き
く
う
な
ず
い
て
い
た
。

「
社
会
科
資
料
集
」
は
、
何
を
学
習

す
る
の
か
が
、
す
ぐ
に
分
か
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
重
要
な

と
こ
ろ
も
一
目
瞭
然
だ
。
Ａ
君
は
、

資
料
集
を
使
う
た
び
に
、
社
会
科
の

学
習
に
の
め
り
込
ん
で
い
た
。

　

Ａ
君
は
、
社
会
科
の
授
業
を
き
っ

か
け
に
、
全
て
の
授
業
に
参
加
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。

TOSSテキスト
を活用した授業実践報告
TOSSテキスト
を活用した授業実践報告
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授業が激変！ TOSS指導法最前線

デジタル・トークライン連動企画！ デジタルでダウンロード、本誌で解説デジタル・トークライン連動企画！ デジタルでダウンロード、本誌で解説
T
O
S
S
保
険
で

ト
ラ
ブ
ル
解
決
！

事
件
例

TOSS教職員賠償責任保険

保護者とのトラブル、同僚とのトラブル、管理職とのトラブル……
裁判になる前から弁護士に相談できるシステムでトラブルに対応します。
保険料は、年間6380円です。１日たった約20円で教師人生を守ってもらえるのです。

TOSS教職員賠償責任保険ホームページ　https://tosshoken.com/

教師必読！  トラブルに巻き込まれないための予備知識
copy free

回
答
：
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
顧
問
弁
護
士　

中な
か

井い

光ひ
か
る

　
　
構
成
：
中な

か
　た
に谷

康や
す
　ひ
ろ博

T
O
S
S
弁
護
団
事
務
局

三
月
の
外
国
語
主
任

新
し
い
教
科
書
を
全
員
が
使
え
る
た
め
の

年
度
末
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
。

平ひ
ら

山や
ま

靖
や
す
し

千
葉
県
習
志
野
市
立
向
山
小
学
校

④
単
語
カ
ー
ド
を
使
用
し
た
ゲ
ー
ム

の
確
認
も
大
切

　

今
年
か
ら
、
多
く
の
教
科
書
で
は
、

単
語
カ
ー
ド
が
切
り
や
す
い
形
で
付

録
に
付
い
て
い
る
。
こ
の
カ
ー
ド
も
、

活
用
方
法
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き

た
い
。
ど
の
よ
う
な
ゲ
ー
ム
が
あ
る

の
か
、
ミ
ニ
研
修
を
行
う
の
も
よ
い

だ
ろ
う
。
単
語
を
身
に
付
け
さ
せ
る

た
め
の
ゲ
ー
ム
、
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
を

身
に
付
け
さ
せ
る
ゲ
ー
ム
な
ど
、

様
々
に
体
験
し
て
も
ら
う
。

⑤
英
語
の
授
業
準
備
時
間
を
確
保

　

教
務
の
先
生
と
も
相
談
す
べ
き
だ
。

英
語
の
授
業
を
一
人
で
準
備
す
る
の

は
と
て
も
大
変
で
あ
る
。
特
に
カ
ー

ド
の
印
刷
な
ど
、
毎
週
の
学
年
会
な

ど
で
英
語
の
授
業
の
準
備
時
間
が
取

れ
る
よ
う
に
し
て
お
こ
う
。
そ
れ
を

教
務
の
先
生
と
話
し
、
年
度
初
め
に

明
確
に
説
明
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に

し
て
お
こ
う
。

②
校
内
の
ど
の
Ｐ
Ｃ
か
ら
も
新
教
科

書
の
教
材
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る

よ
う
に
す
る

　

英
語
の
授
業
は
、
デ
ジ
タ
ル
コ
ン

テ
ン
ツ
な
し
で
は
と
て
も
で
き
な
い
。

き
ち
ん
と
共
有
フ
ァ
イ
ル
か
ら
扱
え

る
よ
う
に
し
て
お
く
。

③
単
語
帳
は
メ
ト
ロ
ノ
ー
ム
で
！

　

単
語
は
卒
業
ま
で
に
七
百
語
程
度

で
あ
る
。
単
語
を
聞
い
て
、「
そ
れ

何
？
」
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
は
い
け

な
い
。「
聞
い
て
分
か
る
」
と
い
う

レ
ベ
ル
に
ま
で
も
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
メ
ト
ロ
ノ
ー
ム
式
に
、

Ａ
Ｌ
Ｔ
の
後
に
つ
い
て
リ
ピ
ー
ト
す

る
の
が
お
勧
め
だ
。

お
り
の
計
画
で
い
い
。
し
か
し
五
、

六
年
生
は
新
教
科
書
で
あ
る
。
年
間

計
画
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
職
員
が

閲
覧
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
く
。
教

科
書
会
社
か
ら
で
き
る
。
ま
た
、
指

導
案
が
な
け
れ
ば
授
業
案
は
浮
か
ん

で
こ
な
い
。
指
導
案
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
す
る
。
そ
れ
を
校
内
の
共
有
フ
ォ

ル
ダ
な
ど
に
入
れ
て
お
く
。
き
ち
ん

と
印
刷
し
て
お
き
、
そ
れ
を
担
任
の

先
生
に
お
渡
し
す
る
形
を
取
る
。

□
年
間
計
画
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

□
指
導
案
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
・

印
刷
し
て
フ
ァ
イ
ル
を
作
る

□
デ
ジ
タ
ル
教
材
の
共
有

□
単
語
の
扱
い
方
の
共
有

□
評
価
方
法
の
確
認

□
通
知
表
の
内
容
を
確
認

□
英
語
の
授
業
準
備
を
ど
の
よ

う
に
す
る
か
確
認

①
英
語
フ
ァ
イ
ル
を
作
っ
て
お
く

　

教
科
書
を
見
た
だ
け
で
は
英
語
の

授
業
は
で
き
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
指

導
案
・
年
間
計
画
が
必
要
だ
。三
、四

年
生
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
、「Lets	

T
ry!

」
を
使
用
す
る
。
こ
れ
ま
で
ど

子
供
同
士
を
関
わ
ら
せ
な
い
と
、
保
護
者
と

無
理
な
約
束
を
し
て
し
ま
っ
た
場
合
、

ど
の
よ
う
に
す
る
べ
き
か

　

昨
年
度
、
い
じ
め
が
あ
り
、
被

害
側
の
保
護
者
が
激
高
し
て
、
学

校
に
怒
鳴
り
込
ん
で
き
ま
し
た
。

そ
の
と
き
、
当
事
者
の
子
同
士
を

学
校
で
は
関
わ
ら
せ
な
い
と
約
束

を
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
新
年
度
、
被
害
側
の
子
供
が

加
害
側
の
子
供
に
ト
イ
レ
で
話
し

か
け
ら
れ
た
の
で
す
。

「
学
校
は
関
わ
ら
せ
な
い
と
言
っ

た
の
に
、
ど
う
い
う
こ
と
だ
」

と
、
激
高
し
た
保
護
者
か
ら
電
話

が
掛
か
っ
て
き
た
の
で
す
。
ど
う

す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　

中
井
弁
護
士
の
回
答

　

今
回
の
相
談
の
件
の
約
束
は
、
同
じ

学
校
に
い
る
以
上
、
関
わ
ら
な
い
と
い

う
こ
と
は
事
実
上
不
可
能
で
あ
る
た
め
、

そ
の
実
現
を
強
制
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
も
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
約
束
は
契

約
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

　

法
律
の
枠
外
で
す
が
、
約
束
を
破
っ

た
場
合
は
、
信
頼
関
係
が
な
く
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
道
徳
違
反

と
し
て
、
謝
罪
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
そ
れ
以
上
の
法
律
上
の
問
題

は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
約
束
を
守

る
こ
と
が
で
き
な
い
環
境
を
作
っ
た
と

い
う
こ
と
で
、
学
校
長
か
ら
厳
重
注
意
を

受
け
る
こ
と
は
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
地
域
、
保
護
者
と
の
連
携
が

で
き
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
教
育

委
員
会
か
ら
注
意
を
受
け
る
こ
と
も
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

大
切
な
こ
と
は
、
で
き
な
い
こ
と
を

約
束
し
な
い
こ
と
で
す
。
今
回
の
相
談

の
件
は
、
約
束
し
た
こ
と
が
守
れ
な

か
っ
た
こ
と
に
対
し
て
、
謝
る
し
か
な

い
の
で
す
。

　

次
回
の
事
件
例
。
回
答
は
次
号
。

　

子
供
が
約
三
か
月
前
に
半
月
板

の
損
傷
で
手
術
を
し
ま
し
た
。

　

最
近
、
宿
泊
行
事
で
山
道
を
歩

か
せ
ま
し
た
。
歩
く
前
に
本
人
に

確
認
す
る
と
、
大
丈
夫
と
の
こ
と

で
し
た
。
そ
の
後
、
足
の
痛
み
も

出
な
か
っ
た
よ
う
な
の
で
す
が
、

保
護
者
か
ら
は
、「
山
道
を
歩
か
せ

る
と
は
、
事
前
に
聞
い
て
な
か
っ

た
」
と
ク
レ
ー
ム
が
あ
り
ま
し
た
。

ど
う
す
れ
ば
い
い
で
す
か
。

イラスト：谷岡 聡美

プリントは、デジタル・
トークラインからダウン
ロードできます。
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現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問算
国

SANSU

算数
1年 KOKUGO

国語
1年

で
何
人
か
数
え
る
よ
。
前
か
ら
順

に
座
り
ま
す
。

児
童
：
１
、
２
、
３
…
…
10
。

　

み
ん
な
で
10
人
で
す
。

２
〇
に
変
換
さ
せ
る

教
師
：
今
度
は
、
ノ
ー
ト
に
、
人
を

〇
に
変
身
さ
せ
て
か
き
ま
し
ょ
う
。

　

教
師
も
一
緒
に
黒
板
に
か
き
な
が

ら（
上
図︿
○
に
変
換
す
る
﹀）、ノ
ー

ト
に
か
く
活
動
を
す
る
。

　

こ
こ
ま
で
く
る
と
、
立
式
は
簡
単

で
あ
る
。
左
の
よ
う
に
な
る
。

　

次
の
問
題
か
ら
は
、
人
の
代
わ
り

に
百
玉
そ
ろ
ば
ん
で
学
習
で
き
る
。

「
前
か
ら
□
番
目
で
、
後
ろ
に
△
人

い
る
」
と
い
う
よ
う
な
問
題
は
、
い

き
な
り
図
で
表
す
の
で
は
な
く
、
具

体
物
で
あ
る
＂人
＂で
実
際
に
経
験
さ

せ
る
。
イ
メ
ー
ジ
を
も
た
せ
て
か
ら

図
に
変
換
さ
せ
る
と
よ
い
。

〈
授
業
の
流
れ
〉

問
題　

ひ
ろ
し
さ
ん
は
、
ま
え
か
ら

６
ば
ん
め
に
い
ま
す
。
ひ
ろ
し
さ
ん

の
う
し
ろ
に
４
に
ん
い
ま
す
。

　

み
ん
な
で
な
ん
に
ん
い
ま
す
か
。

１
＂人
＂で
問
題
を
経
験
さ
せ
る

教
師
：
ひ
ろ
し
さ
ん
は
、
前
か
ら
６

番
目
で
す
。
子
供
は
ま
ず
、
何
人

必
要
で
す
か
。

児
童
：
６
人
で
す
。

教
師
：
６
人
出
て
並
び
ま
し
ょ
う
。

　
　

ひ
ろ
し
さ
ん
は
、
手
を
挙
げ
ま

し
ょ
う
。
ひ
ろ
し
さ
ん
の
後
ろ
に

何
人
い
ま
す
か
。

児
童
：
４
人
で
す
。

教
師
：
４
人
出
て
、
ひ
ろ
し
さ
ん
の

後
ろ
に
並
び
ま
し
ょ
う
。
み
ん
な

〈具体物（人）で考える〉

〈〇に変換する〉

群馬県館林市立第二小学校

関
せき

澤
ざわ

陽
よう

子
こ

「ずをつかってかん
がえよう」
具体物である人を使って考え
させ、〇に変換させてから、
立式させる。

東京書籍・１年下・p.56-63

②
は
じ
め
は
（　
　
　

）。

③
く
ふ
う
し
た
と
こ
ろ
（
が
ん

ば
っ
た
こ
と
）
は
、（　
　
　

）。

④
そ
れ
を
し
て
い
る
と
き
、
だ

れ
か
と
こ
ん
な
お
は
な
し
を

し
た
よ
。

⑤
こ
れ
か
ら
が
ん
ば
り
た
い
こ
と

　

・
が
く
し
ゅ
う

　

・
せ
い
か
つ

３
作
文
に
し
よ
う

　

上
の
部
分
に
は
絵
を
描
き
、
下
の

部
分
に
は
、文
章
を
書
く
よ
う
に
す
る
。

　

言
っ
た
こ
と
や
、
言
わ
れ
た

こ
と
を
思
い
出
し
て
、
お
話
し

し
た
言
葉
を
一
つ
書
き
入
れ
ま

し
ょ
う
。

　

会
話
文
を
書
く
と
、
文
章
が
生
き

生
き
し
て
く
る
。

　

こ
う
し
て
で
き
た
作
文
は
、
友
達

と
読
み
合
っ
た
り
、
学
級
通
信
に
載

せ
た
り
し
て
紹
介
す
る
。

１
思
い
出
し
て
か
こ
う

　

教
科
書
に
例
が
載
っ
て
い
る
。

・
う
れ
し
か
っ
た
こ
と

・
た
の
し
か
っ
た
こ
と

・
お
ど
ろ
い
た
こ
と

・
が
ん
ば
っ
た
こ
と

・
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

・
あ
た
ら
し
く
し
っ
た
こ
と

　

こ
れ
ら
を
一
度
に
思
い
出
さ
せ
る

の
は
難
し
い
の
で
、「
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
」
を
生
活
科
の
学
習

と
合
わ
せ
て
学
習
す
る
。

２
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
ま
と
め
る

　

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
用
意
し
、
そ
れ

に
従
っ
て
書
か
せ
る
と
、
ど
の
子
も

書
き
や
す
い
。

　

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
は
、
こ
の
よ
う

な
内
容
を
入
れ
る
。

①
（　
　
　

）
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
よ
。

指示  この一年間で、できるよう
になったことをまとめましょう。

大阪府泉佐野市立第三小学校

勇
いさみ

和
かず

代
よ

「いいこといっぱい、
一年生」
生活科との合科で、一年間を
楽しく振り返ろう。

光村図書・１年下・p.124-127
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SANSU

算数
2年

兵庫県加古川市立平岡小学校

溝
みぞ

端
はた

久
く

輝
き

子
こ

KOKUGO

国語
2年

「ニャーゴ」
「きちんと読みなさい」では
読めない。正確に読む手立て
を教師が幾つも用意する。

啓林館・２年下・p.100-103 東京書籍・２年下・p.130-141

現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問算
国

て
い
る
の
！
」
と
言
う
子
が
い
る
。

「
そ
う
な
ん
だ
ね
」
と
子
供
の
意
見

を
全
部
引
き
取
る
。
そ
し
て
も
う
一

度
尋
ね
る
。

発
問
3
「
ニ
ャ
ー
ゴ
」
は
「
さ
よ

な
ら
」
と
い
う
意
味
だ
よ
ね
。

　

子
ね
ず
み
の
セ
リ
フ
の
「
今
の

ニ
ャ
ー
ゴ
が
さ
よ
な
ら
な
ん
で

し
ょ
。」
に
触
れ
る
。
ね
こ
が
子
ね

ず
み
を
食
べ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と

を
先
生
に
分
か
ら
せ
て
あ
げ
よ
う
と
、

子
供
た
ち
は
一
生
懸
命
説
明
し
よ
う

と
す
る
。
中
に
は
「
先
生
、
わ
ざ
と

間
違
え
て
い
る
で
し
ょ
」
と
言
う
子

が
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

３
ど
こ
に
書
い
て
あ
る
か

見
付
け
さ
せ
る

発
問
4
ね
こ
が
食
べ
よ
う
と
し
て

い
た
と
分
か
る
の
は
ど
こ
に
書

い
て
あ
り
ま
す
か
。

　

線
を
引
か
せ
て
持
っ
て
来
さ
せ
る
。

教
師
は
大
き
く
驚
き
、「
よ
く
見
付

け
た
ね
ー
」
と
褒
め
て
、
褒
め
て
、

褒
め
ま
く
る
の
だ
。

１
ニ
ャ
ー
ゴ
に
着
目
さ
せ
る

指
示
1
ニ
ャ
ー
ゴ
を
全
て
〇
で
囲

み
な
さ
い
。

発
問
1
全
部
で
何
回
出
て
き
ま
す

か
。

　

題
名
も
入
れ
て
全
部
で
十
回
だ
。

「　

」
の
な
い
も
の
が
あ
る
の
で
確

定
す
る
。

指
示
2
ね
こ
が
言
っ
た
「
ニ
ャ
ー

ゴ
」
に
㋧
、子
ね
ず
み
の
「
ニ
ャ
ー

ゴ
」
に
㋙
を
付
け
な
さ
い
。

２
教
師
が
わ
ざ
と
間
違
え
る

発
問
2
「
ニ
ャ
ー
ゴ
」
は
「
こ
ん

に
ち
は
」
と
い
う
意
味
だ
よ
ね
。

　

子
ね
ず
み
た
ち
と
ね
こ
が
出
会
っ

た
と
き
の
場
面
だ
。

「
違
う
」
と
言
う
子
供
た
ち
に
対
し
、

教
師
は
す
ぐ
に
納
得
し
な
い
。

　

子
ね
ず
み
の
セ
リ
フ
の
「
あ
の
と

き
、
お
じ
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
っ
て

言
っ
た
ん
で
し
ょ
う
。」
を
取
り
上

げ
る
。「
こ
こ
に
書
い
て
あ
る
よ
」

と
言
う
と
「
子
ね
ず
み
が
勘
違
い
し

発問① 「ニャーゴ」は「こんにち
は」という意味だよね。

発問② 「ニャーゴ」は「さよなら」
という意味だよね。

長野県長野市立緑ヶ丘小学校

小
こ

松
まつ

裕
ひろ

明
あき

1
2 をリズム良く
繰り返し使わせる
正方形を 12  に分ける問題で

熱中場面を作る。

書
き
方
を
教
え
る
。

指
示
5
二
分
の
一
の
ピ
ザ
ト
ー
ス

ト
に
、
1
2
と
書
き
な
さ
い
。

　

隣
同
士
確
認
し
た
後
、
同
様
に

ケ
ー
キ
、
お
好
み
焼
き
に
も
書
か
せ

る
。３　

1
の
問
題
を
扱
う

1
の
問
題
を
教
師
が
読
ん
だ
後
、

㋐
か
ら
順
番
に
図
形
の
形
を
言
わ

せ
る
。
そ
の
後
、
㋒
か
ら
逆
順
で

1
2
を
書
き
込
ま
せ
る
。

指
示
6
円
を
半
分
に
折
り
ま
し
た
。

大
き
さ
1
2
。
1
2
と
書
き

な
さ
い
。

指
示
7
長
方
形
を
半
分
に
折
り
ま

し
た
。
大
き
さ
を
書
き
な
さ
い
。

４　

正
方
形
で
知
的
な
問
題

　

ノ
ー
ト
に
か
か
せ
る
。

指
示
8

四
マ
ス
使
っ
て
正
方
形

を
か
き
な
さ
い
。（
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ノ
ー

ト
苺
使
用
）

指
示
9
そ
れ
を
1
2
に
分
け
て

ノ
ー
ト
に
か
い
て
持
っ
て
来
ま
す
。

指
示
10
出
て
い
な
い
方
法
を
ノ
ー

ト
に
か
い
て
持
っ
て
来
ま
す
。

１　

二
分
の
一
を
教
え
る

　

教
科
書
を
読
み
な
が
ら
、
く
り
返

し
半
分
に
指
を
置
か
せ
る
。「
ピ
ザ

ト
ー
ス
ト
を
半
分
に
分
け
ま
す
」

指
示
1

指
を
置
き
ま
す
。
ピ
ザ

ト
ー
ス
ト
が
半
分
、
半
分
。

指
示
2

言
い
な
が
ら
、「
半
分
」

「
半
分
」。

「
ケ
ー
キ
を
半
分
に
分
け
ま
す
」

指
示
3
指
を
置
き
ま
す
。
半
分
、

半
分
。

　

お
好
み
焼
き
も
同
様
に
、
言
い
な

が
ら
指
を
置
か
せ
る
。

説
明
半
分
の
こ
と
を
算
数
で
は
二

分
の
一
と
言
い
ま
す
。
二
分
の

一
。
言
い
ま
す
。
さ
ん
は
い
。

「
ピ
ザ
ト
ー
ス
ト
を
二
分
の
一
に
分

け
ま
し
た
」

指
示
4
指
を
置
き
ま
す
。「
二
分

の
一
」「
二
分
の
一
」。

　

同
様
に
、
ケ
ー
キ
、
お
好
み
焼
き

に
つ
い
て
、「
二
分
の
一
」
と
言
わ

せ
な
が
ら
指
を
置
か
せ
る
。

２　

1
2
を
書
か
せ
る

　

黒
板
に
書
き
な
が
ら
、
1
2
の

指示① ４マス使って正方形をか
きなさい。

指示② それを 
1
2 に分けてノート

にかいて持って来ます。
指示③ 出ていない方法をノート
にかいて持って来ます。

イラスト：ナカジマ ヤヨイイラスト：ナカジマ ヤヨイ
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KOKUGO

国語
3年SANSU

算数
3年

現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問算
国

広島県東広島市立龍王小学校

笠
かさ

井
い

美
み

香
か

「日本語のしらべ―冬」
昔から使われている月の呼び
方を声に出して読もう。
声に出して読んで日本語のリ
ズムを感じさせる。
暗唱させることで「暗唱の仕
方」を身に付けさせる。

□を使った式は、
線分図で
立式のあとは、線分図で□に
当てはまる数を考えさせる。

啓林館・３年下・p.98-100

青森県十和田市立四和小学校

黒
くろ

滝
たき

誠
まこ

人
と

　

一
回
目
は
、「
一
月
」「
二

月
」
な
ど
の
「
今
の
読
み

方
」
を
黒
板
消
し
で
消
す
。

読
め
た
ら
「
す
ご
い
ね

え
」
と
大
き
く
褒
め
る
。

　

二
回
目
は
、「
む
つ
」「
き

さ
」「
や
よ
」
な
ど
、「
読

み
方
」
の
読
み
が
二
字
に

な
る
ま
で
消
し
て
読
ま
せ

る
。
三
回
目
は
、「
睦
月
、

む
」「
如
月
、
き
」
の
よ

う
に
読
み
方
が
一
文
字
に

な
る
よ
う
に
消
す
。
四
回

目
は
、「
睦
、
如
、
弥
、
卯
、

皐
、
水
、
文
、
葉
、
長
、
神
、

霜
、
師
」
の
漢
字
一
文
字

だ
け
に
な
る
よ
う
に
し
、

挑
戦
さ
せ
る
。
最
後
は
、

全
部
消
す
。

　

子
供
た
ち
は
、
全
部
消

す
と
、
ワ
ー
ワ
ー
言
う
が
、

読
ん
で
み
る
と
、
き
ち
ん

と
読
む
こ
と
が
で
き
、
拍

手
大
喝
采
で
あ
る
。

あ
め
、
全
部
で
18
個
に
な
る
そ
う

で
す
。
ど
ん
な
式
に
な
り
ま
す
か
。

　

（
子
供
：
□
＋
４
＝
18
で
す
）

　

い
よ
い
よ
、
□
に
当
て
は
ま
る
数

を
見
付
け
て
い
く
作
業
に
な
る
。

指
示
先
生
が
か
い
た
図
を
そ
っ
く

り
そ
の
ま
ま
か
き
な
さ
い
。

　

線
分
図
を
か
か
せ
た
後
、「
1
ふ

く
ろ
の
あ
め
□
個
、
ば
ら
の
あ
め
４

個
、
合
わ
せ
て
18
個
」
と
線
分
図
に

指
を
置
か
せ
な
が
ら
言
わ
せ
る
。

発
問
4
□
に
当
て
は
ま
る
数
を
見

付
け
る
た
め
に
は
、
何
算
を
す
れ

ば
よ
い
で
す
か
。

　

（
子
供
：
引
き
算
で
す
）

発
問
5
何
ひ
く
何
で
す
か
？
（
子

供
：
18

－

４
で
す
。）

　

図
を
見
れ
ば
、
子
供
た

ち
も
す
ぐ
に
理
解
す
る
。

線
分
図
の
下
に
□
＋
４
＝

18
、
□
＝
18

－

４
、
□
＝

14
と
か
き
入
れ
さ
せ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
□
を
求

め
る
式
を
考
え
さ
せ
る
と

よ
い
。

指
示
1

昔
か
ら
使
わ
れ
て
い

る
月
の
呼
び
方
を
、
声
に
出

し
て
読
み
ま
し
ょ
う
。

　

教
科
書
に
は
「
睦
月
（
む
つ
き
）

一
月
」
の
よ
う
に
、「
昔
の
言
い
方
」

「
読
み
方
」「
今
の
言
い
方
」
の
順
番

で
書
い
て
あ
る
の
で
、
教
科
書
ど
お

り
に
黒
板
に
書
き
、「
む
つ
き
、
い

ち
が
つ
」「
き
さ
ら
ぎ
、
に
が
つ
」

と
読
ま
せ
る
。
教
師
が
ま
ず
読
み
、

児
童
に
教
師
が
言
っ
た
と
お
り
に
読

ま
せ
る
「
追
い
読
み
」
を
さ
せ
る
。

だ
ん
だ
ん
読
む
こ
と
が
楽
し
く
な
る

よ
う
に
、
読
み
の
パ
タ
ー
ン
を
変
え

て
五
回
読
ま
せ
る
（
①
追
い
読
み

②
先
生
と
児
童
の
一
文
交
代
読
み　

③
男
子
、
女
子
で
一
文
交
代
読
み　

④
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
一
文
交
代
読
み

⑤
リ
レ
ー
読
み
）。

指
示
2

一
回
読
む
ご
と
に
、

ち
ょ
っ
と
ず
つ
消
し
て
い
き
ま

す
。
消
え
て
も
言
え
る
か
な
？

　

□
を
使
っ
た
式
の
問
題
を
解
く
ポ

イ
ン
ト
は
、
□
を
求
め
る
式
を
図
か

ら
考
え
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。

発
問
1
10
個
入
っ
て
い
る
と
、
1

ふ
く
ろ
の
あ
め
＋
４
。
ど
ん
な
式

に
な
り
ま
す
か
。

　

（
子
供
：
10
＋
４
で
す
）

　

教
科
書
の

板
書
の
絵
に

数
字
を
書
き

入
れ
さ
せ
る
。

同
じ
よ
う
に

11
個
、
12
個

の
場
合
を
書

き
入
れ
さ
せ

る
。

発
問
2
□
個
だ
っ
た
ら
、
式
は
ど

う
な
り
ま
す
か
。

　

（
子
供
：
□
＋
４
で
す
）

　

板
書
の
絵
の
下
の
空
欄
に
、
□
＋

４
を
書
か
せ
る
。

説
明
こ
の
よ
う
に
分
か
ら
な
い
数

が
あ
る
と
き
は
、
代
わ
り
に
□
と

し
て
か
き
ま
す
。

発
問
3
ふ
く
ろ
の
あ
め
と
ば
ら
の

指示１ 昔から使われている月の呼
び方を、声に出して読みましょう。

指示２ 1回読むごとに、ちょっと
ずつ消していきます。消えても
言えるかな？（字が消えても読
みます）

指示  先生がかいた図をそっくり
そのままかきなさい。

発問  □に当てはまる数を見付け
るためには、何算をすればよい
ですか。

睦
月　
　

む
つ
き　
　
　
（
一
月
）

如
月　
　

き
さ
ら
ぎ　
　
（
二
月
）

弥
生　
　

や
よ
い　
　
　
（
三
月
）

卯
月　
　

う
づ
き　
　
　
（
四
月
）

皐
月　
　

さ
つ
き　
　
　
（
五
月
）

水
無
月　

み
な
づ
き　
　
（
六
月
）

文
月　
　

ふ
づ
き　
　
　
（
七
月
）

葉
月　
　

は
づ
き　
　
　
（
八
月
）

長
月　
　

な
が
つ
き　
　
（
九
月
）

神
無
月　

か
ん
な
づ
き　
（
十
月
）

霜
月　
　

し
も
つ
き　
（
十
一
月
）

師
走　
　

し
わ
す　
　
（
十
二
月
）

東京書籍・3年下・p.80-83
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SANSU

算数
4年 KOKUGO

国語
4年

現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問算
国

千葉県我孫子市立我孫子第三小学校

河
こう

野
の

健
けん

一
いち

見取図は簡単に
かける
子供たちが「すごい」と言う
見取図のかき方。

頂
点
も
つ
な
が
せ
る
。

⑷
こ
れ
で
一
応
は
で
き
る
の
だ
が
、

見
取
図
の
場
合
、
見
え
な
い
部
分

は
点
線
に
な
っ
て
い
る
。

⑸
実
際
に
は
見
え
な
い
辺
を
、
消
し

ゴ
ム
で
少
し
ず
つ
消
す
。

　

こ
れ
で
完
成
で
あ
る
。

２
斜
め
線
が
最
初
か
ら 

 

か
か
れ
て
い
る
場
合

　

テ
ス
ト
で
登
場
す
る
問
題
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
場
合
も
原
則
は
同
じ
。

　

ま
ず
、
斜
め
の
辺
の
所
が
頂
点
に

な
る
よ
う
に
、
同
じ
四
角
形
を
か
か

せ
る
。
そ
の
後
で
、
同
じ
頂
点
同
士

を
結
ば
せ
、
消
し
ゴ
ム
で
消
さ
せ
る
。

向
山
洋
一
氏
が
「
プ
ロ
教
師
の
技

の
一
つ
」
と
述
べ
て
い
る
方
法
で
あ
る
。

１
見
取
図
は
簡
単
に
か
け
る

⑴
長
方
形
を
か
く
。

⑵
同
じ
形
、
大
き
さ
の
長
方
形
を
ず

ら
し
て
か
く
。

⑶
同
じ
頂
点
同
士
を
つ
な
ぐ
。

　

最
初
は
一
つ
ず
つ
指
示
を
す
る
。

「
左
上
と
左
上
を
つ
な
ぎ
な
さ
い
」

「
左
下
と
左
下
を
つ
な
ぎ
な
さ
い
」

　

こ
の
よ
う
に
指
示
を
す
れ
ば
よ
い
。

　

も
ち
ろ
ん
、
最
初
の
頃
は
確
認
を

入
れ
な
が
ら
進
め
る
。

　

全
員
が
で
き
て
い
た
ら
、
残
り
の

指示１ 見える面をかきなさい。

指示２ 全く同じ形をずらしてかきなさい。

指示３ 頂点を結びなさい。

指示４ 見えない辺を少しずつ消しなさい。

「未来の自分に手紙
を書こう　十年後の
わたしへ」
例示することで発想が広がる。
なるべくたくさん列挙させて
から、ベストを選ばせる。

２
列
挙

　

黒
板
に
書
い
た
人
は
、
思
い

つ
く
限
り
ノ
ー
ト
に
書
き
続
け

な
さ
い
。

　

黒
板
に
様
々
な
意
見
が
列
挙
さ
れ

る
と
、
ど
の
子
に
と
っ
て
も
発
想
が

広
が
っ
て
い
く
。

　

八
割
ほ
ど
の
子
供
が
最
低
一
つ
は

書
け
た
と
こ
ろ
で
、
板
書
さ
れ
た
意

見
を
右
端
か
ら
読
ん
で
い
か
せ
る
。

　

そ
し
て
一
つ
も
書
け
な
い
子
が
ク

ラ
ス
に
い
な
く
な
る
ま
で
、
列
挙
を

続
け
さ
せ
る
。
こ
れ
で
空
白
の
時
間

も
な
く
な
る
。

　

同
じ
要
領
で
、
教
科
書
に
載
っ
て

い
る
テ
ー
マ
「
う
れ
し
か
っ
た
こ

と
」「
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
」

な
ど
を
列
挙
さ
せ
て
い
く
。

３
選
択

　

材
料
が
整
っ
た
ら
、
次
は
列
挙
し

た
中
か
ら
、
ベ
ス
ト
を
選
ば
せ
る
。

赤
鉛
筆
で
囲
ま
せ
る
の
だ
。

　

い
き
な
り
「
未
来
の
自
分
に
手
紙

を
書
き
ま
し
ょ
う
」
と
言
う
と
、

パ
ッ
と
最
初
に
思
い
付
い
た
こ
と
を

た
だ
書
く
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
う
。

「
こ
ん
な
こ
と
も
あ
っ
た
な
」「
そ

う
言
え
ば
、
あ
ん
な
こ
と
も
」
と
、

じ
っ
く
り
考
え
さ
せ
た
い
。
書
く
内

容
を
た
く
さ
ん
列
挙
さ
せ
、
最
も
ふ

さ
わ
し
い
こ
と
を
選
択
さ
せ
る
指
導

が
必
要
で
あ
る
。

１
例
示

　

あ
な
た
が
生
ま
れ
て
か
ら
の

十
年
間
で
、
楽
し
か
っ
た
こ
と

は
何
で
す
か
。

と
発
問
す
る
。
そ
し
て
、

　

ノ
ー
ト
に
一
つ
書
け
た
ら
、

黒
板
に
書
き
に
来
ま
し
ょ
う
。

と
指
示
を
す
る
。

　

黒
板
に
書
か
せ
る
こ
と
で
、
思
い

付
か
な
い
子
へ
の
例
示
と
な
る
。

発問  あなたが生まれてからの10
年間で、楽しかったことは何で
すか。

指示  ノートに１つ書けたら、黒
板に書きに来ましょう。

光村図書・４年下・p.124

京都府京都市立深草小学校

安
やす

江
え

愛
あい

東京書籍・４年下・p.99

イラスト：ナカジマ ヤヨイ
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SANSU

算数
5年

石川県金沢市立千坂小学校

石
いし

坂
ざか

陽
あきら

KOKUGO

国語
5年

現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問算
国

重要語句を対比させる
向山洋一氏の物語文・詩の授業で
は、しばしば重要語句を対比させ、
どのようなことを象徴しているの
か検討させる指導が出てくる。そ
れを応用することで、討論が起こ
り、深い学びが実現する。

の
は
何
で
す
か
。

　

次
の
よ
う
な
意
見
が
出
る
と
考
え

ら
れ
る
。

ぜ
い
た
く

格
好
良
さ

努
力
が
実
っ
た
も
の

　

そ
し
て
、
次
の
発
問
を
す
る
。

　

わ
ら
ぐ
つ
と
雪
げ
た
は
、
似

て
い
る
概
念
、
反
対
の
概
念
の

ど
ち
ら
で
す
か
。

　

い
ず
れ
か
を
選
ば
せ
、
討
論
を
さ

せ
る
。

　

反
対
の
概
念
と
考
え
る
子
供
は
、

形
そ
の
も
の
や
、
貧
し
さ
と
ぜ
い
た

く
さ
を
対
比
さ
せ
な
が
ら
意
見
を
主

張
す
る
だ
ろ
う
。

　

似
て
い
る
概
念
と
考
え
る
子
供
は
、

わ
ら
ぐ
つ
を
編
み
続
け
た
先
に
得
た

も
の
で
あ
る
こ
と
や
、「
神
様
」
と

い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
基
に
意
見
を
主

張
す
る
だ
ろ
う
。

「
わ
ら
ぐ
つ
の
中
の
神
様
」
で
は
、

「
わ
ら
ぐ
つ
」
と
「
雪
げ
た
」
が
重

要
語
句
と
し
て
何
度
も
出
て
く
る
。

こ
の
二
つ
の
ツ
ー
ル
が
似
た
概
念
で

よ
い
の
か
、
そ
れ
と
も
異
な
る
概
念

な
の
か
を
考
え
さ
せ
る
こ
と
で
、
討

論
が
起
こ
る
。
こ
の
二
つ
の
語
句
を

基
に
し
て
話
し
合
わ
せ
る
こ
と
で
、

作
品
の
全
体
像
を
つ
か
ま
せ
る
こ
と

に
も
つ
な
が
る
。

　

ま
ず
、
次
の
発
問
を
す
る
。

　

わ
ら
ぐ
つ
が
象
徴
し
て
い
る

も
の
は
何
で
す
か
。

　

次
の
よ
う
な
意
見
が
出
る
と
考
え

ら
れ
る
。

貧
し
さ

格
好
悪
さ

努
力
の
結
晶

誠
実
さ

　

そ
の
後
、
次
の
発
問
を
す
る
。

　

雪
げ
た
が
象
徴
し
て
い
る
も

発問１ わらぐつが象徴している
ものは何ですか。

発問２ 雪げたが象徴しているも
のは何ですか。

発問３ わらぐつと雪げたは、似
ている概念、反対の概念のどち
らですか。

似ている？　反対？

光村図書・５年・p.200-222
「わらぐつの中の神様」

イラスト：ナカジマ ヤヨイ

東京都国立市立国立第六小学校

村
むら

野
の

聡
さとし

弁別の結果から
観点を読み取る
逆転の発想で授業を知的に
構成する。

Ａ
は
「
高
さ
」
に
目
を
付
け
た
弁

別
で
あ
る
（
高
い
・
低
い
）。
Ｂ
は

「
向
か
い
合
っ
た
面
」
に
目
を
付
け

た
弁
別
で
あ
る
（
平
行
な
面
）。

　

こ
れ
ら
は
単
元
の
中
で
扱
う
内
容

に
な
っ
て
い
る
。

　

そ
し
て
本
命
（
Ｃ
）
を
提
示
す
る
。

「
立
体
を
囲
む
面
」
に
目
を
付
け
た

弁
別
で
あ
る
。

「
様
々
な
分
け
方
が
あ
る
中
で
、
こ

の
学
習
で
は
『
立
体
を
囲
む
面
』
に

目
を
付
け
な
が
ら
勉
強
し
て
い
き
ま

す
」

と
伝
え
て
授
業
を
展
開
し
て
い
く
。

１
観
点
を
示
し
た
弁
別　

　

図
形
の
学
習
に
は
弁
別
に
よ
っ
て

図
形
を
分
類
す
る
活
動
が
あ
る
。
そ

の
際
、
弁
別
の
観
点
を
示
さ
な
い
と
、

子
供
た
ち
は
様
々
な
観
点
で
弁
別
を

行
い
、
収
拾
が
つ
か
な
く
な
る
。

　

そ
の
た
め
教
科
書
の
問
題
で
は
、

「
立
体
を
囲
む
面
に
目
を
付
け
て
」

な
ど
の
弁
別
の
観
点
が
入
っ
て
い
る
。

こ
の
観
点
に
従
っ
て
、
図
形
の
弁
別

を
す
る
の
が
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
展

開
で
あ
る
。

２
弁
別
の
結
果
か
ら 

 

観
点
を
考
え
る

　

次
の
よ
う
な
導
入
も
面
白
い
。

　

先
に
弁
別
の
結
果
を
見
せ
て
、

　

こ
の
人
は
、
立
体
図
形
の
ど

こ
に
目
を
付
け
て
分
け
た
の
で

し
ょ
う
か
。

と
問
う
の
で
あ
る
。

　

ま
ず
は
次
の
分
類
で
あ
る
。

発問 この人は、立体図形のどこに
目を付けて分けたのでしょうか。

東京書籍・５年下・p.103
「角柱と円柱」
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埼玉県さいたま市立宮原小学校

竹
たけ

岡
おか

正
まさ

和
かず

KOKUGO

国語
6年SANSU

算数
6年

教育出版・６年下・p.111

現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問算
国

　

盛
り
上
が
る
ポ
イ
ン
ト
は
四
つ
。

①
教
師
は
〇
か
×
し
か
付
け
な
い
。

②
ヒ
ン
ト
は
一
切
与
え
な
い
。

③
一
言
も
し
ゃ
べ
ら
な
い
よ
う
に
言

う
。

④
答
え
だ
け
で
な
く
、
ど
の
よ
う
に

し
て
考
え
た
の
か
、
教
師
が
見
て

パ
ッ
と
分
か
る
よ
う
に
説
明
も

書
か
せ
る
。

　

こ
の
四
つ
で
、
教
室
は
熱
中
状
態

に
な
る
。

　

×
が
続
く
。
ず
っ
と
ず
っ
と
続
く
。

　

授
業
終
了
間
近
。

　

た
っ
た
一
人
の
男
の
子
が
正
解
し

た
。
偶
然
、
将
来
、
警
察
官
に
な
り

た
い
と
思
っ
て
い
る
子
だ
。

「
う
わ
ぁ
！　

警
察
官
に
な
れ
る

ぞ
！
」

と
周
り
の
子
が
褒
め
て
い
た
。

　

授
業
終
了
五
分
前
、

「
友
達
と
相
談
し
て
ご
ら
ん
な
さ

い
」

と
指
示
し
た
。

　

休
み
時
間
に
な
っ
て
も
、
子
供
た

ち
は
熱
中
し
て
い
た
。

　

六
年
生
の
三
学
期
。
教
科
書
の
学

習
も
終
え
て
い
る
。
教
師
が
思
い
付

い
た
楽
し
い
こ
と
を
、
ど
ん
ど
ん
授

業
し
て
い
く
。

　

例
え
ば
、
和
算
、
向
山
式
難
問
、

４
＋
２
、
入
試
問
題
、
小
学
一
年
生

の
教
科
書
、
数
学
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
教
育
な
ど
。
と
に
か
く
楽
し
い
授

業
を
し
て
い
く
 ※
。

採
用
試
験
の
問
題
も
お
薦
め
だ
。

　

木
村
重
夫
氏
か
ら
教
え
て
も
ら
っ

た
採
用
試
験
問
題
で
あ
る
。
警
察
官

に
な
る
た
め
の
問
題
だ
。

　

す
ぐ
に
、
林
学
級
六
年
生
に
出
題

し
て
み
た
。

「
本
当
の
採
用
試
験
の
問
題
で
す
」

「
警
察
官
に
な
る
た
め
の
問
題
で
す
」

問
題
が
書
か
れ
た
プ
リ
ン
ト
を
子

供
た
ち
に
渡
し
た
（
上
の
プ
リ
ン
ト
）。

　

ポ
イ
ン
ト
は
、
本
当
の
採
用
試
験

の
問
題
で
あ
る
こ
と
だ
。
こ
の
問
題

を
解
こ
う
と
す
る
だ
け
で
、
子
供
た

ち
は
、
ち
ょ
っ
と
大
人
に
な
っ
た
気

が
す
る
の
で
あ
る
。

説明  本当の採用試験の問題です。
 警察官になるための問題です。

山口県下関市立小月小学校

林
はやし

健
たけ

広
ひろ

教師が「楽しい！」
と思う授業をどんど
んしていく
採用試験問題　盛り上げる
４つのポイント。

漢字の総復習
「遺遺遺……」と練習させる
よりも、作文の中で漢字を使
わせた方が、子供は夢中にな
る。

使
っ
て
、
次
々
と
一
文
を
足
し
て

い
き
ま
す
。
九
個
付
け
足
す
と
十

個
の
文
が
で
き
ま
す
。
①
が
で
き

た
ら
、「
②
天
皇
陛
下
と
皇
后
陛

下
」
に
続
け
て
九
個
の
文
を
付
け

足
し
ま
す
。
⑩
ま
で
書
い
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
復
習
の
利
点
は
、

作
文
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
も
な
る

こ
と
で
あ
る
。

　

黒
板
を
九
等
分
し
て
誰
が
ど
こ
ま

で
進
ん
だ
か
分
か
る
よ
う
に
す
る
。

説
明
①
の
「
世
界
遺
産
を
お
と
ず

れ
る
」
に
九
文
足
し
た
人
は
ネ
ー

ム
プ
レ
ー
ト
を
②
に
貼
り
、
②
に

取
り
組
み
ま
す
。
誰
が
ど
こ
ま
で

進
ん
だ
か
は
っ
き
り
し
ま
す
。

　

六
年
の
漢
字
の
総
復
習
で
あ
る
。

教
育
出
版
の
教
科
書
、
六
年
下
の
一

一
一
ペ
ー
ジ
に
、
次
の
例
文
が
あ
る
。

①
世
界
遺
産
を
お
と
ず
れ
る
。

（
⑩
ま
で
例
文
が
続
く
）

　

①
の
例
文
を
ノ
ー
ト
に
写
さ
せ
る
。

　

こ
こ
で
説
明
を
す
る
。

指
示
1
「
あ
か
ね
こ
漢
字
ス
キ
ル
」

（
光
村
教
育
図
書
）
に
は
六
年
で

習
う
漢
字
が
載
っ
て
い
ま
す
。
ど

れ
で
も
い
い
か
ら
、
一
つ
選
ん
で

そ
の
漢
字
に
丸
を
し
ま
す
。「
世

界
遺
産
を
お
と
ず
れ
る
」
に
続
け

て
、
も
う
一
文
足
し
ま
す
。
た
だ

し
、
今
選
ん
だ
漢
字
を
使
い
ま
す
。

　

書
か
せ
る
前
に
数
名
に
発
表
さ
せ

る
。

一　

世
界
遺
産
を
お
と
ず
れ
る
。
例

一
こ
こ
に
こ
ら
れ
た
こ
と
に
感
激
だ
。

二　

世
界
遺
産
を
お
と
ず
れ
る
。
例

一
視
野
が
広
が
る
思
い
だ
。

子
供
に
イ
メ
ー
ジ
を
も
た
せ
て
か

ら
書
か
せ
る
。書
け
た
ら
指
示
を
出
す
。

指
示
2
こ
の
よ
う
に
「
あ
か
ね
こ

漢
字
ス
キ
ル
」
に
あ
る
漢
字
を

※
詳
し
く
は
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ラ
ン
ド
で
検
索
。

 https://land.toss-online.com
/

イラスト：ナカジマ ヤヨイ

指示① 「あかねこ漢字スキル」（光
村教育図書）にある漢字一つを
丸で囲みます。

指示② その漢字を使って、先ほ
どの文につながるように一文を
加えます。

～
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さ
せ
る
。
全
員
で
九
回
実
験
す
る
の

で
、
実
験
の
操
作
方
法
を
習
熟
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
。

３
班
で
協
力
し
て
実
験
さ
せ
る

「
お
も
り
の
重
さ
を
変
え
る
実
験
」

と
「
振
れ
幅
を
変
え
る
実
験
」
は
班

ご
と
に
実
験
さ
せ
る
。

　

ま
ず
、
ノ
ー
ト
に
問
題
と
予
想
、

調
べ
る
条
件
や
同
じ
に
す
る
条
件
、

結
果
の
表
を
書
か
せ
る
。
全
員
書
け

た
班
か
ら
ノ
ー
ト
チ
ェ
ッ
ク
を
す
る
。

合
格
し
た
班
か
ら
実
験
さ
せ
る
こ
と

で
、
書
く
の
が
苦
手
な
子
を
班
の
中

で
助
け
る
様
子
が
見
ら
れ
る
。

　

演
示
実
験
で
や
り
方
が
分
か
っ
て

い
る
の
で
、
何
も
言
わ
な
く
て
も
、

班
で
協
力
し
て
実
験
を
進
め
る
こ
と

が
で
き
る
。

　

次
に
、
振
れ
幅
が
決
め
ら
れ
た
と

お
り
に
な
ら
な
い
様
子
を
見
せ
、
正

面
か
ら
角
度
を
見
な
い
と
、
正
確
な

幅
で
振
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
に

気
付
か
せ
る
。
振
れ
幅
は
、
教
科
書

に
よ
っ
て
「
片
側
三
〇
度
」
両
側
の

角
度
で
六
〇
度
」「
左
右
の
長
さ
」

の
三
つ
の
表
し
方
が
あ
る
。

　

気
付
き
を
基
に
係
を
つ
く
り
、
全

員
で
振
り
子
が
往
復
す
る
数
を
数
え

る
練
習
を
す
る
。

　

練
習
後
、
ス
ト
ッ
プ
ウ
ォ
ッ
チ
の

係
を
作
り
、
振
り
子
の
長
さ
を
二
十

五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
五
十
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
、
七
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
と
変
え
て
、
振
り
子
が
十
往
復
す

る
時
間
を
三
回
ず
つ
計
測
し
て
記
録

１
用
語
は
繰
り
返
し
で
暗
記

　

振
り
子
の
学
習
で
は
、「
支
点
、

ふ
り
こ
の
長
さ
、
お
も
り
、
ふ
れ
は

ば
、
一
往
復
⋮
⋮
」
と
ふ
だ
ん
使
わ

な
い
用
語
が
幾
つ
も
出
て
く
る
。
一

度
や
二
度
、
聞
い
た
り
言
っ
た
り
す

る
だ
け
で
は
頭
に
入
ら
な
い
。

「
支
点
」
と
毎
時
間
言
わ
せ
た
り
、

「
こ
れ
は
何

で
す
か
」「
支

点
」
と
何
度

も
問
い
掛
け

た
り
し
て
、

授
業
の
中
で

覚
え
さ
せ
る

よ
う
に
す
る
。

２
演
示
実
験
で
操
作
を
確
認

　

操
作
方
法
の
指
導
は
、「
振
り
子

の
長
さ
を
変
え
る
実
験
」
を
演
示
実

験
で
行
う
こ
と
を
お
勧
め
す
る
。

　

振
り
子
の
長
さ
が
長
く
な
る
と
、

振
り
子
を
揺
ら
す
の
が
難
し
い
。
ま

た
、
ス
タ
ン
ド
が
不
安
定
で
危
な
い
。

　

演
示
で
は
、
わ
ざ
と
失
敗
す
る
こ

と
で
、
実
験
の
ポ
イ
ン
ト
に
気
付
か

せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
ず
、
お
も
り
が
ス
タ
ン
ド
に
ぶ

つ
か
っ
て
し
ま
う
様
子
を
見
せ
、
お

も
り
は
真
横
か
ら
手
を
放
す
必
要
が

あ
る
こ
と
に
気
付
か
せ
る
。

基礎
・基本

理科

　

結
果
か
ら
、
振
り
子
が
往
復
す
る

時
間
は
、
何
に
よ
っ
て
決
ま
る
の
か
、

予
想
と
そ
の
理
由
を
書
か
せ
る
。

・
振
り
子
が
往
復
す
る
時
間
は
振
り

子
の
長
さ
に
よ
っ
て
決
ま
る
と

思
う
。
な
ぜ
な
ら
、
い
ろ
い
ろ
な

班
の
「
十
秒
ぴ
っ
た
り
で
十
往
復

す
る
振
り
子
」
を
比
べ
る
と
、
振

り
子
の
長
さ
は
ど
れ
も
同
じ
く

ら
い
だ
け
ど
、
お
も
り
の
重
さ
や

振
れ
幅
は
い
ろ
い
ろ
と
違
っ
て

い
る
か
ら
。

４
予
想
を
確
か
め
る
実
験
を
行
う

　

振
り
子
が
往
復
す
る
時
間
は
何
に

よ
っ
て
決
ま
る
の
か
に
つ
い
て
、
考

え
た
予
想
を
確
か
め
る
実
験
を
計
画

す
る
。「
振
り
子
の
長
さ
」「
お
も
り

の
重
さ
」「
振
れ
幅
」
の
三
つ
の
条

件
が
あ
る
の
で
、
一
つ
の
実
験
で
調

べ
る
条
件
は
一
つ
だ
け
に
す
る
こ
と

（
残
り
の
二
つ
の
条
件
は
変
え
な
い

こ
と
）
に
気
を
付
け
て
計
画
さ
せ
る
。

　

実
験
方
法
は
、
五
〇
ペ
ー
ジ
の
と

お
り
。

は
、
な
る
べ
く
た
く
さ
ん
ノ
ー
ト
に

記
録
さ
せ
る
。

　

例
え
ば
、「
お
も
り
の
重
さ
を
重

く
し
た
ら
一
往
復
す
る
時
間
が
短
く

な
る
と
思
っ
た
が
、
変
わ
ら
な
か
っ

た
」
な
ど
。

　

十
秒
ぴ
っ
た
り
で
十
往
復
す
る
振

り
子
が
で
き
た
班
は
、
振
り
子
の
長

さ
、お
も
り
の
重
さ
、振
れ
幅
を
ノ
ー

ト
に
記
録
さ
せ
、
ほ
か
の
条
件
で
も

で
き
な
い
か
探
さ
せ
る
。

３
結
果
を
検
討
す
る

　

各
班
が
見
付
け
た
「
十
秒
ぴ
っ
た

り
で
十
往
復
す
る
振
り
子
」
の
条
件

を
黒
板
に
書
か
せ
る
。

　

条
件
を
見
比
べ
て
、
気
が
付
い
た

こ
と
を
発
表
さ
せ
る
。

・
振
り
子
の
長
さ
は
大
体
同
じ
く
ら

い
の
長
さ
に
な
っ
て
い
る
。

・
お
も
り
の
重
さ
が
違
っ
て
い
る
班

が
あ
る
。

・
振
れ
幅
を
変
え
て
も
十
往
復
す
る

時
間
は
変
わ
ら
な
い
よ
う
だ
。

な
ど
。

１
問
題
意
識
を
も
た
せ
る

　

メ
ト
ロ
ノ
ー
ム
や
振
り
子
時
計
な

ど
、「
振
り
子
の
き
ま
り
」
を
利
用

し
た
も
の
を
見
せ
て
、
ど
ん
な
き
ま

り
が
あ
る
か
を
調
べ
る
意
欲
を
も
た

せ
る
。

　

振
り
子
の
実
験
装
置
を
使
っ
て
お

も
り
を
振
り
、
十
往
復
す
る
時
間
を

計
っ
て
見
せ
る
。

　

こ
の
と
き
、
振
り
子
の
各
部
分
の

名
称
や
振
れ
幅
の
見
方
、
十
往
復
の

数
え
方
を
指
導
す
る
。

「
十
秒
ぴ
っ
た
り
で
十
往
復
す
る
振

り
子
に
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い

か
」
と
い
う
課
題
を
出
し
、
予
想
を

書
か
せ
る
。

・
お
も
り
の
重
さ
を
変
え
る
。

・
振
り
子
の
長
さ
を
変
え
る
。

・
振
れ
幅
を
変
え
る
。

と
い
っ
た
意
見
が
出
る
。

２
自
由
試
行
を
さ
せ
る

　

十
秒
ぴ
っ
た
り
で
十
往
復
す
る
振

り
子
に
す
る
実
験
を
、
班
ご
と
で
自

由
に
追
究
さ
せ
る
。

　

こ
の
と
き
、
お
も
り
を
投
げ
る
よ

う
に
勢
い
を
つ
け
て
放
し
た
り
、
振

れ
幅
を
六
十
度
以
上
に
し
た
り
し
な

い
こ
と
を
伝
え
、
安
全
に
実
験
す
る

よ
う
指
導
す
る
。

　

実
験
の
途
中
で
気
が
付
い
た
こ
と

理科

実験がうまくいく
には、最初の指導
が肝心
５年「ふりこの運動」は演
示実験をしながらポイント
を指導する。

福井県・理科サークル「クォーク」

上
うえ

木
き

朋
とも

子
こ

東京書籍・5年・p.143-147

「自分たちできま
りを見付ける楽し
さ」を味わわせる
自由試行で発見したことを
基に、振り子のきまりを検
証させる。

福井県・理科サークル「クォーク」

上
うえ

木
き

朋
とも

子
こ

東京書籍・５年・p.143-147

「基礎・基本の授業例」と「主体的・対話的で深い学びの授業例」

主体

的・対
話的で深い学び
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〈
で
き
る
派
〉

・
三
か
月
ぐ
ら
い
な
ら
、
で
き
る
と

思
う
。

・
失
敗
し
て
も
、
諦
め
ず
に
や
る
こ

と
が
大
事
だ
か
ら
。

〈
で
き
な
い
派
〉

・
で
き
な
か
っ
た
ら
、
す
ぐ
諦
め
て

し
ま
う
と
思
う
か
ら
。

・
失
敗
す
る
の
は
嫌
だ
か
ら
。

⑤
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
道
徳
ミ
ニ
授
業

　

こ
の
学
習
を
更
に
深
め
る
た
め
に
、

『
子
ど
も
を
変
え
た
＂親
の
一
言
＂
作

文
25
選
』 ※
に
収
録
さ

れ
て
い
る
「
ど
力
の

つ
ぼ
」
の
話
を
読
み

聞
か
せ
る
。

⑥
も
う
一
度
、
主
発
問
を
行
う

発
問
5
お
話
を
聞
い
て
、
も
う
一

度
聞
き
ま
す
。
あ
な
た
は
三
か
月

間
諦
め
ず
、
逆
上
が
り
の
練
習
を

続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
。

　

最
後
に
も
う
一
度
主
発
問
に
戻
る

こ
と
で
、
教
科
書
か
ら
遊
離
せ
ず
に

授
業
が
で
き
る
。

⑦
感
想
を
書
か
せ
る

　

立
っ
て
繰
り
返
し
読
ま
せ
る
。

②
資
料
を
読
み
聞
か
せ
る

　

資
料
を
ゆ
っ
く
り
読
み
聞
か
せ
る
。

③
簡
単
に
内
容
を
確
認
す
る

発
問
1
登
場
人
物
は
、
誰
で
す
か
。

（「
わ
た
し
」、
み
ほ
ち
ゃ
ん
、
先
生
、

お
母
さ
ん
）

発
問
2
「
わ
た
し
」
が
逆
上
が
り

を
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
と

思
っ
た
理
由
は
何
で
す
か
。（
み
ほ

ち
ゃ
ん
が
逆
上
が
り
を
し
た
か
ら
）

発
問
3
逆
上
が
り
が
で
き
た
の
は
、

い
つ
で
す
か
。（
八
月
十
二
日
）

　

逆
上
が
り
が
で
き
る
よ
う
に
な
る

ま
で
、
三
か
月
ぐ
ら
い
掛
か
っ
て
い

る
こ
と
を
伝
え
て
お
く
と
、
子
供
た

ち
は
イ
メ
ー
ジ
し
や
く
な
る
。

④
主
発
問
を
行
う

発
問
4

も
し
あ
な
た
が
「
わ
た

し
」
な
ら
、
約
三
か
月
も
諦
め
ず

に
、
逆
上
が
り
の
練
習
を
続
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
か
。

　

ノ
ー
ト
に
「
で
き
る
」「
で
き
な

い
」
と
、
そ
の
理
由
を
書
か
せ
る
。

１　

教
科
書
を
使
っ
た
楽
し
い

　
　

道
徳
授
業
は
こ
う
作
る
！

「
教
科
書
を
使
っ
た
楽
し
い
道
徳
の

授
業
プ
ラ
ン
」
に
つ
い
て
、
四
十
五

分
の
授
業
の
流
れ
と
、
教
材
パ
タ
ー

ン
に
対
す
る
主
発
問
を
明
記
し
た
。

　

下
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
よ
り
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
る
。
ご
活
用

い
た
だ
き
た
い
。

　

も
う
一
つ
、

各
内
容
項
目
の

「
定
義
」
も
ま

と
め
て
み
た
。
こ
の
シ
ー
ト
を
使
っ

て
、
授
業
の
提
案
を
す
る
。

２　
「
さ
か
あ
が
り　

で
き
た
よ
」

　
　

の
授
業
プ
ラ
ン

〈
あ
ら
す
じ
〉
逆
上
が
り
が
で
き
な

い
「
わ
た
し
」
は
、
先
生
や
お
母
さ

ん
に
手
伝
っ
て
も
ら
い
な
が
ら
、
何

度
も
練
習
を
し
、
夏
休
み
に
逆
上
が

り
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　

初
志
貫
徹
型
の
話
で
あ
る
。

①
定
義
を
確
認
す
る

説
明
「
強
い
意

志
」
と
は
、

次
の
よ
う
な

こ
と
で
す
。

指
示

覚
え
た

ら
座
り
な
さ

い
。

「教科書を使った
楽しい授業プラン
一覧」を活用した
授業
TOSS道徳ミニ授業を行っ
た後、もう一度主発問に戻
ることで、教科書の内容を
「多面的・多角的」に考え
ることができる。

兵庫県洲本市立洲本第一小学校

堀
ほり

田
た

和
かず

秀
ひで

　学習指導要領対応　 道徳・英語の授業実践新

6年英語 2年道徳

東京書籍・２年・p.44-46
「さかあがり　できたよ」

▲教科書を使った
　楽しい道徳の
　授業プラン

▲「どりょくの
　つぼ」

▲内容項目の
　「定義」一覧

　

六
年
生
教
材
、「W

e	Can!	2

」
の

「U
nit9	Junior	H

igh	School	Life

」

は
、
小
学
校
生
活
最
後
の
単
元
で
あ

る
。
今
ま
で
学
ん
で
き
た
表
現
を
た

く
さ
ん
使
っ
て
、
や
り
取
り
を
長
く

続
け
る
こ
と
を
目
指
す
。

　

そ
こ
で
、
井
戸
砂
織
氏
が
提
案
し

た
「
会
話
を
つ
な
げ
る
三
つ
の
型
」

を
活
用
す
る
（
下
図
）。
本
単
元
に

入
る
ま
で
に
「Sm

all	T
alk

」
や
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
で
、
三
つ
の
型
を
実

際
に
活
用
し
て
会
話
を
し
て
お
く
。

本
単
元
で
は
、
左
の
例
の
よ
う
に
会

話
を
つ
な
い
で
、
や
り
取
り
を
長
く

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
た

い
。

会話をつなげる
３つの型
「リアクション３」「尋ね方
８」「答え方７」を活用して、
やり取りを長く続ける。
井戸砂織氏が提案している
会話をつなげる３つの型を
活用すれば、会話に“広がり”
と“深まり”が出る。そして、
何より楽しい。

岐阜県岐阜市立黒野小学校

小
こ

井
い

戸
ど

政
まさ

宏
ひろ

「We Can! 2」p.66-73

〈会話の例〉
A: Hello. B: Hello.
A: What club do you want to   

join?
B: I want to join the baseball 

team.
A: Oh! The baseball team! Why?
B: Because, I like baseball.
A: Can you play baseball?
B: Yes, I can.
A: Are you good at baseball?
B: Yes, I am.
A: Oh! It＇s good!

Do you want to be a baseball 
player?

B: Yes, I do.
A: It＇s nice!
 What baseball team do you 

like?
B: I like Dragons.
A: Me, too! Do you have bats?
B: Yes, I do. I have two bats.
A: Oh! Two bats!
 Do you want a new bat?
B: Yes, I do.
A: Do you want a new glove?
B: Yes, I do.　　　　　　　（続く）

図　会話をつなげる３つの型（TOSSサマーセミナー井戸砂織氏提案）

※
向
山
洋
一
・
野
口
芳
宏
・
水
野
茂
一
解
説

東
京
子
ど
も
教
育
セ
ン
タ
ー
教
室
編　

明
治
図
書
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３
生
徒
の
意
見
を
取
り
上
げ
て
、

論
点
に
す
る

　

生
徒
か
ら
出
た
意
見
や
疑
問
、
解

釈
が
分
か
れ
た
部
分
を
取
り
上
げ
て

論
点
と
し
、
授
業
を
組
み
立
て
る
。

　

今
回
は
、
先
ほ
ど
の
生
徒
の
意
見

を
基
に
、
次
の
二
つ
を
論
点
に
し
た
。

①
最
後
の
一
文
に
「
て
つ
が
く

者
」
と
あ
る
が
、
な
ぜ
漢
字
の

「
哲
学
者
」
で
は
な
い
の
か
。

②
題
名
「
花
を
贈
る
」
の
「
花
」

は
何
を
象
徴
し
て
い
る
の
か
。

　

こ
れ
ら
を
一
つ
ず
つ
扱
う
。
発
問

し
た
ら
ノ
ー
ト
に
意
見
を
書
か
せ
、

隣
の
生
徒
と
意
見
交
換
を
さ
せ
、
指

名
な
し
発
表
な
ど
を
さ
せ
る
。
様
々

な
意
見
を
出
さ
せ
た
後
、
質
問
な
ど

を
言
わ
せ
、
意
見
を
深
め
て
い
く
。

　

自
分
た
ち
で
学
習
課
題
を
見
付
け
、

交
流
し
、
解
決
し
て
い
く
。
こ
れ
こ

そ
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」

で
あ
る
と
同
時
に
、
中
学
卒
業
後
も

役
立
つ
学
ぶ
力
で
あ
る
と
考
え
る
。

る
こ
と
で
、
学
び
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
る
。

　

例
え
ば
、
全
体
で
発
言
す
る
こ
と

が
苦
手
な
生
徒
は
、
隣
の
生
徒
に
な

ら
ば
意
見
を
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
、
意
見
交
換
を
す
る
こ
と
で

考
え
が
深
ま
っ
た
り
、
論
点
を
見
い

だ
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ

を
全
体
に
提
案
す
る
生
徒
も
現
れ
る
。

　

意
見
交
換
を
さ
せ
た
後
、
指
名
な

し
発
表
を
さ
せ
る
と
、
次
の
よ
う
な

意
見
が
出
た
。

「
隣
の
Ａ
さ
ん
と
話
し
て
い
て
気
付

い
た
の
で
す
が
、
最
後
の
一
文
に

『
て
つ
が
く
者
』
と
い
う
言
葉
が
あ

り
ま
す
よ
ね
。
こ
れ
が
、
な
ぜ
漢
字

で
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
話
に

な
り
ま
し
た
」

「
こ
の
文
章
の
途
中
で
、『
花
を
贈

る
』
と
い
う
行
為
は
『
命
を
贈
る
』

こ
と
だ
、
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
よ
ね
。
だ
と
す
る
と
、『
花
』

は
何
か
を
象
徴
し
て
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
」

　

教
育
出
版
の
中
学
三
年
生
の
教
科

書
に
「
花
を
贈
る
」
と
い
う
説
明
文

が
あ
る
。
教
材
の
目
標
は
「
筆
者
の

『
哲
学
的
』
な
考
え
方
に
対
し
て
、

自
分
の
考
え
を
深
め
る
」
で
あ
る
。

　

中
学
三
年
間
を
通
し
て
、
隣
の
生

徒
と
の
意
見
交
換
や
指
名
な
し
発
表

を
何
度
も
行
っ
て
き
た
。
そ
の
ま
と

め
と
し
て
、
次
の
三
つ
の
ス
テ
ッ
プ

で
授
業
を
組
み
立
て
た
。

１
自
力
分
析

　

最
初
に
範
読
を
し
た
後
、
次
の
よ

う
に
告
げ
る
。

　

分
か
っ
た
こ
と
、
気
付
い
た

こ
と
、
思
っ
た
こ
と
を
ノ
ー
ト

に
書
き
ま
す
。

　

生
徒
の
実
態
に
応
じ
て
、
五
分
か

ら
十
分
程
度
の
時
間
を
取
る
。

２
隣
の
生
徒
と
意
見
交
換
さ
せ
、

指
名
な
し
発
表
を
さ
せ
る

　

隣
の
生
徒
と
意
見
交
換
し
て

ご
ら
ん
。

　

時
間
は
、
話
の
盛
り
上
が
り
に
応

じ
て
一
分
か
ら
三
分
程
度
取
る
。

　

自
力
分
析
の
後
、
全
体
の
発
表
に

入
る
前
に
意
見
交
換
の
時
間
を
設
け

　

生
徒
は
そ
れ

ぞ
れ
の
実
験
机

の
ワ
ッ
ト
ア

ワ
ー
メ
ー
タ
ー

の
数
値
を
読
み
、

電
力
の
大
き
さ
を
確
認
す
る
。
結
果
、

ド
ラ
イ
ヤ
ー
の
電
力
が
一
番
大
き
い

こ
と
が
分
か
る
。

　

ド
ラ
イ
ヤ
ー
と
電
気
ポ
ッ
ト

で
は
、
電
気
代
が
高
く
な
る
の

は
ど
ち
ら
で
す
か
。

　

電
力
が
大
き
い
の
は
ド
ラ
イ
ヤ
ー

で
あ
る
。し
か
し
、使
用
時
間
を
考
え

て
、
電
気
ポ
ッ
ト
と
答
え
る
子
も
い

る
。
教
師
が
説
明
す
る
必
要
は
な
く
、

生
徒
の
方
で
電
気
代
は
電
力
と
時
間

の
積
で
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
気
付
く
。

　

こ
の
「
電
力
と
時
間
の
積
の
関

係
」
が
本
小
単
元
の
肝
で
あ
る
。
次

時
以
降
の
電
力
と
熱
の
関
係
、
電
力

量
に
つ
い
て
も
、
こ
の
積
の
概
念
が

使
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
単
元
の

柱
を
第
一
時
間
目
に
設
定
す
る
の
で

あ
る
。

ト
ア
ワ
ー
メ
ー
タ
ー
）」
で
あ
る
（
写

真
は
ナ
リ
カ
で
三
万
六
千
円
）。
よ

り
安
価
な
電
力
計
も
販
売
さ
れ
て
い

る
。

　

各
班
に
ワ
ッ
ト
ア
ワ
ー
メ
ー
タ
ー

を
一
つ
ず
つ
渡
し
、
使
用
す
る
電
気

製
品
を
つ
な
ぎ
、
電
力
、
積
算
電
力

量
、
電
気
代
を
調
べ
さ
せ
る
。
こ
の

作
業
で
、
電
力
が
大
き
い
と
電
気
代

も
高
く
な
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

電
気
製
品
の
電
力
を
調
べ
な

さ
い
。

　

小
単
元
「
電
気
と
そ
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
」
で
は
、
電
力
、
熱
量
、
電
力

量
に
つ
い
て
学
ぶ
。
学
習
の
順
を
変

え
、
冒
頭
に
電
気
製
品
を
複
数
見
せ
、

電
気
代
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
る
こ
と

で
、
電
力
や
電
力
量
の
概
念
の
把
握

を
容
易
に
さ
せ
る
。

ワ
ッ
ト
ア
ワ
ー
メ
ー
タ
ー

　

小
単
元
の
一
時
間
目
は
、
電
気
製

品
を
実
験
机
一
つ
に
一
つ
用
意
す
る
。

私
は
Ｃ
Ｄ
プ
レ
イ
ヤ
ー
、
蛍
光
灯
、

扇
風
機
、
電
球
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
、
ク

リ
ス
マ
ス
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
用
Ｌ
Ｅ

Ｄ
電
球
、
電
気
ポ
ッ
ト
、
ド
ラ
イ

ヤ
ー
、
テ
レ
ビ
な
ど
を
用
意
し
た
。

　

電
気
ポ
ッ
ト
は
電
気
を
何
に

変
え
て
い
ま
す
か
。

「
熱
」「
モ
ー
タ
ー
」
と
出
る
。
ほ

か
に
も
二
、
三
の
電
気
製
品
に
つ
い

て
尋
ね
た
。「
電
気
製
品
は
、
電
気

を
用
途
に
応
じ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変

え
て
い
る
の
で
す
ね
」
と
簡
単
に
ま

と
め
る
。

　

最
も
電
気
代
が
か
か
る
の
は
、

ど
れ
で
す
か
。

「
ド
ラ
イ
ヤ
ー
」「
扇
風
機
」
な
ど

の
発
言
が
あ
る
。

　

電
気
製
品
の
電
気
代
調
べ
に
活
用

す
る
の
が
、「
積
算
電
力
計
（
ワ
ッ

中学校の授業実践

３年間のまとめ
となる説明文の
指導
中学校３年間の最後の説
明文である。３年間で
培った力を生かし、自力
で読めるよう、授業を組
み立てた。

「電力」の学習を
単元の組み立て
とワットアワー
メーターで納得
の授業へ
学習の順を変え、単元の柱
を第１時間目に設定する。

中

学校
の授業実践

中

学校
の授業実践

国語理科

東京都世田谷区立太子堂中学校

原
はら

田
だ

涼
りょう

子
こ

新潟県公立中学校

間
はざま

英
ひで

法
のり

中学２年「電流とその利用」 教育出版・中学３年・p.218-221
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から見た特別支援教育医師の目「この問題行動場面」での合理的配慮はこれだ小嶋が答える

安原 昭博
安原こどもクリニック
院長

安
原
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
　
安や

す

原は
ら

昭あ
き

博ひ
ろ

　
　
構
成
：
上う

え

田だ

怜さ
と

史し

大
阪
府
大
阪
市
立
市
岡
小
学
校

フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
※1

に
苦
し
む

不
登
校
傾
向
の
児
童
へ
の
対
応

焦
ら
ず
、
ス
モ
ー
ル
ス
テ
ッ
プ
で
登
校
支
援
を
し
て
い
く
。

　

小
学
四
年
生
の
男
子
で
す
。
Ａ
Ｓ
Ｄ
※2
の

診
断
が
下
り
て
い
ま
す
。
離
婚
し
た
父
親

の
Ｄ
Ｖ
の
影
響
で
、
間
違
っ
て
友
達
に
父

親
の
姓
で
呼
ば
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で

フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
を
起
こ
し
、
以
来
、

学
校
に
行
き
に
く
く
な
り
ま
し
た
。
学
習

に
も
か
な
り
の
遅
れ
が
出
て
き
て
し
ま
っ

て
い
る
状
況
で
す
。
少
し
で
も
、
学
校
に

来
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
に
は
、
ど
の
よ
う

な
支
援
が
必
要
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
学

校
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
立
場
で
臨
む
べ

き
で
し
ょ
う
か
。

「
学
校
に
来
れ
る
よ
う
に
」
と
い
う
考
え
を
、

ひ
と
ま
ず
置
く
こ
と
が
大
事
で
す
。

　

ま
ず
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
が
起
こ
っ
た
こ

と
を
医
療
機
関
と
相
談
し
て
、
治
療
し
て
い
き

ま
す
。
基
本
的
に
は
、
向
精
神
薬
を
主
と
し
て

精
神
安
定
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、Ａ
Ｄ
Ｈ

Ｄ
※3
の
方
が
飲
む
イ
ン
チ
ュ
ニ
ブ
と
い
う
薬
に
は
、

フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
を
抑
え
る
効
果
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
Ａ
Ｓ
Ｄ
の
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ

ク
に
対
し
て
、
世
界
的
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
の
治
療
を
し
て
い
く
中

で
、
学
校
に
少
し
ず
つ
来
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
た
ら
、

ス
モ
ー
ル
ス
テ
ッ
プ
で
登
校
を
支
援
し
て
い

くよ
う
に
す
る
こ
と
が
大
事
に
な
っ
て
き
ま
す
。

ま
ず
、
人
が
あ
ま
り
い
な
い
時
間
に
登
校
し
て

門
に
タ
ッ
チ
し
た
り
、
普
通
の
子
が
い
る
現
学

級
を
避
け
て
、
個
別
の
部
屋
で
時
間
を
過
ご
し
、

そ
こ
で
学
習
を
し
た
り
す
る
と
良
い
で
す
。

　

Ａ
Ｓ
Ｄ
の
診
断
が
下
り
て
い
る
の
で
、「
今

日
は
校
門
ま
で
来
た
ら
帰
る
」
と
約
束
し
た
と

し
た
ら
、
そ
れ
以
上
学
校
の
中
に
引
っ
張
っ
て

は
い
け
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク

が
起
こ
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
す
。

最
悪
の
場
合
、
二
度
と
来
な
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
必
ず
事
前
に
し
た
約
束
を

守
り
ま
し
ょ
う
。

　

学
校
と
し
て
は
、
ま
ず
安
否
確
認
で
す
。
大

事
な
の
は
、
学
校
に
来
る
こ
と
で
は
な
く
、

こ
の
子
の
教
育
環
境
を
ど
う
整
え
る
か
を
考

え
る

こ
と
で
す
。
そ
の
子
が
一
時
間
学
校
に
来
れ
る

な
ら
、
そ
の
間
に
保
護
者
と
今
後
の
教
育
の
方

向
性
の
確
認
を
し
、「
お
う
ち
で
も
予
習
や
復

習
を
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
伝
え
ま

し
ょ
う
。

　

ど
う
し
て
も
学
校
に
来
る
の
が
苦
し
い
な
ら
、

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
や
放
課
後
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な

ど
、
学
校
以
外
の
学
習
の
機
会
の
確
保
を
す
る

の
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

※2
自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症

※3
注
意
欠
如
・
多
動
症

二
次
障
害
の
あ
る
子
供
へ
の
対
応
方
針

も
う
十
分
に
傷
つ
い
て
き
た
。
そ
れ
以
上
傷
つ
け
な
い
配
慮
を
。

小こ

嶋じ
ま

悠ゆ
う

紀き

長
野
県
長
野
市
立
川
田
小
学
校

　

二
次
障
害
と
は
、
本
来
の
そ
の
子

供
の
も
っ
て
い
る
脳
の
特
性
で
は
な

く
、
そ
れ
ま
で
の
経
験
や
体
験
に

よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
二
次
的
な
行
動

様
式
の
こ
と
で
あ
る
。

「
過
度
な
大
人
へ
の
反
抗
」「
対
人

暴
力
や
暴
言
」「
不
登
校
」「
心
的
外

傷
後
ス
ト
レ
ス
障
害
（
P
T
S
D
）」

「
反
応
性
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
（
愛
着
）

障
害
」「
適
応
障
害
」
な
ど
が
入
っ

て
く
る
。

　

二
次
障
害
は
、
そ
れ
ま
で
の
大
人

と
の
関
わ
り
の
「
結
果
」
な
の
で
あ
る
。

〈
基
本
的
方
針
〉

①
二
度
と
傷
つ
け
な
い

　

こ
れ
に
尽
き
る
。

　

そ
れ
ま
で
の
大
人
と
の
関
わ
り
の

結
果
か
ら
、
数
々
の
行
動
が
表
出
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

「
も
う
十
分
に
傷
つ
い
て
き
た
」
の

で
あ
る
。

　

指
導
し
た
い
こ
と
は
い
ろ
い
ろ
あ

る
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
そ
の
結
果
、
反
発
を
招

き
、「
大
人
と
子
供
の
対
決
構
造
」

を
作
っ
て
し
ま
っ
て
は
、
再
度
の
傷

つ
き
体
験
と
な
っ
て
し
ま
う
。

　

二
度
と
傷
つ
け
な
い
た
め
の
配
慮

を
様
々
に
行
う
。

②
支
援
目
標
を
下
げ
る

　

二
次
障
害
ま
で
移
行
し
て
し
ま
っ

た
場
合
、
通
常
の
支
援
目
標
で
は
、

目
標
が
大
き
す
ぎ
る
こ
と
が
多
い
。

　

そ
こ
を
な
ぜ
か
教
師
が
こ
だ
わ
っ

て
し
ま
い
、

「
何
と
か
や
り
切
ら
せ
た
い
」

と
闘
っ
て
し
ま
う
と
、
先
ほ
ど
の
対

決
構
造
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　

目
安
と
し
て
、
当
該
学
年
の
三
学

年
下
程
度
の
学
習
や
目
標
を
設
定
す

る
こ
と
が
良
い
は
ず
だ
。

③
そ
の
子
の
「
で
き
る
」
を
た
く
さ

ん
探
す

　

二
次
障
害
を
発
生
さ
せ
る
と
、

様
々
な
こ
と
に
反
発
を
強
め
る
子
供

が
多
い
。

　

先
ほ
ど
も
述
べ
た
と
お
り
、
設
定

し
た
課
題
が
大
き
す
ぎ
る
こ
と
が
原

因
の
ほ
と
ん
ど
だ
。

　

そ
れ
で
も
、
必
ず
そ
の
子
が
で
き

る
「
何
か
」
が
あ
る
は
ず
だ
。

　

二
次
障
害
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、

そ
の
子
が
で
き
る
「
何
か
」
を
探
し

て
ほ
し
い
。

　

な
い
の
で
あ
れ
ば
、
作
り
出
す
こ

と
も
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。

　

小
嶋
の
場
合
、
掃
除
を
拒
否
さ
れ

た
こ
と
が
あ
る
。し
か
し
、ハ
ン
デ
ィ

モ
ッ
プ
や
手
軽
な
コ
ー
ド
レ
ス
掃
除

機
な
ど
を
導
入
す
る
こ
と
で
ハ
ー
ド

ル
を
下
げ
、
取
り
組
ん
で
く
れ
た
事

例
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
工
夫
を
ど

れ
く
ら
い
す
る
か
だ
。

④
適
切
な
医
療
を
提
供
す
る

　

二
次
障
害
に
移
行
し
た
場
合
は
、

「
薬
物
療
法
」
を
で
き
る
だ
け
使
用

す
る
と
、
子
供
の
成
功
体
験
が
増
え

る
こ
と
が
多
い
。

　

特
に
、
周
り
の
子
供
が
気
に
な
り

す
ぎ
る
、
ち
ょ
っ
と
し
た
刺
激
で
癇か
ん

癪し
ゃ
く

を
起
こ
し
て
し
ま
う
な
ど
の
「
易

刺
激
性
」
に
対
し
て
は
、リ
ス
パ
ダ
ー

ル
や
エ
ビ
リ
フ
ァ
イ
な
ど
の
処
方
を

検
討
す
る
こ
と
で
対
人
関
係
暴
力
や

怒
り
に
対
す
る
対
応
が
で
き
る
。

　

こ
の
よ
う
な
明
確
な
方
針
を
立
て

て
、
毎
日
穏
や
か
に
子
供
に
接
す
る

こ
と
が
大
切
だ
。
こ
れ
ら
の
方
針
を

破
っ
て
再
度
叱
る
よ
う
な
事
態
に
な

る
と
、「
ま
た
裏
切
ら
れ
た
」
と
症

状
を
悪
化
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
っ

て
し
ま
う
の
で
気
を
付
け
た
い
。

※1
強
い
心
的
外
傷
を
受
け
た
と
き
、
後
に
な
っ
て
そ
の
記
憶
が

鮮
明
に
思
い
出
さ
れ
た
り
、
夢
に
見
た
り
す
る
現
象
。
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「この学習困難場面」での合理的配慮はこれだ小野が答えるプロが教え
る

プロが教え
る

「
北
風
と
太
陽
」
の
童
話
を
御
存
じ
の
こ
と
と

思
う
。
北
風
と
太
陽
が
「
目
の
前
を
歩
い
て
い

る
旅
人
の
服
を
脱
が
せ
た
方
が
勝
ち
」
と
い
う

勝
負
を
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
ず
北
風
が
力
一

杯
風
を
吹
き
か
け
た
が
、
旅
人
の
服
は
脱
げ
な

い
。
む
し
ろ
風
に
飛
ば
さ
れ
な
い
よ
う
に
服
を

し
っ
か
り
と
押
さ
え
、
寒
が
っ
て
、
更
に
コ
ー

ト
を
着
て
し
ま
っ
た
。
対
し
て
太
陽
は
力
一
杯

輝
き
始
め
、日
を
照
ら
し
た
。旅
人
は
ぽ
か
ぽ
か

と
暖
か
く
な
り
、着
て
い
た
服
を
脱
い
で
し
ま
っ

た
。
そ
れ
を
見
た
北
風
は
、
何
で
も
力
だ
け
で

解
決
し
よ
う
と
し
た
こ
と
を
反
省
し
た
⋮
⋮
。

　

こ
の
童
話
は
場
面
緘
黙
の
子
供
へ
の
対
応
の

在
り
方
を
示
唆
し
て
く
れ
て
い
る
。
教
師
を
含

め
、周
囲
の
大
人
が
よ
か
れ
と
思
っ
て
「
北
風
」

の
対
応
を
し
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
よ
く
見

ら
れ
る
。

　

例
え
ば
、
次
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
。

　

話
す
こ
と
を
強
制
し
て
し
ま
う
。

　

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
場
面
緘
黙

の
子
供
は
「
話
さ
な
い
」
の
で
は
な
く
、「
話

せ
な
い
」
状
態
な
の
で
あ
る
。

　

故
意
に
黙
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
の
で
、「
き

ち
ん
と
声
を
出
し
な
さ
い
」
と
い
う
声
掛
け
は

子
供
の
心
の
コ
ー
ト
を
更
に
押
さ
え
る
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
う
。

　

ま
た
、
次
の
行
為
も
「
北
風
」
に
な
る
。

　

大
き
な
声
を
出
す
。

　

場
面
緘
黙
の
子
供
は
背
景
に
感
覚
過
敏
を
抱

え
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
特
に
聴
覚
に
お
い
て

顕
著
に
現
れ
る
。
そ
の
子
供
に
向
け
た
も
の
で

は
な
い
場
合
も
、
怒
鳴
り
声
や
叱
責
の
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
な
感
情
の
込
も
っ
た
大
き
な
声
は
、
更

に
子
供
の
心
の
コ
ー
ト
を
き
つ
く
締
め
て
し
ま

う
こ
と
に
な
る
。

　

そ
れ
で
は
「
太
陽
」
の
対
応
と
は
何
か
。
子

供
の
心
に
日
を
照
ら
す
対
応
と
は
何
か
。

　

私
が
常
に
心
掛
け
て
い
る
の
は
、
次
の
こ
と

で
あ
る
。

　

子
供
に
向
か
っ
て
ほ
ほ
笑
む
こ
と
。

　

場
面
緘
黙
の
子
供
は
「
特
定
の
場
所
で
話
せ

な
い
」
と
い
う
状
態
は
同
じ
で
も
、
そ
の
背
景

に
あ
る
課
題
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
。

　

よ
っ
て
そ
の
背
景
に
応
じ
た
対
応
が
必
要
に

な
る
が
、
共
通
し
て
必
要
な
対
応
は
、
子
供
に

対
し
て
温
か
な
ほ
ほ
笑
み
を
浮
か
べ
な
が
ら

「
お
は
よ
う
」
と
声
掛
け
を
す
る
こ
と
で
あ
る
。

笑
顔
と
い
う
太
陽
は
、
何
よ
り
も
子
供
の
心
を

ぽ
か
ぽ
か
に
さ
せ
る
。

　

即
効
性
の
な
い
こ
と
か
も
し
れ
な
い
が
、
場

面
緘
黙
の
子
供
の
心
の
コ
ー
ト
を
脱
い
で
も
ら

う
に
は
、
笑
顔
も
教
師
の
ス
キ
ル
だ
と
思
っ
て

実
践
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。

　

そ
し
て
最
後
に
、
次
の
対
応
は
決
し
て
「
太

陽
」
で
は
な
く
、「
北
風
」
に
な
る
こ
と
を
再

度
お
伝
え
し
て
お
き
た
い
。

　

放
置
・
無
関
心

教室でできる

言
語
聴
覚
士
　
下し

も

妻づ
ま

玄き
よ

典の
り

下妻 玄典
LD等の専門家
　巡回相談 事業
　巡回相談員
虹の子ども
　クリニック

言語療法 場
面
緘か

ん

黙も
く

を
考
え
る
　
実
践
編
④

私
自
身
が
療
育
場
面
で
行
っ
て
い
る
こ
と
〜
ま
と
め

対
応
の
基
本
は
「
北
風
と
太
陽
」
の
「
太
陽
」
で
あ
る
。

小お

野の

隆た
か

行ゆ
き

１

Ｉ
Ｔ
が
学
習
困
難
児
を
救
う

　

ボ
ス
ト
ン
で
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ク
ー

ル
を
視
察
し
た
。
そ
の
校
長
先
生
の

言
葉
が
今
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。

　

勉
強
が
苦
手
な
子
も
得
意
な

子
も
、
ど
ち
ら
も
伸
ば
す
の
は

困
難
な
こ
と
だ
っ
た
。
し
か
し
、

そ
れ
を
Ｉ
Ｔ
が
解
決
し
て
く
れ

た
。（
文
責
：
小
野
）

　

一
年
生
の
教
室
を
参
観
し
た
。
ス

ナ
ッ
ク
タ
イ
ム
※1
が
終
わ
り
、
バ
ラ

バ
ラ
に
子
供
た
ち
が
動
き
出
し
た
。

　

次
は
、
算
数
の
時
間
。

　

無
造
作
に
つ
り
下
げ
ら
れ
て
い
る

ビ
ニ
ー
ル
の
袋
を
そ
れ
ぞ
れ
が
持
っ

て
く
る
。
取
り
出
し
た
の
は
タ
ブ

レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
だ
っ
た
。

　

キ
ー
ボ
ー
ド
を
取
り
付
け
、
慣
れ

た
手
付
き
で
パ
ス
ワ
ー
ド
を
打
ち
込

み
、
ロ
グ
イ
ン
し
た
。
そ
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
が
違
っ
た
学
習
を
進
め
て

い
っ
た
。

　

私
た
ち
が
視
察
に
行
っ
た
の
は
九

月
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
新
年
度

の
ス
タ
ー
ト
に
当
た
る
。

　

つ
ま
り
、
日
本
の
一
年
生
の
四
月

と
同
じ
。
そ
う
考
え
る
と
、
あ
ま
り

の
違
い
に
言
葉
も
出
な
く
な
る
。
一

年
生
の
段
階
で
、
既
に
そ
れ
ぞ
れ
の

進
度
で
学
習
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

校
長
先
生
の
言
葉
ど
お
り
の
映
像

が
目
の
前
に
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
た
。

２

グ
ル
ー
プ
で
行
う
学
習

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
学
習
を
し
て
い
る
同

じ
教
室
で
、
六
～
七
人
の
子
が
先
生

の
周
り
に
集
ま
っ
て
座
っ
て
い
た
。

　

そ
こ
で
は
、
お
互
い
の
考
え
を
出

し
合
い
、
話
し
合
い
を
し
な
が
ら
学

習
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。
い
わ
ゆ
る

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
確
か
に
合
理
的
だ
。
あ
る

程
度
人
数
が
絞
ら
れ
た
方
が
、
効
率

的
に
学
習
を
進
め
ら
れ
る
。
ま
た
、

こ
の
よ
う
な
内
容
は
、
教
師
が
付
い

て
行
う
必
要
が
あ
る
。

　

こ
こ
で
、
さ
ら
に
驚
い
た
こ
と
が

あ
っ
た
。
時
間
が
き
た
ら
、
そ
の
グ

ル
ー
プ
は
別
の
場
所
に
移
動
し
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
学
習
に
入
っ
て
い
っ
た
の

で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
一
時
間
の
中
で
も
、

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
違
う
学
習
内
容
が

同
時
進
行
で
行
わ
れ
て
い
る
。

　

日
本
の
よ
う
に
、
全
員
が
同
じ
時

間
で
、
同
じ
内
容
を
同
じ
方
法
で
学

習
し
て
い
る
と
い
う
の
と
は
、
概
念

が
全
く
違
っ
て
い
る
。

３

Ｌ
Ｄ
︵
学
習
障
害
︶
の  

専
門
学
校

　

こ
の
よ
う
な
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ク
ー

ル
で
も
、
指
導
が
困
難
な
子
が
い
る
。

　

そ
う
い
っ
た
レ
ベ
ル
の
子
供
た
ち

ば
か
り
が
通
っ
て
い
る
の
が
、
ラ
ン

ド
マ
ー
ク
ス
ク
ー
ル
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
は
、
様
々
な
ア
セ
ス
メ
ン

ト
※2
を
駆
使
し
、
そ
の
子
に
必
要
な

指
導
を
行
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
も

ち
ろ
ん
そ
の
指
導
は
エ
ビ
デ
ン
ス
に

基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
。

　

本
連
載
で
も
取
り
上
げ
た
よ
う
に
、

マ
ル
チ
セ
ン
サ
リ
ー
を
使
っ
た
指
導

が
数
多
く
開
発
さ
れ
て
い
る
。

　

わ
り
算
の
筆
算
を
床
に
チ
ョ
ー
ク

で
書
い
た
指
導
に
は
驚
か
さ
れ
た
。

　

計
算
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
※3
を
足
で

踏
み
な
が
ら
確
認
し
て
い
く
。「
お
ろ

す
」
部
分
を
足
で
下
ろ
す
の
で
あ
る
。

　

ア
メ
リ
カ
の
教
育
は
重
層
的
だ
。

今
後
も
視
察
を
続
け
て
い
く
。

ア
メ
リ
カ
視
察
か
ら
み
る
学
習
困
難
性
へ
の
合
理
的
配
慮

Ｉ
Ｔ
を
道
具
と
し
て
使
い
こ
な
す
。
教
師
も
子
供
も
そ
う
だ
。

そ
の
上
に
、
最
先
端
の
エ
ビ
デ
ン
ス
を
基
に
し
た
指
導
が
行
わ
れ
る
。

単
一
的
な
日
本
の
教
育
と
対
照
的
な
、
重
層
構
造
の
教
育
が
行
わ
れ
て
い
る
。

岡
山
県
岡
山
市
立
西
小
学
校

3

※2
個
人
の
状
態
像
（
自
覚
症
状
や
表
情
、
言
動
か
ら
の
判
断
）
を
理
解
し
、
必
要
な
支
援
を
考
え
た
り
、

将
来
の
行
動
を
予
測
し
た
り
、
支
援
の
成
果
を
調
べ
た
り
す
る
こ
と
。

※3
問
題
を
解
く
た
め
の
手
順
を
定
型
化
し
た
も
の
。

※1
大
抵
の
ア
メ
リ
カ
の
学
校
に
あ
る
、
お
や
つ

の
時
間
。
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ま
と
め
る
と
、
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く
医
療

に
お
い
て
大
切
な
の
は
、
医
師
が
、

１　
エ
ビ
デ
ン
ス
の
あ
る
医
療
技
術
を
知
り
、

２　
「
１
」
を
患
者
の
価
値
観
に
合
わ
せ
て
、

３　

使
い
こ
な
す
技
能
を
も
つ

こ
と
で
あ
る
。
医
師
が
エ
ビ
デ
ン
ス
の
あ
る
医

療
技
術
を
患
者
の
実
態
を
踏
ま
え
ず
に
押
し
付

け
る
の
は
、
Ｅ
Ｂ
Ｍ
で
は
な
い
。
そ
れ
は
エ
ビ

デ
ン
ス
の
定
義
か
ら
し
て
、
間
違
え
て
い
る
。

　

教
育
界
に
当
て
は
め
る
と
、
教
師
が
、

１　
エ
ビ
デ
ン
ス
の
あ
る
教
育
技
術
を
知
り
、

２　

そ
れ
を
子
供
の
実
態
に
合
わ
せ
て
、

３　

使
い
こ
な
す
技
能
を
も
つ

こ
と
が
大
切
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
主
張
そ
の
も
の
で
あ
る
※3
。

　

エ
ビ
デ
ン
ス
の
あ
る
教
育
技
術
を
知
る
だ
け

で
は
意
味
が
な
い
。
そ
れ
を
「
子
供
の
実
態
に

応
じ
て
使
い
こ
な
す
技
能
」
を
教
師
が
も
た
な

け
れ
ば
、
効
果
は
半
減
す
る
。
そ
れ
ら
を
習
得

で
き
る
学
び
が
提
供
で
き
る
教
育
団
体
を
、
私

は
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
以
外
に
知
ら
な
い
。

エ
ビ
デ
ン
ス
は
絶
対
で
は
な
い

「
自
分
の
実
践
が
エ
ビ
デ
ン
ス
（
科
学
的
根

拠
）
に
基
づ
い
て
さ
え
い
れ
は
、
問
題
な
い
」

と
い
う
考
え
は
間
違
い
だ
。

　

目
の
前
の
患
者
の
状
態
を
十
分
に
考
慮

し
た
上
で
、
エ
ビ
デ
ン
ス
が
あ
る
治
療
技

術
を
使
う
か
ど
う
か
検
討
す
べ
き
だ
※1
。

「
エ
ビ
デ
ン
ス
」
と
い
う
概
念
を
最
初
に
導
入

し
た
の
はGuyatt

で
あ
る
。
彼
は
「
エ
ビ
デ
ン

ス
に
基
づ
く
医
療
（
Ｅ
Ｂ
Ｍ
）」
の
有
用
性
を

世
界
で
最
初
に
提
唱
し
、
右
記
の
よ
う
に
出
発

地
点
か
ら
は
っ
き
り
と
「
医
師
は
エ
ビ
デ
ン
ス

の
あ
る
医
療
技
術
を
使
う
だ
け
で
は
駄
目
だ
」

と
主
張
し
た
。
そ
れ
を
受
け
継
ぎ
、Sackett

は
更
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く
医
療
と
は
、
研
究

に
よ
る
最
善
の
エ
ビ
デ
ン
ス
と
医
師
の
技
能
、

患
者
の
価
値
観
を
統
合
す
る
も
の
だ
※2
。

　

彼
の
主
張
を
図
に
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な

る
。

鈴す
ず

木き

良よ
し

幸ゆ
き

東
京
都
立
八
王
子
東
高
等
学
校

教師が取り組む
教育実践の
「エビデンス」

「
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く
実
践
を
！
」
は

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
主
張
そ
の
も
の
だ

「
知
る
＋
実
態
に
合
わ
せ
る
＋
使
い
こ
な
す
」
の
「
三
つ
」
が
そ
ろ
わ
な
け
れ
ば

意
味
が
な
い
。

　　　　　の教育課題新しい時代

ゼロから始める
プログラミング

教育 ※1 G
uyatt

（1991

）「Evidence-based m
edicine

」

 A
C
P
 Journal C

lub M
arch/A

pril:A
-16

※2 Sackett

（2000

）「Evidence-B
ased M

edicine: 
 H
ow

 to P
ractice and Teach EB

M

」C
hurchill 

 Livingstone

※3 https://w
w
w
.toss.or.jp/infom

ation

　

単
元
計
画
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

１　

教
師
の
範
読
・
児
童
の
音
読

２　

登
場
人
物
・
中
心
人
物
・
視
点
・
色
の
イ

メ
ー
ジ
を
「
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
メ
モ
」
に
各
自
書
か

せ
て
い
く

３　

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を
検
討
す
る

４　

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
場
面
を
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
で
表
現
す
る

５　

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
作
品
を
交
流
し
な
が

ら
、
色
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
検
討
す
る

　

子
供
た
ち
は
こ
れ
ま
で
の
物
語
教
材
で
身
に

付
け
た
分
析
批
評
の
用
語
を
使
っ
て
、
自
分
の

考
え
を
た
く
さ
ん
書
く
こ
と
が
で
き
て
い
た
。

第
三
時
で
は
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
に
つ
い
て
討
論

さ
せ
た
。
そ
の
後
に
、
自
分
が
解
釈
し
た
ク
ラ

イ
マ
ッ
ク
ス
の
場
面
を
「
ビ
ス
ケ
ッ
ト
 ※
」
で

表
現
さ
せ
た
。
総
合
的
な
学
習
の
時
間
な
ど
に

何
度
も
体
験
さ
せ
て
い
る
ツ
ー
ル
で
あ
る
。
ど

の
子
も
使
い
こ
な
し
て
い
た
。
こ
の
と
き
、
次

の
指
示
を
徹
底
さ
せ
た
。

指
示

文
章
を
根
拠
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
し
な

さ
い
。

　

こ
の
指
示
に
よ
り
、「
な
ぜ
そ
の
絵
な
の
か
」

「
な
ぜ
そ
の
動
き
な
の
か
」
な
ど
の
根
拠
が
必

要
に
な
る
。
教
科
書
の
文
章
や
、
自
分
の
考
え

が
書
か
れ
た
ノ
ー
ト
を
見
な
が
ら
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
Ｐ
Ｃ
に
向
か
っ

て
い
た
。

　

ビ
ス
ケ
ッ
ト
は
、

「
色
を
表
現
す
る
機

能
」
が
優
れ
て
い

る
。
子
供
た
ち
は
、

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

を
し
な
が
ら
、「
色

に
関
す
る
言
葉
」
に
注
目
し
て
い
た
。
こ
の
教

材
文
に
は
「
青
い
石
の
板
」「
真
っ
白
に
燃
え

て
」
な
ど
色
を
用
い
た
情
景
描
写
が
数
多
く
登

場
す
る
。
子
供
た
ち
が
作
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
作
品
を
全
体
で
交
流
し
た
後
に
、
次
の
発
問

を
し
た
。

発
問

こ
の
作
品
で
、
一
番
大
切
な
色
は
何
色

で
す
か
。

「
青
」
と
「
白
」
に

分
か
れ
た
。
討
論
を

行
う
と
、
登
場
回
数

や
色
の
イ
メ
ー
ジ

に
つ
い
て
、
非
常
に

活
発
な
討
論
に

な
っ
た
。「
紺
三
郎

の
名
前
に
紺
色
が

付
い
て
い
る
。
だ
か

ら
青
だ
」
と
い
う
意
見
に
対
し
て
、「
そ
れ
を

言
う
な
ら
四
郎
は
、『
し
ろ
ー
』
だ
か
ら
白
だ
」

と
い
う
反
論
ま
で
出
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
は
、

目
的
で
は
な
く
、
文
章
を
読
み
取
る
手
段
で
あ

る
。
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
さ
せ
る
こ
と
で
、
文
章

を
解
釈
す
る
能
力
が
よ
り
高
ま
る
と
実
感
し
た
。

第
五
学
年
・
国
語
「
雪
わ
た
り
」
を
「
ビ
ス

ケ
ッ
ト
」
で
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
さ
せ
る

文
部
科
学
省
「
小
学
校
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
手
引
（
第
二
版
）」
を

参
考
に
し
て
授
業
を
行
っ
た
。

塩し
お

谷や

直な
お

大ひ
ろ

北
海
道
斜
里
町
立
斜
里
小
学
校

教育出版・国語
５年下・p.44-71

※ https://w
w
w
7.viscuit.com

/
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授業技量向上の法則

授業力向上に
役立つこの１冊

全
国
生
活
指
導
研
究
協
議
会
へ
の

批
判
は
こ
こ
か
ら
始
ま
っ
た

全
国
生
活
指
導
研
究
協
議
会
（
以
下
、
全
生
研
）
を
代
表

す
る
宮
坂
理
論
・
竹
内
理
論
に
遡
っ
て
の
批
判
的
検
討
は
原
典
か
ら
の
出
発
で
あ
る
。

板い
た

倉く
ら

弘ひ
ろ

幸ゆ
き

東
京
都
台
東
区
立
大
正
小
学
校

法
則
化
浅
草
サ
ー
ク
ル

１　

向
山
洋
一
氏
が
心
血
を
注
い
で
勉
強
す
る

　

向
山
氏
が
「
こ
れ
ま
で
に
な
い
ほ
ど
勉
強
し
た
」

と
い
う
本
が
竹
内
常
一
著
『
生
活
指
導
の
理
論
』

で
あ
る
。
谷
和
樹
氏
も
「
超
お
宝
本
で
す
」
と
絶

賛
し
た
。
一
週
間
、東
北
の
山
奥
の
旅
館
に
籠
も
り
、

「
場
所
的
に
何
も
で
き
な
い
と
こ
ろ
だ
っ
た
か
ら
」

と
冗
談
で
言
っ
て
い
た
が
、
こ
の
本
を
前
も
っ
て

そ
こ
に
持
ち
運
ん
だ
の
で
あ
る
か
ら
、
当
然
猛
勉

強
に
な
る
こ
と
は
自
覚
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
本
を
め
く
っ
て
み
れ
ば
明
ら
か
で
あ
る
。

　

五
〇
〇
ペ
ー
ジ
の
分
厚
さ
。
第
一
部
学
習
法
的
生

活
指
導
の
理
論
︱
宮
坂
哲
文
の
生
活
指
導
理
論
︱

は
約
一
二
〇
ペ
ー
ジ
に
わ
た
り
、
著
者
が
宮
坂
理

論
の
批
判
的
検
討
を
加
え
る
展
開
に
な
っ
て
い
る
。

そ
の
間
を
読
ん
で
み
る
と
、
見
開
い
た
と
き
に
サ

イ
ド
ラ
イ
ン
な
ど
書
き
込
み
が
全
く
な
い
の
は
三

回
の
み
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
は
全
て
何
ら
か
の
書

き
込
み
が
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
本
は
、
一
宮
図

書
館
に
は
、
恐
ら
く
ほ
か
に
一
冊
も
な
い
で
あ
ろ

う
。
そ
れ
く
ら
い
、
向
山
氏
が
全
精
力
を
込
め
て

研け
ん

鑽さ
ん

し
た
と
推
察
で
き
る
。

２　

な
ぜ
こ
の
本
を
研
究
し
た
の
か

　

本
書
研
鑽
の
目
的
は
、
全
国
教
研
集
会
で
全
生

研
の
班
・
核
・
討
議
つ
く
り
理
論
に
対
し
て
向
山

氏
が
批
判
的
検
討
を
理
論
化
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。

　

全
生
研
と
い
え
ば
、
私
た
ち
法
則
化
・
Ｔ
Ｏ
Ｓ

Ｓ
に
と
っ
て
は
、
な
じ
み
の
あ
る
人
は
故
大
西
忠

治
氏
で
あ
る
。『
す
ぐ
れ
た
授
業
へ
の
疑
い
』（
向

山
洋
一
著　

明
治
図
書
）
の
中
で
、
向
山
氏
と
大

西
氏
の
出
会
い
の
や
り
取
り
が
書
か
れ
て
い
る
。

け
れ
ど
も
、
全
生
研
を
結
成
し
、
理
論
的
指
導
者

の
立
場
に
い
た
人
物
は
宮
坂
哲
文
氏
や
竹
内
常
一

氏
で
あ
っ
た
。

　

そ
れ
が
た
め
に
、
向
山
氏
の
多
数
の
サ
イ
ド
ラ

イ
ン
は
、
大
西
氏
が
中
心
と
な
っ
た
班
・
核
づ
く

り
理
論
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
も
っ
と
前
提
に
あ

る
戦
後
か
ら
当
時
に
掛
け
て
生
活
指
導
論
の
理
論

的
支
柱
と
な
っ
て
い
た
宮
坂
理
論
に
対
す
る
、
竹

内
氏
の
批
判
的
検
討
に
引
か
れ
て
い
た
。

　

そ
う
な
る
と
、
班
・
核
・
討
議
つ
く
り
理
論
の

批
判
的
検
討
を
、
向
山
氏
は
ど
こ
で
す
る
の
だ
ろ

う
か
と
疑
問
に
思
っ
た
。
そ
こ
で
、
そ
の
後
の
部

分
を
ま
た
一
ペ
ー
ジ
ず
つ
め
く
っ
て
い
く
と
、
四

〇
四
ペ
ー
ジ
に
、
四
行
に
わ
た
る
サ
イ
ド
ラ
イ
ン

と
、
長
短
合
わ
せ
て
十
行
以
上
に
も
な
る
向
山
氏

の
批
判
の
書
き
込
み
文
章
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

３　

向
山
氏
の
批
判
の
核
心

　

本
書
「
第
二
節
・
集
団
つ
く
り
の
実
践
的
構
造
」

の
構
成
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

①
生
活
指
導
実
践
の
誕
生　

②
要
求
の
組
織
化
と

集
団
の
ち
か
ら　

③
教
師
の
指
導
性
と
要
求
の
組

織
化　

④
集
団
の
自
己
指
導

　

こ
の
④
に
含
ま
れ
る
次
の
文
章
に
ラ
イ
ン
が
引

い
て
あ
っ
た
。「
教
師
は
核
の
育
成
に
と
り
く
む
ば

あ
い
、
し
ば
し
ば
生
活
意
識
、
集
団
意
識
の
高
い

子
ど
も
に
着
目
し
か
れ
ら
に
依
拠
し
て
い
こ
う
と

す
る
。（
中
略
）
意
識
の
高
い
子
ど
も
が
必
ず
し
も

集
団
に
た
い
す
る
個
人
的
影
響
力
を
も
っ
て
い
な

い
か
ら
で
あ
る
」

　

こ
の
傍
線
部
分
に
対
し
、
向
山
氏
は
次
の
よ
う

に
書
き
込
ん
で
い
た
。「
何
故
、
個
人
的
影
響
力
か

ら
出
発
す
る
の
か
。（
以
下
略
）」

　

こ
の
後
、
向
山
実
践
に
見
ら
れ
る
氏
の
学
級
づ

く
り
論
の
骨
格
と
も
い
え
る
主
張
が
示
さ
れ
て
い

た
。（
向
山
氏
の
書
き
込
み
は
デ
ジ
タ
ル
参
照
）

『生活指導の理論』
（竹内常一著　明治図書）

向山洋一が学んだこの1冊！

１
本
棚
の
前
で

　

時
刻
午
前
六
時
二
十
五
分
。
家
を
出
る
一
分

前
。
本
棚
に
手
を
伸
ば
し
、
本
を
か
ば
ん
に
入

れ
る
。

　

自
宅
が
あ
る
茨
城
県
か
ら
職
場
の
足
立
区
ま

で
は
電
車
で
四
十
分
ほ
ど
。
電
車
の
中
で
読
め

る
だ
け
本
を
読
み
、
情
報
を
イ
ン
プ
ッ
ト
す
る
。

「
今
日
一
日
の
中
で
実
践
で
き
そ
う
だ
」
と

思
っ
た
ペ
ー
ジ
に
片
っ
端
か
ら
折
り
目
を
付
け

て
い
く
。
あ
と
は
一
日
の
中
で
ど
れ
だ
け
ア
ウ

ト
プ
ッ
ト
（
実
践
）
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
。

　

自
分
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
。

　

教
育
技
術
は
、
一
朝
一
夕
に
は
生
ま
れ
な
い
。

先
達
が
残
し
た
先
行
実
践
を
が
む
し
ゃ
ら
に
追

試
し
て
い
く
こ
と
が
、
私
の
生
き
が
い
で
あ
り
、

楽
し
み
で
も
あ
る
。

２
一
日
で
実
践
で
き
た
こ
と

　

今
回
は
、本
棚
の
「
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
長
崎
」
と
「
向

山
洋
一
体
育
実
践
研
究
会
」「
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
大
阪

み
お
つ
く
し
」
の
書
籍
が
並
ん
で
い
る
場
所
に

手
を
伸
ば
し
た
。
以
下
、
一
日
で
実
践
で
き
た

教
育
技
術
で
あ
る
。

①
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
で
得
点
を
挙
げ
た

子
が
得
点
板
を
め
く
り
に
行
く
。

②
授
業
開
始
四
秒
以
内
で
子
供
を
動
か
す
。

③
短
時
間
で
で
き
る
五
十
種
類
の
運
動
を

す
る
。

④
大
根
抜
き
ゲ
ー
ム
を
す
る
。

⑤
授
業
開
始
前
に
体
育
館
に
入
る
。

⑥
理
科
の
実
験
と
ノ
ー
ト
ま
と
め
の
時
間

は
別
に
取
る
。

⑦
ハ
ー
ド
ル
を
跳
ぶ
と
き
は
、
反
対
側
か

ら
足
の
裏
が
見
え
る
よ
う
に
す
る
。

⑧
社
会
科
の
「
わ
・
き
・
お
 ※
」
を
板
書
さ

せ
る
と
き
は
、
縦
書
き
で
書
か
せ
る
。

　

以
上
の
八
つ
で
あ
る
。

　

そ
の
日
、
学
年
の
都
合
で
隣
の
ク
ラ
ス
の
体

育
を
授
業
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
一
時
間
の

体
育
の
授
業
の
中
で
、
朝
の
通
勤
時
間
に
学
ん

だ
技
術
を
、
幾
つ
も
実
践
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

さ
ら
に
、
実
践
し
た
こ
と
は
、
ほ
ぼ
毎
週
参

加
し
て
い
る
大
学
生
の
サ
ー
ク
ル
例
会
で
ア
ウ

ト
プ
ッ
ト
（
講
座
を
し
て
整
理
）
す
る
。

　

朝
の
書
籍
一
つ
か
み
の
お
か
げ
で
、
少
し
ず

つ
、
そ
し
て
確
実
に
技
量
が
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。

岡お
か

田だ

健け
ん

太た

郎ろ
う

東
京
都
足
立
区
立
大
谷
田
小
学
校

朝
の
「
一
つ
か
み
」
で
教
育
技
術
を
習
得
す
る

教
育
技
術
を
身
に
付
け
る
に
は
「
本
を
読
む
こ
と
」「
実
践
に
移
す
こ
と
」「
整
理
す
る
こ
と
」

が
大
切
で
あ
る
。
そ
の
日
の
教
育
活
動
を
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
す
る
に
は
朝
の
読
書
が
効
果
的
だ
。

※
分
か
っ
た
こ
と
、
気
付
い
た
こ
と
、
思
っ
た
こ
と
。
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谷
たに

和
かず

樹
き

授業のベーシック
　スキル
ベーシックベーシック
　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル
ベーシック
　スキル

伴
一
孝
の
教
師
道

た
こ
と
が
「
対
応
」
だ
っ
た
と
書
い

て
い
る
こ
と
が
う
れ
し
い
。

　

対
応
は
、
ど
ん
な
に
文
字
で
読
ん

で
も
分
か
ら
な
い
。
そ
の
場
で
見
て
、

そ
の
対
応
に
気
付
く
レ
ベ
ル
の
力
量

を
も
っ
た
先
生
が
、
そ
の
気
に
な
っ

て
、
実
際
に
教
室
で
意
図
的
に
努
力

し
て
も
、
数
年
は
か
か
る
だ
ろ
う
。

３　

向
山
洋
一
氏
の

神
対
応
︵
算
数
編
︶

　

さ
て
、
こ
こ
ま
で
長
々
と
私
自
身

の
対
応
場
面
を
書
い
て
き
た
。

　

次
は
い
よ
い
よ
向
山
氏
の
対
応
を

紹
介
し
よ
う
。
向
山
学
級
の
五
月
。

算
数
で
教
科
書
を
使
っ
た
授
業
場
面

で
あ
る
。
こ
れ
は
有
名
な
エ
ピ
ソ
ー

ド
で
あ
り
、
私
も
雑
誌
論
文
な
ど
に

書
い
た
こ
と
が
あ
る
。
逆
に
知
ら
な

い
人
は
勉
強
が
不
足
し
て
い
る
。

　

教
科
書
の
問
題
は
次
だ
。

　

２
４
４
５
４
９
は
、
お
よ
そ

何
万
と
言
え
ま
す
か
。

感
想
を
発
信
し
て
く
れ
た
。

　

授
業
で
最
も
印
象
に
残
っ
た

こ
と
。

　

自
然
体
で
温
か
い
、
縦
横
無

尽
な
「
対
応
」
で
す
。

　

返
っ
て
く
る
反
応
か
ら
的
確

に
子
供
た
ち
の
状
態
を
把
握
し
、

ス
ピ
ー
ド
、
リ
ズ
ム
、
強
弱
を

変
化
さ
せ
、
子
供
を
や
る
気
に

さ
せ
る
言
葉
を
投
げ
掛
け
、
授

業
に
引
き
込
ん
で
い
か
れ
ま
し

た
。

　

子
供
た
ち
が
ど
ん
な
反
応
を

し
て
も
、
常
に
笑
顔
。

　

ユ
ー
モ
ア
が
あ
り
知
的
で
温

か
な
対
応
。

　

そ
し
て
、
本
当
に
楽
し
そ
う

に
授
業
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

谷
先
生
が
醸
し
出
す
楽
し
さ

が
、
ど
ん
ど
ん
子
供
た
ち
に
伝で
ん

播ぱ

し
て
い
く
の
を
感
じ
ま
し
た
。

　

武
田
氏
は
非
常
に
力
の
あ
る
先
生

だ
。
私
の
授
業
で
最
も
印
象
に
残
っ

１
心
の
底
か
ら
す
ご
い
と  

思
っ
て
驚
け
る
こ
と

「
し
い
て
」
を
漢
字
に
直
す
問
題

（
正
解
は
「
強
い
て
」）
の
続
き
で
あ

る
。
次
の
答
え
を
ノ
ー
ト
に
書
い
て

持
っ
て
来
た
子
が
い
た
。

３　

静
い
て

　

私
は
、
そ
れ
を
板
書
し
な
が
ら
、

次
の
よ
う
に
言
っ
た
。

「
静
か
な
闘
志
」
だ
ね
。
か
っ

こ
い
い
で
す
ね
ー
。

　

こ
こ
ま
で
「
心
意
て
」「
指
手
」「
静

い
て
」
の
全
て
の
「
誤
答
」
に
積
極

的
な
意
味
付
け
を
し
、
褒
め
た
こ
と

に
な
る
。

　

こ
の
褒
め
て
い
る
と
き
の
教
師
の

様
子
に
「
わ
ざ
と
ら
し
さ
」
や
「
う

そ
く
さ
い
」
感
じ
が
、
ホ
ン
の
か
す

か
に
で
も
あ
っ
た
ら
駄
目
だ
。
子
供

は
必
ず
見
抜
く
。

　

本
当
に
、
心
の
底
か
ら
凄
い
と

思
っ
て
驚
け
る
こ
と
が
、
こ
う
し
た

対
応
の
本
質
な
の
で
あ
る
。

２
縦
横
無
尽
な
﹁
対
応
﹂

　

こ
の
授
業
を
参
観
し
て
い
た
神
奈

川
の
武
田
晃
治
氏
は
、
次
の
よ
う
な

授業のベーシックス
キル６
「授業での対応・
応答」㉔
「うそ」や「わざとらしさ」が
感じられる対応は駄目だ。子
供たちは簡単に見破る。目の
前の子供たちの様子に対して、
本当に、心の底からすばらし
いと思える感性が必要である。

　

酒
を
止
め
た
。
理
由
は
幾
つ
か
あ
る
。
一
番

は
「
自
信
が
あ
る
か
ら
」
だ
。
私
は
「
絶
縁
能

力
」
が
高
い
。「
や
ら
な
い
」
と
言
っ
た
ら
、

余
程
の
こ
と
が
な
い
限
り
貫
け
る
。
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ

で
講
座
を
請
け
負
う
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
周

囲
に
「
家
族
の
死
に
目
に
は
会
え
な
い
」
と

言
っ
て
き
た
。
そ
の
と
お
り
に
な
っ
た
。
後
悔

は
な
い
。
当
然
だ
。

　

隣
人
が
常
態
化
し
た
習
慣
を
変
え
る
と
、
周

囲
の
対
応
は
二
通
り
に
分
か
れ
る
。
ほ
ぼ
十
割

が
「
あ
れ
こ
れ
尋
ね
る
」
人
た
ち
に
な
る
。
し

か
も
今
回
は
四
十
年
を
超
え
る
鉄
板
だ
。
普
通

で
あ
る
。
私
で
も
、
知
人
に
同
様
の
例
が
あ
れ

ば
、
そ
う
や
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取

ろ
う
と
す
る
だ
ろ
う
。「
な
ぜ
で
す
か
？
」「
何

か
あ
っ
た
の
で
す
か
？
」「
い
つ
ま
で
続
け
る

つ
も
り
で
す
か
？
」
な
ど
、
当
人
に
と
っ
て
は

尋
ね
ら
れ
て
も
困
る
こ
と
ば
か
り
だ
。
答
え
て

も
変
だ
し
、
答
え
が
「
言
質
」
と
な
れ
ば
、
な

お
さ
ら
不
便
な
の
だ
。
相
手
に
と
っ
て
は
「
話

の
種
」
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
ち
ら
は
理
由
が

あ
っ
て
の
こ
と
。「
放
っ
て
お
い
て
く
れ
」
と

言
い
た
い
が
、
な
か
な
か
そ
う
は
い
か
な
い
。

口
籠
も
る
し
か
な
く
な
る
。
こ
れ
が
一
般
的
な

人
間
関
係
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
う
で
は
な
い

人
も
い
る
。
例
え
ば
私
の
師
匠
で
あ
る
。

　
　

向
山
洋
一
氏
は
、
黙
し
て
語
ら
な
い
。

　

ほ
か
の
こ
と
で
も
そ
う
だ
。
私
は
近
く
で
何

度
も
目
に
し
て
き
た
。
以
前
、
向
山
学
級
の
卒

業
生
た
ち
と
飲
ん
だ
こ
と
が
あ
る
。
あ
る
男
性

は
、
理
由
が
あ
っ
て
、
教
室
で
も
ず
っ
と
野
球

帽
を
被
っ
て
い
た
。
担
任
の
向
山
氏
は
、
一
切

何
も
言
わ
な
か
っ
た
そ
う
だ
。
こ
れ
が
「
向
山

洋
一
」
で
あ
る
。
私
も
そ
う
あ
り
た
い
と
思
い

な
が
ら
生
き
て
き
た
。
授
業
の
追
試
よ
り
も
、

は
る
か
に
難
し
く
遠
い
道
だ
。
し
か
し
今
回
気

付
い
た
こ
と
が
あ
る
。
向
山
氏
と
同
じ
よ
う
に
、

極
々
ま
れ
に
あ
る
種
の
人
た
ち
が
、
黙
っ
て

「
気
付
か
な
い
振
り
」
を
す
る
。
間
違
い
な
く
、

こ
れ
は
、
人
生
の
玄
人
た
ち
だ
。

　

い
つ
も
の
よ
う
に
食
事
に
行
く
。
な
じ
み
の

店
な
ら
ば
、
最
初
に
「
酒
」
の
オ
ー
ダ
ー
か
ら

入
る
。「
お
茶
」
と
か
「
炭
酸
水
」
と
言
え
ば
、

「
ど
う
か
な
さ
い
ま
し
た
か
？
」
と
く
る
。
普

通
だ
。
そ
れ
で
よ
い
。
あ
り
が
と
う
。
と
こ
ろ

が
、
こ
れ
を
ポ
ー
カ
ー
フ
ェ
イ
ス
で
ス
ル
ー
す

る
店
が
あ
る
。
私
レ
ベ
ル
が
行
け
る
と
こ
ろ
で

二
軒
だ
け
だ
。
こ
れ
は
ふ
だ
ん
か
ら
、
ほ
か
と

は
料
理
も
接
客
も
違
っ
て
い
る
。「
な
る
ほ
ど
」

と
膝
を
打
っ
て
し
ま
う
。「
一
流
の
気
遣
い
」

と
は
、
こ
う
い
う
こ
と
だ
。「
相
手
の
立
場
に

身
を
置
く
」「
世
事
に
精
通
す
る
」。
い
ず
れ
も
、

「
授
業
道
」
に
通
じ
る
要
諦
で
あ
る
。

「
人
の
世
に
は
様
々
あ
る
よ
な
」
を
体
現
す
る
教
師

「
べ
ち
ゃ
く
ち
ゃ
と
し
ゃ
べ
り
す
ぎ
る
教
師
」
が
多
す
ぎ
る
。
第
一
が
「
う
わ
さ
話
」
に
花
を
咲
か
す
人
た
ち
だ
。
自
分
は
蚊
帳
の

外
に
い
て
、責
任
を
被
ら
な
い
。
多
く
は
ど
こ
か
で
聞
き
か
じ
っ
た
誤
情
報
な
の
だ
が
、そ
の
場
が
楽
し
け
れ
ば
そ
れ
で
よ
い
と
思
っ

て
い
る
。自
分
に
語
る
べ
き
中
身
が
な
い
の
だ
か
ら
仕
方
な
い
。第
二
が
「
保
身
」
に
走
る
人
た
ち
だ
。自
分
に
都
合
の
悪
い
話
題
（
情

報
）
は
削
除
す
る
。「
間
違
い
」
だ
と
分
か
っ
て
い
て
も
、
自
身
の
身
が

安
泰
で
あ
れ
ば
、
そ
の
場
の
空
気
に
迎
合
す
る
。

伴ば
ん

一か
ず

孝た
か

長
崎
県
長
与
町
立
長
与
小
学
校



別
れ
の
際
の
教
師
の
務
め

前
年
度
の
教
え
子
の
一
言
か
ら
、
語
り
の
思
い
上
が
り
に
気
付
く
。

別
れ
と
出
会
い
場
面
で
こ
そ
、
教
師
の
務
め
を
再
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。

笠か
さ

井い

美み

香か

門も
ん

間ま

政ま
さ

博ひ
ろ

前
・
東
京
都
公
立
小
学
校
教
諭

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
東
京
教
え
方
研
究
会
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前
年
度
担
任
し
た
Ｒ
さ
ん
が
、
体

育
館
の
舞
台
に
腰
掛
け
て
い
た
私
を

見
付
け
て
小
走
り
で
駆
け
寄
っ
て
き

た
。

　

私
の
隣
に
腰
掛
け
て
、
一
言
。

「
先
生
の
そ
ば
に
い
る
と
安
心
す
る

よ
」

と
Ｒ
さ
ん
。

「
ど
う
し
て
？
」

と
聞
き
返
し
た
。

「
よ
く
分
か
ら
な
い
け
ど
、何
と
な
く
。

そ
れ
に
先
生
三
月
に
言
っ
て
く
れ
た

よ
ね
。
だ
か
ら
言
っ
て
み
た
だ
け
」

　

そ
う
言
っ
て
Ｒ
さ
ん
は
遊
び
の
輪

の
中
に
戻
っ
て
い
っ
た
。

１
三
月
に
何
を
言
っ
た
の
か

　

前
年
度
の
三
月
、
修
了
式
後
、
教

室
に
戻
り
通
知
表
を
渡
し
終
え
て
子

時
、
心
を
制
御
し
て
、
明
る
く
別

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
教
え
子

の
心
を
ひ
き
ず
ら
せ
て
は
だ
め
な

の
だ
。（『
新
版
子
供
と
付
き
合

う
法
則
』
向
山
洋
一
著　

学
芸
み

ら
い
社　

一
七
四
ペ
ー
ジ
）

２
新
年
度
の
向
山
氏
の
こ
の
一
言

　

で
は
、
Ｒ
さ
ん
に
ど
の
よ
う
に
対

応
す
べ
き
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

答
え
は
新
年
度
を
迎
え
た
向
山
氏

の
文
章
の
中
に
あ
っ
た
。

　

初
対
面
の
印
象
が
ど
う
変
わ
る

か
、
そ
し
て
変
わ
ら
な
い
か
、
な

か
な
か
楽
し
み
だ
。「
石
川
先
生

の
所
へ
じ
ゃ
ん
じ
ゃ
ん
行
っ
て
甘

え
て
お
い
で
」
と
子
ど
も
達
に

言
っ
た
。（『
向
山
洋
一
年
齢
別
実

践
記
録
集
』
第
十
五
巻　

向
山
洋

一
著　

東
京
教
育
技
術
研
究
所　

一
六
五
ペ
ー
ジ
）

　

向
山
氏
の
次
の
一
文
で
あ
る
。

「
石
川
先
生
の
所
へ
じ
ゃ
ん

じ
ゃ
ん
行
っ
て
甘
え
て
お
い
で
」

　

こ
の
一
文
こ
そ
、
Ｒ
さ
ん
に
言
う

べ
き
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

な
ぜ
か
？　

向
山
氏
が
指
摘
し
て

い
る
と
お
り
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

超
え
る
に
値
す
る
人
間
に
、
伸

び
て
い
く
子
供
た
ち
に
せ
め
て
価

値
あ
る
力
添
え
が
で
き
る
人
間

に
、
そ
う
な
る
こ
と
が
私
た
ち
教

師
の
務
め
な
の
で
あ
る
。（『
小
学

一
年
学
級
経
営
教
師
で
あ
る
こ
と

を
畏
れ
つ
つ
』
向
山
洋
一
著　

学

芸
み
ら
い
社　

一
七
九
ペ
ー
ジ
）

　

一
年
間
教
え
て
き
た
子
供
た
ち
と

の
別
れ
が
迫
っ
て
き
て
い
る
。

　

明
る
く
別
れ
、
教
え
子
の
心
を
引

き
ず
ら
せ
ず
、
残
り
の
一
か
月
を
過

ご
し
、
教
師
の
務
め
を
果
た
す
。

供
た
ち
に
語
っ
た
。

　

こ
れ
か
ら
先
、
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
が
起
こ
る
。
も
し
も
、
ど
う
し

て
も
苦
し
い
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、

先
生
に
相
談
に
来
な
さ
い
。

　

な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
言
っ

た
の
か
。

　

三
月
ま
で
担
任
し
て
い
た
子
供
た

ち
と
の
別
れ
が
つ
ら
か
っ
た
か
ら
で

あ
る
。
新
し
い
先
生
よ
り
も
私
を

頼
っ
て
ほ
し
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
い
つ
ま
で
も
関
わ
る
こ

と
が
で
き
る
と
思
い
上
が
っ
て
い
た

の
で
あ
る
。

　

向
山
洋
一
氏
の
文
と
正
反
対
の
こ

と
を
し
て
い
た
。

　

教
師
は
、
教
え
子
を
送
り
出
す

別
れ
の
際
の
教
師
の
務
め

前
年
度
の
教
え
子
の
一
言
か
ら
、
語
り
の
思
い
上
が
り
に
気
付
く
。

別
れ
と
出
会
い
場
面
で
こ
そ
、
教
師
の
務
め
を
再
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。

門も
ん

間ま

政ま
さ

博ひ
ろ

前
・
東
京
都
公
立
小
学
校
教
諭

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
東
京
教
え
方
研
究
会

長は

谷せ

川が
わ

博ひ
ろ

之ゆ
き

埼
玉
県
熊
谷
市
立
奈
良
中
学
校

色
あ
せ
な
い
ど
こ
ろ
か
更
に
輝
き
を
増
す

「
向
山
洋
一
映
像
全
集
」（
教
育
技
術
研
究
所
）

学
び
に
飢
え
て
い
る
若
者
は
確
か
に
存
在
す
る
。
彼
ら
の
も
と
に
「
向
山
洋
一
映
像
全
集
」
を

届
け
る
の
が
、
私
た
ち
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
メ
ン
バ
ー
の
仕
事
で
あ
る
。

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
は
研
究
団
体
で
あ
り
、
運
動
体
で
も
あ
る
の
だ
。

１
﹁
向
山
洋
一
映
像
全
集
﹂
の
衝
撃

　

自
己
決
定
権
は
尊
重
す
る
が
、
主
導
権
は
譲

ら
な
い
。
学
級
経
営
、
生
徒
指
導
の
鍵
の
一
つ

で
あ
る
。
二
〇
一
四
年
か
ら
、
セ
ミ
ナ
ー
や
論

文
で
世
間
に
先
駆
け
て
主
張
し
て
き
た
。
人
様

の
情
報
の
切
り
売
り
で
は
な
い
。
荒
れ
と
無
気

力
が
ま
ん
延
す
る
集
団
と
の
格
闘
の
中
で
、
つ

か
ん
だ
真
実
で
あ
る
。

　

二
〇
一
九
年
も
終
わ
る
頃
に
な
っ
て
、「
自

己
決
定
権
」
と
い
う
言
葉
を
あ
ち
こ
ち
で
目
に

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
で
活
動
し
て

い
る
と
、
世
の
中
の
先
を
行
く
経
験
に
恵
ま
れ

る
。
向
山
洋
一
氏
の
実
践
は
、
そ
の
最
た
る
も

の
だ
。
令
和
の
今
見
て
も
、
と
て
つ
も
な
く
新

し
く
、
魅
力
的
だ
。

　

向
山
氏
の
主
張
を
文
部
科
学
省
が
後
追
い
し

て
い
る
の
は
、
説
明
文
指
導
一
つ
を
と
っ
て
も

確
実
だ
。
大
量
採
用
時
代
で
、
学
び
に
飢
え
て

い
る
若
者
が
多
く
存
在
す
る
今
だ
か
ら
こ
そ
、

向
山
実
践
を
広
め
た
い
。
そ
の
際
の
最
大
最
高

の
ツ
ー
ル
が
「
向
山
洋
一
映
像
全
集
」
だ
。
師

走
の
一
門
合
宿
で
、
そ
の
一
部
を
視
聴
し
た
。

そ
の
時
点
で
、
私
は
四
十
一
セ
ッ
ト
を
発
注
し

て
い
た
。
視
聴
し
た
瞬
間
に
思
っ
た
。
百
を
目

指
そ
う
、
と
。
そ
れ
く
ら
い
、
相
手
に
と
っ
て

価
値
の
高
い
映
像
群
な
の
だ
っ
た
。

２
ア
ー
カ
イ
ブ
コ
メ
ン
ト
を
楽
し
む

教
え
子
た
ち

　

今
週
平
日
夜
は
会
議
二
つ
、
通
夜
二
つ
、
そ

し
て
例
会
と
目
白
押
し
。
昔
な
ら
潰
れ
て
い
た

だ
ろ
う
。
だ
が
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
で
の
教
師
修
業
の

お
か
げ
で
元
気
そ
の
も
の
だ
。
そ
れ
を
思
え
ば
、

私
も
少
し
は
成
長
し
て
い
る
と
言
え
る
か
。

　

さ
て
、
先
ほ
ど
駅
で
教
え
子
と
再
会
し
た
。

　

開
口
一
番
、「
学
級
通
信
の
本
、
面
白
い
で

す
！
」
と
言
う
。『
長
谷
川
博
之
の
「
学
級
通
信
」

３
６
５
日
全
記
録
上
・
下
巻
』（
学
芸
み
ら
い

社
）
の
こ
と
で
あ
る
。

　

夏
に
再
会
し
た
教
え
子
と
全
く
同
じ
反
応
だ
。

「
だ
っ
て
、
あ
な
た
は
実
物
を
持
っ
て
い
る
で

し
ょ
う
」

「
ア
ー
カ
イ
ブ
コ
メ
ン
ト
を
読
め
っ
て
、
ラ
イ

ン
で
回
っ
て
い
ま
す
か
ら
！
」

　

い
や
は
や
吃き

っ

驚き
よ
う

。
ラ
イ
ン
の
発
信
者
は
Ａ
男

だ
と
い
う
。
初
学
活
で
、
私
が
話
を
始
め
た
瞬

間
に
突
っ
伏
し
た
や
ん
ち
ゃ
な
男
子
だ
。
た
っ

た
一
年
の
関
わ
り
か
ら
、
四
年
を
経
た
今
も
深

く
つ
な
が
っ
て
い
る
一
人
で
あ
る
。

　

読
ま
れ
る
通
信
で
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
と

自
戒
し
て
書
き
つ
づ
っ
た
文
章
を
、
卒
業
後
も

読
み
返
し
て
く
れ
て
い
る
。
教
師
冥
利
に
尽
き

る
と
は
こ
の
こ
と
だ
。
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回答

高
段
者
が
答
え
る「
私
が
困
っ
て
い
る
こ
と
Q

A

」

＆

林は
や
し

健た
け

広ひ
ろ

山
口
県
下
関
市
立

小
月
小
学
校

高
段
者
編

A

Q

も
二
十
代
の
と
き
に
追
試
し
ま
し
た
。
教
室
中

に
お
菓
子
が
並
び
ま
す
。
保
護
者
か
ら
、
た
く

さ
ん
の
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
や
フ
ル
ー
ツ
の
差
し
入

れ
が
届
き
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
同
僚
か
ら
注

意
を
受
け
ま
す
。「
す
み
ま
せ
ん
で
し
た
！
」

と
担
任
が
謝
れ
ば
い
い
の
で
す
。

　

ほ
か
に
、
林
学
級
で
好
評
だ
っ
た
の
は
、

「
ラ
ー
メ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
」
で
す
。
各
班
で
袋

入
り
の
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
を
作
り
ま
す
。

具
材
は
自
由
。
料
理
し
た
ら
、
あ
と
は
屋
台
の

よ
う
に
う
ろ
う
ろ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
班
を
回

り
ま
す
。「
や
っ
ぱ
り
塩
だ
よ
ね
」「
俺
、
と
ん

こ
つ
」
な
ど
と
い
う
会
話
が
聞
こ
え
ま
す
。

　

ま
た
、
男
装
女
装
パ
ー
テ
ィ
ー
も
あ
り
ま
し

た
。
男
子
は
女
子
の
服
を
、
女
子
は
男
子
の
服

を
着
ま
す
。
男
装
コ
ン
テ
ス
ト
、
女
装
コ
ン
テ

ス
ト
を
し
、
み
ん
な
で
「
一
位
は
誰
か
」
を
決

め
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
私
の
発
案
で
は
な
く
、
子

供
た
ち
の
発
案
で
す
。

　

大
事
な
こ
と
は
、

子
供
の
夢
を
応
援
す

る
こ
と
。

「
い
い
な
ぁ
！
」「
面

白
い
な
！
」
と
、
子

供
が
考
え
た
企
画
を

認
め
、
褒
め
て
あ
げ

る
こ
と
で
す
。

　
別
れ
の
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
林
先

生
お
勧
め
の
三
月
の
授
業・レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
　

１　

授
業

「
学
力
を
き
ち
ん
と
付
け
さ
せ
た
か
？
」

が
大
事
で
す
。

　

算
数
で
言
え
ば
、

①
教
科
書
に
あ
る

②
全
て
の
問
題
を

③
ノ
ー
ト
に

④
ど
の
子
も
解
か
せ
た
の
か

と
い
う
こ
と
。
四
つ
の
う
ち
、
ど
れ
か
一
つ
で

も
欠
け
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

向
山
型
算
数
で
は
、
教
科
書
チ
ェ
ッ
ク
が
大

切
に
な
り
ま
す
。
教
科
書
チ
ェ
ッ
ク
を
教
え
る

こ
と
は
、
学
習
方
法
を
教
え
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
学
習
方
法
を
教
え
れ
ば
、
教
え
子
は
、
こ

れ
か
ら
先
も
自
分
で
学
習
し
て
い
く
よ
う
に
な

り
ま
す
。
そ
の
子
の
財
産
に
な
る
の
で
す
。

２　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
、
何
と
い
っ
て
も
向

山
洋
一
氏
の
実
践
「
お
か
し
の
家
」
で
す
。
私

三
月
に
お
勧
め
の
授
業
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

学
力
を
き
ち
ん
と
付
け
さ
せ
た
上
で
、
子
供
の
夢
を
応
援
す
る
。

「
向
山
洋
一
映
像
全
集
」
が
発
売
さ

れ
た
。
向
山
洋
一
氏
の
授
業
を
五
十

三
名
の
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
実
践
家
が
分
析
解

説
す
る
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
だ
。

　

向
山
氏
は
、
言
う
。

「
い
か
な
る
プ
ロ
に
と
っ
て
も
、
対

象
を
細
か
く
分
析
し
て
み
る
こ
と
が

で
き
る
の
は
、
プ
ロ
の
基
本
的
条
件

な
の
で
あ
る
」（『
教
え
方
の
プ
ロ
・

向
山
洋
一
全
集
１　

二
十
一
世
紀
型

教
師
・
プ
ロ
へ
の
道
』
向
山
洋
一
著

明
治
図
書
）

　

教
師
を
三
十
年
以
上
続
け
て
き
て
、

こ
の
言
葉
の
意
味
と
重
み
を
痛
感
し

て
い
る
。

向
山
洋
一
中
毒
。
書
籍
を
大
人
買
い
、

一
気
読
み
真
っ
最
中
だ
っ
た
。

　

ま
さ
に
、
書
籍
か
ら
向
山
氏
の
授

業
イ
メ
ー
ジ
が
パ
ン
パ
ン
に
膨
ら
ん

で
い
る
状
態
で
あ
る
。

「
ど
ん
な
始
ま
り
方
を
す
る
ん
だ
ろ

う
？　

詩
の
授
業
だ
か
ら
、
初
め
は

詩
の
音
読
か
な
？　

先
生
が
詩
を
読

む
た
め
の
手
掛
か
り
を
ヒ
ン
ト
に
出

す
の
か
な
？
」

　

予
想
は
、
全
く
外
れ
た
。

　

最
初
の
先
生
の
言
葉
が
「
全
員
起

立
」
な
の
だ
か
ら
。

　

自
分
の
中
に
消
化
コ
ー
ド
が
な
く

て
、
の
っ
け
か
ら
放
心
状
態
だ
っ
た
。

　

理
解
不
能
。

　

意
味
は
分
か
ら
な
か
っ
た
が
、
取

り
あ
え
ず
授
業
で
使
っ
て
み
た
。

　

次
の
日
、
国
語
の
時
間
、
い
き
な

り
「
全
員
起
立
」
と
指
示
。

　

何
と
！　

子
供
が
全
員
立
っ
た
。

　

そ
れ
ま
で
、
思
い
ど
お
り
に
動
か

な
か
っ
た
子
供
た
ち
が
、
一
斉
に
席

を
立
っ
た
の
だ
。

「
人
差
し
指
を
出
し
な
さ
い
。
漢
字

の
『
土
』
を
空
中
に
書
き
ま
す
。
サ

ン
、
ハ
イ
ッ
」

　

全
員
が
そ
ら
書
き
を
し
た
。

「
筆
順
を
言
い
な
が
ら
も
う
一
度
。

サ
ン
、
ハ
イ
ッ
」

「
イ
チ
、
ニ
イ
、
サ
ン
」

　

ビ
デ
オ
で
見
た
と
お
り
に
子
供
が

動
い
た
！

　

た
だ
、
こ
の
授
業
行
為
の
意
味
も

効
果
も
分
か
ら
な
か
っ
た
。

　

そ
の
後
、「
春
」
の
授
業
を
不
定

期
に
見
直
し
て
き
た
。

　

五
年
目
、
十
年
目
、
十
五
年
目

⋮
⋮
同
じ
場
面
で
も
、
意
味
や
効
果

が
違
っ
て
見
え
る
（
聞
こ
え
る
）。

「
教
師
に
と
っ
て
も
、
対
象
を
細
か

く
分
析
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ

れ
な
り
の
修
業
の
日
々
が
必
要
な
の

で
あ
る
」（
前
掲
書
）

　

教
師
に
な
っ
て
か
ら
、
ず
っ
と
Ｔ

Ｏ
Ｓ
Ｓ
で
あ
る
。
そ
れ
な
り
の
修
業

の
日
々
が
、
授
業
行
為
を
分
析
・
解

釈
す
る
力
を
培
っ
て
く
れ
た
。

「
向
山
洋
一
映
像
全
集
」
は
、
一
度
、

授
業
だ
け
を
見
て
自
分
で
分
析
し
て

み
る
と
よ
い
。
そ
し
て
、
実
践
家
の

解
説
を
見
る
。
自
分
と
の
大
き
な
分

析
力
の
差
を
実
感
す
る
こ
と
に
な
る

だ
ろ
う
。

　

向
山
氏
の
「
春
」
の
授
業
（「
向

山
洋
一
映
像
全
集
」
第
二
巻
）
を
新

卒
の
と
き
に
見
た
。

　

解
説
は
な
い
。
一
時
間
の
授
業
が

ず
っ
と
流
れ
て
い
る
だ
け
だ
っ
た
。

　

出
だ
し
か
ら
驚
い
た
。

「
全
員
起
立
」
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
次
の
指
示
。

「『
土
』
を
そ
ら
書
き
し
な
さ
い
」

　

初
任
者
研
修
で
、
そ
れ
ま
で
見
せ

て
も
ら
っ
て
い
た
国
語
の
授
業
に
、

い
き
な
り
起
立
さ
せ
る
授
業
は
な

か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
よ
う
な

指
導
も
な
か
っ
た
。

「
春
」
の
授
業
を
見
る
ま
で
の
私
は
、

「
プ
ロ
の
資
質
を
磨
く

若
き
教
師
の
三
年
間
」

「
向
山
洋
一
映
像
全
集
」（
教
育
技
術
研
究
所
）
で
修
業
す
る
。

眼め

は
、
そ
れ
が
探
し
求
め
て
い
る
も
の
以
外
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

探
し
求
め
て
い
る
も
の
は
、
元
々
心
の
中
に
あ
っ
た
も
の
で
し
か
な
い
。

河か
わ

田た

孝た
か

文ふ
み

山
口
県
下
関
市
立
楢
崎
小
学
校



7071 2020. 3

株式会社	騒人社　師
もろ

尾
お

喜
き

代
よ

子
こ

となりの座席の女発
女社長奮戦記

次の夢へ向かって
～アニャンゴ発、日本の子供
たちへのメッセージ

向
むこう

山
やま

恵
え

理
り

子
こ世界初女性

ニャティティ奏者
アニャンゴこと

オクム師匠の教え㉔
アレゴ村でオクムと過ごした日々が、ニャティ
ティ奏者としての私を支えてくれている。

　

フ
ラ
ン
ス
で
は
、
毎
日
の
よ
う

に
音
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催

さ
れ
て
い
た
。
し
か
も
、
入
場
料

が
日
本
の
半
分
以
下
だ
っ
た
り
無

料
だ
っ
た
り
す
る
。

　

そ
れ
で
も
、
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン

が
音
楽
だ
け
で
生
活
し
て
い
け
る

の
は
、
政
府
が
国
策
と
し
て
「
文

化
」
を
保
護
し
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
政
府
に
音
楽
家
な
ど
の
芸
術

家
と
し
て
登
録
さ
れ
、
条
件
を
満

た
せ
ば
助
成
金
が
下
り
る
。

　

百
年
に
一
度
、
ピ
カ
ソ
の
よ
う

な
天
才
が
現
れ
れ
ば
元
が
取
れ
る

と
い
う
の
だ
か
ら
、
日
本
と
は
考

え
方
が
根
本
的
に
違
う
。
実
際
、

そ
の
文
化
を
楽
し
む
た
め
に
、
毎

年
、
何
千
万
人
も
の
観
光
客
が
フ

ラ
ン
ス
を
訪
れ
る
。

　

し
か
し
、
経
済
不
況
は
日
本
で

感
じ
て
い
た
以
上
に
深
刻
で
、
ア

フ
リ
カ
系
ワ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
の
拠
点
は
、
ベ
ル
ギ
ー
の
ブ

リ
ュ
ッ
セ
ル
に
移
り
つ
つ
あ
る
ら

し
か
っ
た
。

　

事
実
、
今
回
の
ム
ベ
ト
・
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
に
出
演
し
た
ミ
ュ
ー

ジ
シ
ャ
ン
の
半
分
以
上
は
ブ

リ
ュ
ッ
セ
ル
か
ら
来
て
い
た
。

　

ワ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
の
世

界
で
は
、
基
本
的
に
容
姿
も
年
齢

も
性
別
も
関
係
な
い
。

　

評
価
の
基
準
は
「
実
力
」
と

「
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
」。
そ
の
両
方

が
な
け
れ
ば
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は

一
人
前
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て

認
め
て
も
ら
え
な
い
。

　

一
度
聴
い
た
リ
ズ
ム
や
メ
ロ

デ
ィ
を
そ
の
場
で
再
現
す
る
ス
キ

ル
や
、
高
度
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
が
あ

る
の
は
当
然
で
、
ス
テ
ー
ジ
上
で

の
立
ち
振
る
舞
い
か
ら
、共
演
者
・

ス
タ
ッ
フ
へ
の
気
配
り
、
そ
の
楽

器
を
生
み
出
し
た
民
族
の
固
有
の

文
化
に
対
す
る
深
い
造
詣
⋮
⋮
。

　

そ
う
し
た
全
て
を
含
め

た
総
合
力
の
こ
と
を
「
実

力
」
と
呼
ぶ
の
だ
と
思
う
。

　

今
、
改
め
て
思
う
の
は
、

ア
レ
ゴ
村
で
過
ご
し
た

日
々
は
、
私
に
と
っ
て

ニ
ャ
テ
ィ
テ
ィ
奏
者
と
し

て
の
総
合
力
を
身
に
付
け

る
貴
重
な
時
間
だ
っ
た
と

い
う
こ
と
。

　

ケ
ニ
ア
奥
地
の
電
気
も

水
道
も
な
い
村
で
オ
ク
ム

と
過
ご
し
た
日
々
が
、

ニ
ャ
テ
ィ
テ
ィ
奏
者
と
し

て
の
今
の
私
を
支
え
て
く

れ
て
い
る
。

「
ア
ニ
ャ
ン
ゴ
、
君
の
バ

イ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
本
物

だ
。
い
つ
で
も
声
を
掛
け

て
く
れ
」

「
君
の
た
め
な
ら
、
ど
こ
へ
で
も

出
掛
け
て
い
っ
て
演
奏
す
る
よ
」

　

別
れ
際
、
リ
ヴ
ァ
と
ボ
ニ
が
そ

う
言
っ
て
く
れ
た
。

　

い
つ
か
日
本
で
こ
の
三
人
の
ア

ニ
ャ
ン
ゴ
ト
リ
オ
ラ
イ
ブ
が
実
現

で
き
た
ら
い
い
な
。

（
母
校
の
小
学
校
で
学
校
講
演
）

掛川合宿報告 
『キーワードで教えるSDGs』（向山洋一
監修　経済広報センター企画　騒人社）、
売り切れ。

１

向
山
先
生
の
足

　

今
年
の
掛
川
合
宿
、
向
山
先
生

の
足
が
痛
く
な
ら
な
か
っ
た
。

　

去
年
は
、
車
椅
子
を
使
わ
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
。
階
段
で
下
り
ら

れ
ず
、
朝
食
会
場
の
階
ま
で
機
械

を
使
っ
て
下
り
た
。

　

今
年
、
向
山
先
生
の
携
帯
の
万

歩
計
を
見
た
ら
、
一
日
目
、
四
千

歩
と
表
示
さ
れ
て
い
た
。（
す
ご

い
で
し
ょ
！
）

　

恵
理
子
さ
ん
が
頼
ん
だ
理
学
療

法
士
さ
ん
に
、
週
二
回
リ
ハ
ビ
リ

を
受
け
て
い
る
。
そ
の
効
果
が
大

き
い
。
週
二
日
二
十
分
程
度
、
優

し
そ
う
で
ハ
ン
サ
ム
な
理
学
療
法

士
さ
ん
と
、
散
歩
で
研
究
所
の
前

を
通
る
。
近
く
に
来
る
と
電
話
が

入
り
、
私
も
表
に
出
る
。
近
く
の

公
園
ま
で
お
供
し
て
、
見
送
る
。

も
う
一
年
以
上
に
な
る
。
こ
れ
な

ら
、
あ
の
広
い
空
港
も
Ｏ
Ｋ
、
飛

行
機
に
乗
っ
て
全
国
に
行
け
る
？

２

世
代
交
代

　

掛
川
合
宿
二
日
目
の
小
嶋
先
生
、

長
谷
川
先
生
の
授
業
は
、
会
場
が

息
を
の
ん
だ
。
巻
き
込
み
感
が
す

ご
か
っ
た
。

　

終
わ
り
の
講
演
で
向
山
先
生
が

突
然
、
お
二
人
の
昇
段
の
発
表
を

し
た
。
理
由
も
褒
め
言
葉
も
何
も

な
い
。「
七
段
に
⋮
⋮
」
と
告
げ

た
だ
け
だ
っ
た
。
会
場
か
ら
大
き

な
拍
手
が
起
こ
り
、
鳴
り
止
ま
な

か
っ
た
。
授
業
を
見
た
人
た
ち
の

心
の
声
の
よ
う
だ
っ
た
。
向
山
先

生
の
シ
ン
プ
ル
な
発
表
が
、
感
動

を
大
き
く
し
た
よ
う
に
も
思
え
る
。

　

向
山
先
生
か
ら
、
式
典
に
つ
い

て
、「
言
葉
を
削
れ
ば
削
る
ほ
ど

感
動
は
大
き
く
な
る
」
と
い
う
よ

う
な
こ
と
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。

そ
の
と
お
り
だ
と
思
っ
た
。

　

お
二
人
の
授
業
を
見
て
、
Ｔ
Ｏ

Ｓ
Ｓ
の
世
代
交
代
は
、
着
実
に
し

か
も
見
事
に
で
き
た
と
実
感
し
た
。

　

世
代
交
代
や
引
継
ぎ
は
、
ど
の

団
体
も
難
し
く
、
多
く
の
団
体
は

高
齢
者
ば
か
り
に
な
る
。
私
は
高

齢
者
で
、
ま
だ
働
い
て
い
る
け
ど
、

引
き
際
は
難
し
い
。

３

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
書
籍

　

掛
川
合
宿
で
、
初
売
り
の
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
本
が
完
売
し
た
。
経
済
広

報
セ
ン
タ
ー
の
佐
桑
さ
ん
か
ら
の

企
画
で
、
谷
先
生
、
青
年
事
務
局

の
先
生
方
に
力
を
借
り
て
原
稿
を

書
い
た
。
校
正
歴
四
半
世
紀
の
板

倉
先
生
が
何
度
も
校
正
し
て
く
れ

た
。
ま
た
、
今
回
は
ほ
と
ん
ど
の

ペ
ー
ジ
の
デ
ザ
イ
ン
を
、
騒
人
社

が
行
っ
た
。
一
ペ
ー
ジ
一
ペ
ー
ジ

こ
だ
わ
っ
て
作
っ
た
。

　

表
紙
は
幾
つ
か
の
中
か
ら
、
向

山
先
生
が
選
ん
で
く
れ
た
。
何
人

も
の
人
に
聞
い
た
が
、
向
山
先
生

が
瞬
時
に
選
ん
で
く
れ
た
。
理
由

を
聞
く
と
、「
タ
イ
ト
ル
が
一
番

目
立
つ
」
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

確
か
に
で
き
て
み
る
と
、
こ
れ
に

し
て
よ
か
っ
た
と
思
う
。

　

完
売
の
一
番
の
理
由
は
、
向
山

先
生
の
指
示
に
あ
る
。「
一
人
一

冊
は
定
価
の
二
二
〇
〇
円
、
一
人

二
冊
以
上
は
、
四
〇
〇
〇
円
に
す

る
と
よ
い
」
と
教
え
て
も
ら
っ
た
。

消
費
税
を
入
れ
る
と
二
四
〇
〇
円

に
な
る
。
約
一
冊
五
百
円
も
違
う
。

向
山
先
生
の
助
言
で
、
売
り
場
に

活
気
が
出
た
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、
今

年
必
ず
、
学
校
現
場
に
下
り
て
く

る
。
一
歩
先
取
り
し
、
こ
の
本
で

授
業
に
挑
戦
し
て
ほ
し
い
。

TOSS教材のお問合わせ、お申込みは
教育技術研究所　0120-00-6564

◆
こ
の
ペ
ー
ジ
の
教
材
は
教
育
技
術
研
究
所
で
お
申
し
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。
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向山洋一の
日常から学ぶ仕事術

「
情
動
」
を
育
む
道
徳
教
育
と

発
達
障
害
支
援

一
情
動
に
関
す
る
調
査
研
究
協
力
者
会
議

　

平
成
十
七
・
十
八
年
度
の
文
部
科
学
省
の

「
情
動
の
科
学
的
解
明
と
教
育
等
へ
の
応
用

に
関
す
る
検
討
会
」
が
、
情
動
の
原
型
は
五

歳
く
ら
い
ま
で
に
形
成
さ
れ
る
こ
と
な
ど
に

つ
い
て
報
告
し
た
。
そ
の
後
、
情
動
に
関
す

る
脳
科
学
研
究
が
飛
躍
的
発
展
を
遂
げ
た
成

果
を
踏
ま
え
て
、
平
成
二
十
四
年
に
同
省
に

「
情
動
の
科
学
的
解
明
と
教
育
等
へ
の
応
用

に
関
す
る
調
査
研
究
協
力
者
会
議
」
が
新
設

さ
れ
、平
成
二
十
六
年
に
「
審
議
の
ま
と
め
」

が
公
表
さ
れ
た
。
こ
こ
で
、「
子
供
の
認
知

力
や
適
応
力
、
学
習
力
等
の
機
能
の
発
達
は
、

感
情
の
動
き
で
あ
る
『
情
動
』
が
基
礎
で
あ

り
、
複
雑
な
背
景
か
ら
起
こ
り
え
る
い
じ
め

等
の
問
題
行
動
に
つ
い
て
も
、『
情
動
』
の

発
達
に
お
け
る
ひ
ず
み
が
極
め
て
重
要
な
因

子
の
一
つ
で
あ
る
（
中
略
）
従
来
の
生
徒
指

導
の
枠
組
み
の
み
で
は
対
応
が
困
難
に
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
科
学
的
な
根
拠
に
よ
る

対
応
の
重
要
性
が
増
し
て
い
る
」
と
指
摘
し
、

科
学
的
根
拠
に
基
づ
く
情
動
研
究
の
成
果
を

教
育
に
応
用
す
る
必
要
性
を
強
調
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、︿
ま
と
め
﹀
と
し
て
、「
従
来
の

行
政
や
施
策
の
縦
割
り
の
垣
根
を
越
え
、
乳

幼
児
段
階
か
ら
初
等
中
等
教
育
段
階
に
至
る

情
動
の
成
長
」
に
適
し
た
教
育
を
施
す
必
要

が
あ
る
と
し
て
、「
従
来
の
大
学
に
お
け
る

教
員
養
成
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
、
子
供
の

情
動
発
達
な
ど
に
関
し
て
は
、
必
ず
し
も
最

新
の
教
育
や
指
導
方
法
が
反
映
さ
れ
て
い
る

と
は
限
ら
ず
、
具
体
的
な
教
育
内
容
は
そ
れ

ぞ
れ
の
大
学
の
教
員
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
て

い
る
現
状
が
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

加
え
て
、
検
討
会
報
告
書
が
提
言
し
た

「
研
究
者
と
教
育
現
場
の
連
携
シ
ス
テ
ム
の

構
築
」
を
具
体
化
し
た
「
情
動
に
関
す
る
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
と
し
て
、「
子
ど
も
み

ん
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
始
ま
っ
た
。
十
大

学
が
参
加
し
、
五
年
間
の
取
組
の
報
告
会
を

二
月
二
十
日
に
千
葉
大
学
で
開
催
。
同
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
「
科
学
的
根
拠
の
あ
る
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
、
教
材
、
教
員
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
開
発
」「
子
ど
も
一
人
一
人
の
情
動
行
動

を
継
続
的
に
と
ら
え
る
こ
と
に
よ
り
、
問
題

行
動
に
対
し
て
予
防
的
に
働
き
か
け
る
こ
と

が
で
き
る
仕
組
み
を
創
発
」「
教
員
、
支
援

者
が
、
科
学
的
根
拠
の
あ
る
情
報
に
、
簡
単

に
ア
ク
セ
ス
し
、
研
修
で
き
る
仕
組
み
」
を

作
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

「
予
防
的
に
働
き
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
仕

組
み
」
は
発
達
障
害
に
つ
い
て
も
研
究
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。
千
葉
大
学
で
は
注
視
点
検

出
技
術
を
活
用
し
た
発
達
障
害
診
断
シ
ス
テ

髙た
か

橋は
し

史し

朗ろ
う

麗
澤
大
学
大
学
院
特
任
教
授

モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
教
授

脳
科
学
と
教
育　

第
十
二
回

日本の　　 のために

人と人のつながりの
深さを感じる上海師範
大学との国際交流
24年の歴史を実感する長年の交流。

　

二
十
四
年
前
、
向
山
先
生
の
中

学
校
時
代
の
恩
師
、
平
井
八
重
先

生
の
推
薦
で
、
向
山
先
生
が
上
海

師
範
大
学
の
客
員
教
授
に
就
任
さ

れ
た
。
そ
こ
か
ら
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
と
上

海
師
範
大
学
の
教
育
交
流
が
始

ま
っ
た
。
昨
年
は
十
二
月
六
日
に

来
日
さ
れ
十
二
月
九
日
ま
で
滞
在

さ
れ
た
。
東
京
・
銀
座
「
土
佐
料

理
祢ね

保ぼ

希け

」
で
の
歓
迎
宴
か
ら

始
ま
り
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
府
中
教
育

サ
ー
ク
ル
の
竹
内
淑
香
先
生
の
勤

務
先
で
あ
る
杉
並
和
泉
学
園
小
学

校
と
小
宮
孝
之
校
長
先
生
の
板
橋

区
立
紅
梅
小
学
校
視
察
、
東
京
観

光
の
の
ち
、
帰
国
さ
れ
た
。

　

杉
並
和
泉
学
園
小
学
校
は
小
中

一
貫
校
の
モ
デ
ル
校
で
、
世
界
中

か
ら
様
々
な
教
育
関
係
者
が
視
察

に
訪
れ
る
と
い
う
。
公
立
と
は
思

え
な
い
す
ば
ら
し
い
施
設
が
あ
り
、

一
年
生
か
ら
英
語
教
育
を
実
施
し

て
い
る
な
ど
特
色
あ
る
学
校
だ
っ

た
。
こ
の
日
は
竹
内
先
生
の
英
語

の
授
業
も
拝
見
で
き
た
。
今
回
、

中
学
校
の
授
業
も
視
察
し
た
い
と

い
う
上
海
側
の
希
望
に
、
視
察
先

が
見
付
か
ら
ず
困
っ
て
い
た
と
き
、

谷
和
樹
先
生
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
呼
び

掛
け
に
竹
内
先
生
が
応
え
て
く
だ

さ
り
、
視
察
が
実
現
し
た
。

　

小
宮
孝
之
先
生
に
は
、
一
昨
年

も
勤
務
さ
れ
て
い
た
大
谷
口
小
学

校
で
お
世
話
に
な
っ
た
。
今
回
の

紅
梅
小
学
校
で
も
全
校
挙
げ
て
の

歓
待
だ
っ
た
。
体
育
館
で
の
歓
迎

会
か
ら
全
学
年
の
授
業
見
学
、
子

供
た
ち
と
一
緒
に
給
食
を
と
る
な

ど
最
高
の
お
も
て
な
し
を
受
け
た
。

　

上
海
師
範
大
学
と
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の

交
流
窓
口
は
勇
眞
先
生
を
中
心
に
、

前
川
淳
先
生
、
澤
田
好
男
先
生
、

根
本
正
雄
先
生
、
舘
野
健
三
先
生

で
、
長
年
に
わ
た
り
訪
中
・
訪
日

の
際
に
ご
尽
力
頂
い
て
い
る
。
今

回
は
新
た
に
神
奈
川
県
の
渡
辺
喜

男
先
生
に
も
助
け
て
い
た
だ
い
た
。

　

こ
の
教
育
交
流
が
途
切
れ
る
こ

と
な
く
続
い
た
理
由
は
研
究
同
志

と
い
う
だ
け
で
な
く
、
平
井
先
生

の
存
在
も
大
き
い
。
来
日
団
、
訪

中
団
の
時
期
に
な
る
と
、
平
井
先

生
か
ら
必
ず
電
話
が
入
る
。
来
日

さ
れ
る
上
海
師
範
大
学
の
先
生
方

の
情
報
や
訪
問
先
な
ど
を
確
認
さ

れ
る
。
お
も
て
な
し
の
留
意
事
項

な
ど
も
教
え
て
い
た
だ
く
。

　

ま
た
、
訪
中
団
に
つ
い
て
も
人

数
や
ど
の
よ
う
な
先
生
が
行
く
の

か
尋
ね
ら
れ
る
。

　

そ
し
て
、「
国
と
国
と
の
交
流

な
の
で
す
か
ら
、
日
本
の
代
表
と

し
て
行
く
よ
う
に
」
と
言
わ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
毎
年
、
平
井
先

生
の
見
守
り
と
ご
指
導
も
あ
り
、

二
十
四
年
の
歴
史
と
な
っ
て
い
る
。

歓迎宴。中央に平井先生。
隣の女性が訪日団の団長先生。
５名の先生方が来日された。

杉並和泉学園小学校。
子供が話せるようになるTOSS型
英会話の授業をする竹内先生。

紅梅小学校。歓迎メッセージは、
小宮先生の手作り。
机上のぬいぐるみは上海実験学校
のマスコット。

美
み

崎
さき

眞
ま

弓
ゆみ特定非営利

活動法人	TOSS
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ム
の
開
発
と
研
究
、
大
阪
大
学
で
は
自
閉
症

ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
児
研
究
、
ペ
ア
レ
ン
ト
・
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
の
「
子
育
て
支
援
学
」
研

究
、
浜
松
医
科
大
学
で
は
自
閉
症
・
広
汎
性

発
達
障
害
の
原
因
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

二
対
症
療
法
か
ら
予
防
へ

「
発
症
し
て
か
ら
対
症
療
法
を
す
る
」
従
来

の
モ
デ
ル
か
ら
、「
発
症
す
る
前
に
予
防
す

る
」、「
発
達
障
害
の
新
し
い
医
療
モ
デ
ル
」

へ
の
転
換
を
目
指
し
て
い
る
と
い
う
。

　

平
成
二
十
一
年
の
埼
玉
改
革
推
進
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
で
筆
者
が
上
田
知
事
に
提
言
し
て

実
現
し
た
埼
玉
県
発
達
障
害
支
援
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
、
科
学
的
根
拠
に
基
づ
く
発
達
障
害

の
早
期
発
見
・
早
期
支
援
シ
ス
テ
ム
を
重
点

的
に
進
め
た
結
果
、
早
期
発
見
で
き
る
保
育

士
・
幼
稚
園
教
諭
、
発
達
障
害
児
と
そ
の
保

護
者
の
劇
的
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
。

　

こ
の
埼
玉
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
画
期
的
成
果

は
自
民
党
障
害
児
者
問
題
調
査
会
で
も
報
告

さ
れ
、
保
護
者
対
応
と
し
て
、
家
族
が
子
供

の
障
害
の
特
性
を
肯
定
的
に
捉
え
ら
れ
る
よ

う
に
促
す
「
ペ
ア
レ
ン
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

に
関
す
る
事
業
化
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、

全
国
へ
の
普
及
が
開
始
さ
れ
た
。

「
脳
科
学
と
教
育
」
研
究
を
リ
ー
ド
し
た
小

泉
英
明
氏
ら
の
助
言
に
基
づ
い
て
、「
か
か

わ
り
指
標
」
を
活
用
し
た
早
期
発
見
・
支
援

が
全
国
的
に
広
が
り
つ
つ
あ
る
 ※
。

三
情
動
を
育
む
道
徳
教
育

　

文
部
科
学
省
が
平
成
十
七
年
か
ら
十
年
以

上
の
年
月
を
掛
け
て
、「
情
動
の
科
学
的
解
明

と
教
育
等
へ
の
応
用
」
の
重
要
性
を
訴
え
て

き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
道
徳
教
育
の
理
論

と
実
践
に
生
か
そ
う
と
い
う
動
き
は
ほ
と
ん

ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
大
津
の
皇
子
山
中
学

校
の
い
じ
め
自
殺
事
件
を
契
機
に
道
徳
の
教

科
化
を
め
ぐ
る
議
論
が
始
ま
っ
た
が
、「
頭
で

分
か
る
認
知
的
共
感
」よ
り
も「
心
で
分
か
る

情
動
的
共
感
」
を
育
む
道
徳
教
育
こ
そ
が
解

決
に
直
結
す
る
と
い
う
視
点
が
欠
け
て
い
た
。

「
情
動
の
科
学
的
解
明
と
教
育
等
へ
の
応

用
」
と
い
う
観
点
は
、
道
徳
教
育
学
会
や
道

徳
教
育
の
授
業
研
究
に
お
い
て
も
本
格
的
に

取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
筆
者

は
平
成
十
七
年
に
「
感
性
脳
科
学
教
育
研
究

会
」
を
立
ち
上
げ
、
同
検
討
会
を
担
当
し
た

文
部
科
学
省
児
童
生
徒
課
の
今
泉
柔
剛
課
長

補
佐
か
ら
「
脳
科
学
と
教
育
研
究
最
新
報

告
」
に
つ
い
て
講
演
し
て
い
た
だ
く
公
開
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
の
を
皮
切
り
に
、
上
智

大
学
の
福
島
章
教
授
、
東
邦
大
学
の
有
田
秀

穂
教
授
、
東
京
女
子
医
科
大
学
の
小
西
行
郎

教
授
、
お
茶
の
水
女
子
大
学
の
森
隆
夫
教
授
、

日
本
大
学
の
森
昭
雄
教
授
、
倉
敷
市
立
短
期
大

学
の
平
山
諭
教
授
ら
を
招
い
て
「
感
性
脳
科

学
」
に
関
す
る
学
術
研
究
を
積
み
重
ね
て
き
た
。

　

ま
た
、
理
論
と
実
践
の
往
還
と
い
う
臨
床

教
育
学
の
立
場
か
ら
、
実
践
発
表
に
も
力
を

入
れ
、
幼
稚
園
長
、
小
学
校
長
、
中
学
校
長

や
養
護
学
校
・
高
校
教
諭
な
ど
に
も
発
表
し

て
い
た
だ
き
、
脳
科
学
を
特
別
支
援
教
育
に

生
か
し
た
実
践
、
リ
ズ
ム
運
動
や
茶
道
な
ど

が
子
供
の
脳
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
の
科

学
的
研
究
な
ど
に
つ
い
て
公
開
セ
ミ
ナ
ー
報

告
書
を
出
し
て
き
た
。

　

本
連
載
で
紹
介
し
て
き
た
研
究
を
「
モ
ラ

ル
サ
イ
エ
ン
ス
に
基
づ
く
新
た
な
道
徳
教
育

学
の
樹
立
を
目
指
し
て
」
と
題
し
て
、
昨
年
、

日
本
道
徳
教
育
学
会
（
二
回
）、
日
本
感
性
教

育
学
会
、
日
本
仏
教
教
育
学
会
で
研
究
発
表

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
来
年
度
中
に
古
稀

記
念
出
版
と
し
て
世
に
問
う
つ
も
り
で
あ
る
。

全
国
の
T
O
S
S
サ
ー
ク
ル
紹
介

http://circle.tos-land.net/

共
に
教
育
を
語
る
仲
間
が
い
る
と
、
教
師
修
業
は
何
倍
も
楽
し
く
な
り
ま
す
！　

授
業
の
腕
を
上
げ
た

い
先
生
、
子
供
が
熱
中
す
る
授
業
を
し
た
い
先
生
は
、
ぜ
ひ
T
O
S
S
サ
ー
ク
ル
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

最新セミナー情報
http://seminar.tos-land.net/

【お知らせ】
TOSSでは、このページでご紹介した以外にもたくさ
んのセミナーを全国で開催しています。
各セミナーの詳細・お申込みは「TOSS最新セミナー
情報」へ！
県別・月別・キーワード検索ができます。

石川県
TOSS SUNRISE

石川県金沢市立千坂小学校

石
いし

坂
ざか

陽
あきら

連絡先：ishizaka-a@trad.ocn.ne.jp

現場の実践が最優先
　現場の実践を第一に考えた取り組みをして
いる。例会は、主に三構成。一つは、指定テー
マでの模擬授業。基本スキルを鍛えるための
取り組みである。一つは、レポートや授業検
討。参加者が実践のレポートや模擬授業を持
ち寄り、提案する。石坂は全ての模擬授業に
代案授業を行う。一つは、石坂や奥本翼氏な
どによるミニ講座。毎回、「セミナー級」と
言われるほどの例会にしたいと考えている。

日本の　　 のために

※
『
気
に
な
る
子
ど
も
の
早
期
発
見
・
早
期
支
援
―
「
か
か
わ
り
指
標
」
を
活
用
し
た
根
拠
に
基
づ
く

　
　

子
育
て
・
子
育
ち
支
援
に
向
け
て
』（
安
梅
勅
江
編
著　

日
本
小
児
医
事
出
版
社
）

山口
県
TOSS下関教育サークル

山口県下関市立小月小学校

林
はやし

健
たけ

広
ひろ

連絡先：hayashitakeadvance@gmail.com

授業と恋話で盛り上がっている！
　20代から50代まで、幅広い層が集うサーク
ル。月に１回・週末、下関。①模擬授業　②
向山洋一氏の映像分析　③本紹介　④恋の話
⑤雑談など。特に、恋の話では、模擬授業よ
りも盛り上がることがある。模擬授業は林が
コメント・代案をする。育児パパ、育児ママ
も子供と一緒に例会に参加している。サーク
ルLINEでは、クラスの何気ない悩みごと、林
の教室実践写真などが発信されている。

3月 向山型算数セミナー・向山型国語教え方教室
（TOSS中央事務局　手塚美和）

◆向山型国語教え方教室IN東京
【テーマ】新指導要領・新教科書教材への

向山型国語の挑戦
【開催日】2020年３月29日（日）
【開催場所】TFTビル　
【講師】伴一孝氏・椿原正和氏・長谷川博之氏
　講座０　最新VTR公開（お一人10分）　
　　　　　講師の先生の映像が見られます！
　講座１　ここが知りたい！　向国実践
　　　　　①	中高における討論指導のステップ　
　　　　　　	（コメント　長谷川博之氏）
　　　　　②	システム化できる漢字スキルの指導
　　　　　　	（コメント　椿原正和氏）
　　　　　③	１年間を見通した五色百人一首の指導
　　　　　　	（コメント　伴一孝氏）
　講座２　向山映像全集、見所紹介講座
　講座３　中３全国学力テスト国語対策　長谷川氏
　講座４　小６全国学力テスト国語対策　椿原氏
　講座５　『向山型テスト問題の解き方』指導　伴氏
　講座６　新指導要領に完全対応　長谷川氏
　講座７　新教科書小学国語（４５６年）　椿原氏
　講座８　新教科書小学国語（１２３年）　伴氏
　講座９　論文審査
　講座10　伴一孝が語る向山型国語の真髄
　ご挨拶　向山洋一氏

◆向山型算数セミナー IN東京
【テーマ】１学期の算数これで完璧にクリアできるセミナー
【開催日】2020年3月28日（土）
【開催場所】TFTビル
【講師】木村重夫氏・河田孝文氏・石坂陽氏・
　　　		戸村隆之氏・林健広氏・松島博昭氏
【新・専任講師】小嶋悠紀氏
　第１講座　向山型算数　基本技能習得演習
　第２講座　１年間の算数を１週間で安定させるポイント！
　第３講座　全学年網羅！　参加した方々の単元
　　　　　　テスト平均点90点以上を保証！
　　代案者　松島博昭氏（１年）・林健広氏（２年）・
　　　　　　松島博昭氏（３年）・小嶋悠紀氏（４年）・
　　　　　　河田孝文氏（５年）・木村重夫氏（６年）
　第４講座　向山洋一映像全集　「算数」を高段者が
　　　　　　「見える化」する！
　第５講座　「あの子を100点に迫らせる！　
　　　　　　効果的な算数の科学的な手立て！」
　第６講座　河田's		EYE！「河田だったらこうする！
　　　　　　低・中・高学年『あの難単元』を克服
　　　　　　する河田の一手！　
　第７講座　木村's		EYE！「あなたにもできる！　
　　　　　　向山先生のような算数授業になる師範
　　　　　　算数授業と教材研究のキモ！」
　第８講座　算数授業限定　QA
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十
二
月
一
日
㈰

向
山
・
谷
塾
大
阪
。
向
山
氏

と
師
尾
氏
の
討
論
講
座
が
炸さ

く

裂れ
つ

。
超
大
好
評
。

十
二
月
二
日
㈪

常
葉
大
の
佐
藤
和
紀
氏
の
講

義
を
堀
田
龍
也
氏
と
参
観
。
そ
の
後
Ｔ
Ｏ
Ｓ

Ｓ
静
岡
メ
ン
バ
ー
も
合
流
し
て
草
薙
で
一
献
。

十
二
月
三
日
㈫

翔
和
学
園
で
定
例
校
内
研
。

十
二
月
六
日
㈮

上
海
師
範
大
か
ら
の
訪
日
団

と
銀
座
で
歓
迎
宴
。
交
流
は
二
十
四
年
目
に
。

十
二
月
七
日
㈯

エ
ネ
ル
ギ
ー・向
算
セ
ミ
ナ
ー

盛
岡
。
算
数
教
科
書
の
読
解
講
座
が
大
好
評
。

十
二
月
八
日
㈰

東
北
検
定
。
審
査
し
て
帰
京
。

十
二
月
九
日
㈪

デ
ジ
タ
ル
チ
ー
ム
。「
向
山

洋
一
映
像
全
集
」
が
ほ
ぼ
完
成
！　

Ｔ
Ｏ
Ｓ

Ｓ
ラ
ン
ド
の
ス
マ
ホ
向
け
大
改
訂
も
佳
境
に
。

十
二
月
十
四
日
㈯

上
総
一
ノ
宮
で
向
山
一
門

合
宿
。
映
像
全
集
試
写
会
で
皆
が
感
涙
。

十
二
月
十
六
日
㈪

正
進
社
と
教
材
関
係
会
議
。

十
二
月
十
七
日
㈫

定
例
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
会
議
後
、

青
年・中
央
事
務
局
忘
年
会
。
新
橋
の
新
橋
亭
。

十
二
月
二
十
一
日
㈯  

日
本
教
育
技
術
学
会
京

都
大
学
大
会
。
百
周
年
時
計
台
記
念
館
。
堀
田

龍
也
氏
の
基
調
講
演
に
全
参
加
者
が
衝
撃
！

十
二
月
二
十
二
日
㈰  

学
会
二
日
目
。検
定
中
心
。

十
二
月
二
十
五
日
㈬  

上
海
師
範
大
附
属
実
験

学
校
へ
。
今
年
も
英
語
で
飛
び
込
み
授
業
。

2019年12月

向
山
日
記

向山・谷日記

『教育コミュニティ』誌とは、1994年に創刊された『ジュニア・ボランティア教育』誌を前身とし、
2014年3月にリニューアル創刊した、教師の社会貢献活動を支える雑誌です。2019年4月号より、『教
育トークライン』誌と合体し、ウェブ展開をスタートしました。

リピーター続出！　
伝統文化教室の企画アイデア集
　私は、表文化（学校の勉強など）を愛し、裏文化（あそびなど）にひたれる子
どもになってもらいたいと思っている。裏文化の世界では、だんぜん私が君臨し
ている。何をやらせても私の方がうまい。（中略）
　将棋、碁、麻雀、パチンコ、百人一首、オセロ、トランプ、手品、おはじき、
おてだま、けん玉、べーごま、めんこ、こま、マンガ、大衆小説、クイズ、歴史
裏話、SL、オーディオに至るまで、まだまだ負けはしない。

（『【新書版】向山洋一全集⑭』　教育技術研究所　35ページより）

CONTENTS
●教育コミュニティ３月号
【連載】
１．教えて！　専門家……舘野健三氏
２．社会貢献活動Q&A……回答：渡辺喜男氏　質問：橋本信介氏
３．越智敏洋のNPO運営講座12……越智敏洋氏

【特別コンテンツ】
●五色百人一首大会の写真を大公開！
・新聞でも紹介！　第22回五色百人一首東京都大会ギャラリー
・撮れたて！　第２回TOSS五色百人一首交流全国大会ギャラリー

●漫画原作大公開！
・	「次回はいつですか？　と子供たちが聞く『わくわく伝統文化教室＆百人一首教
室』」……原田涼子氏

　78～ 79ページに掲載している漫画の原作を公開いたします！
　いただいた原稿がどのように漫画になるのか、読み比べてみると2倍楽しめます。

■教育コミュニティWEB　閲覧方法
①PC・スマートフォンでアクセス　http://kc.tiotoss.jp
②あとは見るだけ、読むだけ、掲示板に書き込むだけ！

※編集部からのお知らせ
「教育コミュニティWEB」では、全国で社会貢献活動をされている方々からの報告を募集
いたします。「公序良俗に反しないもの」「社会貢献活動に関する内容」など、最低限の規準
をクリアしたものは全て掲載いたします（謝礼は発生いたしません）。
　字数は100字～ 1000字程度でご自由に。画像もOKです（著作権にはご配慮ください）。
<contact@tiotoss.jp>まで、件名に「教育コミュニティ投稿」と付けてお送りください。

教育コミュニティWEB　３月号

十
二
月
一
日
㈰

湯
島
聖
堂
に
て
、
五
色
百
人

一
首
東
京
大
会
。
子
供
は
百
五
十
名
。
保
護

者
を
入
れ
る
と
五
百
名
近
い
参
加
者
。

十
二
月
六
日
㈮

上
海
師
範
大
学
の
先
生
方
五

名
が
来
日
。
国
際
交
流
は
今
年
で
二
十
四
年

目
。
歓
迎
宴
は
、
銀
座
「
土
佐
料
理　

祢ね

保ぼ

希け

」。中
学
時
代
の
恩
師
で
あ
る
平
井
八
重
先

生
ご
夫
妻
も
出
席
。
向
山
、
師
尾
、
谷
、
雨

宮
、
根
本
、
舘
野
、
安
田
、
美
崎
。

十
二
月
九
日
㈪

上
海
師
範
大
学
の
先
生
方
が

帰
国
。
滞
在
中
は
、
紅
梅
小
学
校
（
小
宮
孝

之
校
長
先
生
）
と
杉
並
和
泉
学
園
小
中
一
貫

校
（
竹
内
淑
香
先
生
）
の
学
校
視
察
。

十
二
月
十
二
日
㈭

ア
ネ
ッ
ク
ス
一
階
で
中
央

事
務
局
会
議
。四
十
名
。懇
親
会
は「
木
曽
路
」。

十
二
月
十
四
日
㈯

千
葉
研
修
所
で
、
向
山
一

門
合
宿
一
日
目
。
全
国
か
ら
百
二
十
名
。

十
二
月
十
五
日
㈰

向
山
一
門
合
宿
二
日
目
。

東
京
に
戻
り
、
懇
親
会
は
浅
草
「
飯
田
屋
」。

十
二
月
十
七
日
㈫

中
央
事
務
局
・
青
年
事
務

局
合
同
忘
年
会
。
新
橋
「
新
橋
亭
」
五
十
名
。

十
二
月
十
九
日
㈭

夕
方
か
ら
「
山
谷
え
り
子

先
生
を
励
ま
す
会
」
へ
出
席
。
東
京
プ
リ
ン

ス
ホ
テ
ル
。
向
山
、
師
尾
、
並
木
、
雨
宮
、

佐
藤
、
桑
原
、
関
根
、
吉
原
、
水
本
、
美
崎

た
ち
と
。
山
谷
先
生
へ
ご
挨
拶
し
た
あ
と
、

ホ
テ
ル
の
焼
肉
レ
ス
ト
ラ
ン
へ
。

十
二
月
二
十
一
日
㈯  

八
時
に
家
を
出
る
。
京

都
大
学
で
日
本
教
育
技
術
学
会
。
西
阪
先
生

の
お
か
げ
で
会
場
が
借
り
ら
れ
た
。
一
泊
。

十
二
月
二
十
二
日
㈰  

午
前
中
に
も
ど
り
、
品

川
駅
直
結
の
「
す
し
好
」
に
て
昼
食
。

十
二
月
二
十
三
日
㈪  

午
後
、
旗
の
台
小
学
校

で
ア
ニ
ャ
ン
ゴ
の
講
演
会
に
参
加
。
旗
の
台

小
学
校
は
向
山
親
子
の
母
校
。
夕
食
を
品
川

プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
、
雨
宮
、
美
崎
、
師
尾

と
四
人
で
。

十
二
月
二
十
四
日
㈫  

午
後
、
年
末
の
ご
挨
拶

で
、
光
村
教
育
図
書
澁
谷
相
談
役
、
安
藤
社

長
、
松
本
取
締
役
が
来
社
。
そ
の
後
、
日
本

教
育
新
聞
社
長
と
ご
挨
拶
。

十
二
月
二
十
五
日
㈬  

浅
草
「
飯
田
屋
」
に
て

三
人
会
。
板
倉
先
生
、
師
尾
先
生
と
向
山
で
。

「
生
活
綴
方
と
作
文
教
育
」
と
北
方
教
育
の
話
。

十
二
月
二
十
六
日
㈭  

夕
方
、
品
川
「
五
十
三

次
」
で
毎
日
新
聞
知
財
ビ
ジ
ネ
ス
管
理
部
の

中
村
さ
ん
と
懇
親
会
。

十
二
月
二
十
七
日
㈮  

教
育
技
術
研
究
所
の
仕

事
納
め
。
恵
理
子
宅
（
徒
歩
一
分
）
で
、
Ｔ

Ｏ
Ｓ
Ｓ
映
像
の
チ
ェ
ッ
ク
。

谷
日
記
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子
供
が
ぐ
ん
ぐ
ん
成
長
し
て
い
く

伝
統
文
化
教
室

最
初
は
泣
い
て
い
た
男
の
子
が
「
来
年
も
ま
た
来
る
ね
！
」
と
な
る
ま
で
。

原は
ら

田だ

涼り
ょ
う

子こ

原
作
：
東
京
都
世
田
谷
区
立
太
子
堂
中
学
校

まんが：ナカジマ ヤヨイ
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新年度黄金の三日間 最初の授業～学年別一覧～
─ 発達段階に応じた ポジティブ授業開き ─特集

『教育トークライン』4月号
予告　3月15日発行

谷和樹　　中村さや香　河田孝文　木村重夫
石坂陽　　小原嘉夫　　村野聡　　高橋久樹
上野一幸　広瀬翔　　　岡拓真　　田丸義明
林健広　　島村雄次郎

編
集
後
記		

▼
い
よ
い
よ
新
学
習
指
導
要
領
が
始
ま
り
ま

す
。
谷
編
集
長
は
、「
子
供
の
力
の
向
上
を
具

体
的
に
実
感
さ
せ
る
こ
と
が
第
一
」
と
提
言

し
て
い
ま
す
。
学
習
指
導
要
領
が
改
訂
し
て

も
、
教
師
の
働
き
掛
け
に
よ
っ
て
ど
ん
な
力

が
ど
の
程
度
向
上
し
た
の
か
を
検
討
し
、
授

業
実
践
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
い
く
こ
と

は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
本
誌
は
、
教
師
の
授
業

行
為
を
具
体
的
に
捉
え
、読
者
の
皆
様
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
雑
誌
で
あ
り
続
け
ま
す
。（
橋
本
）

▼
向
山
行
雄
氏
の
文
章
は
ま
る
で
短
編
小
説

の
よ
う
で
、
映
像
が
カ
ラ
ー
で
目
に
浮
か
び

ま
す
。
洋
一
氏
の
文
章
は
ズ
シ
ン
と
心
に
突

き
刺
さ
り
ま
す
。
中
で
も
「
若
い
教
師
は
一

足
と
び
に
『
最
終
形
』
を
ま
ね
よ
う
と
す
る
」

と
い
う
フ
レ
ー
ズ
に
ド
キ
ッ
。
子
供
が
進
歩

し
て
い
く
道
筋
が
細
か
く
見
え
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
工
夫
が
必
要
だ
と
痛
感
。（
手
塚
）

▼
学
年
末
は
一
年
の
う
ち
で
極
め
て
重
要
な

期
間
で
す
。「
漢
字
の
習
得
率
は
ど
う
か
」「
算

数
の
教
科
書
は
最
後
の
最
後
の
問
題
ま
で
誰

一
人
の
例
外
も
な
く
取
り
組
め
た
か
」。
そ
う

い
っ
た
こ
と
を
総
チ
ェ
ッ
ク
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
同
時
に
、「
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
」
も

大
切
で
す
。「
こ
の
先
生
で
よ
か
っ
た
」「
次

も
楽
し
い
学
年
に
な
る
と
い
い
な
」
と
思
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
な
、
す
ば
ら
し
い
時
間
を

過
ご
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。（
小
嶋
）

教育トークライン：第519号
編集人：向山洋一
編集：谷和樹（編集長）、戸村隆之（副編集長）、手塚美和、
　　　橋本信介、久野歩、小嶋悠紀、長谷川博之、
　　　板倉弘幸（校正）、田村純子（編集実務）
発行人：向山洋一
発行所：教育技術研究所、TOSS
〒142-0064	東京都品川区旗の台2-4-12	TOSSビル
電話	：03-3787-6564　
FAX	：03-5702-2384
印刷所：株式会社光陽メディア
DTP・編集：株式会社プラウ21
【お詫び】2020年2月号、43ページ本文下段、３行目「0.7と0.1、」は 
「0.7と1.5、」の誤りです。お詫びして訂正いたします。

サークル紹介動画大成功の
絵画工作授業（本誌６・7ページ） ５

※デジタル・トークラインは３か月限定公開です！　

今月のデジタル・トークライン
今月の
向山洋一教育語録１ お悩み解決！

谷編集長の５min. アンサー２ TOSS教師に聞く！
Ｑ＆Ａ 「異動の心得」３

４

（動画） （動画）

※アクセス方法は表紙裏を
　ご覧ください。

本誌の PDF データのダウンロードができ
ます！ スマートフォン・タブレット・PC
でいつでもどこでも読むことができます。

トークライン
本誌 PDF データ７本誌掲載論文の

関連カラー画像６
※このマークのあるページは、
　デジタル・トークラインに
　連動コンテンツがあります！

ID：TL3　パスワード： ldzmh5

谷和樹の学級経営と仕事術

本
ま
で

像
は、
に
す！



がいっぱい！ががががいいいいいいっっっっっっぱぱぱぱぱいいいいいい！！

＊TOSSランドの
殿堂入りコンテンツ
もこのパスワードで
ご覧いただけます。

今月のトークラインID・パスワード

l d z m h 5
（エル・デー・ゼット・エム・エイチ・ご）

※有効期間：
　2020年2月15日～ 5月14日ID：TL3ID・パスワードなしで見られるお試しページを開設

しました。周囲の方に、ぜひ、ご紹介ください‼

ダウンロードコンテンツも満載！

お試し版もはじめました！

そのほかの内容は p.80 をご覧ください。

谷編集長の濃厚すぎる 5分間
今月は「谷和樹の学級経営と仕事術」

今、ここでしか
見られない動画！

トップページの下
にあるこのバナー
をクリック！

本誌PDFデータも
ダウンロードできます！

36ページの連動企画
では、そのまま使え
る資料をダウンロー
ドできます！

か月の
期間限定公開！
今すぐアクセス！

購読者限定
WEBサービス デジタルトークライン 検索

http://talkline.tos-land.net

とてつもなく大好評！
TOSS教師Q&Aは、西尾豊氏の
「異動の心得」

3
＜アクセス方法＞
PC・スマホでサイトにアクセス !
トップページのログインを
クリックし、IDとパスワードを
入力してください。
※TOSS-SNSに入会されている方は、
　 SNSからアクセスできます。

五色百人一首
　スタートキット　2,000円（税込）
　取り札　　　　　1,000円（税込）
　読み札　　　　　1,000円（税込）
１回のご注文につき「五色百人一首きん
ちゃく袋」をプレゼント！
パスワード：ebmxi2

今月のご紹介教材

⇒ 詳しくは34ページをお読みください。

語呂合わせで、完全マスター！
　五色百人一首
　４巻セット　7,040円（税込）
　各巻　　　　1,760円（税込）
１回のご注文につき「五色百人一首シール
（非売品）」をプレゼント！
パスワード：mmj429

TOSSオリジナル教材　https://www.tiotoss.jp/
★掲載商品のタイアップ期間は2019年12月15日～2020年3月14日
※パスワードを入力して、３か月間お得に購入できます。

『
教
育

ト
ー
ク
ラ
イ
ン
』

教
育
技
術
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植物油インキを使用しています。

見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォントを
採用しています。
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※機種やインターネット環境等によってはアクセスできないことがあります。また，通信料が発生する場合があります。　読み取れない場合はこちらにアクセスしてください。　https://ak-ke.com/?r=top
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植物油インキを使用しています。

一部に見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォントを
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◆本書の全部または一部を許可なく
複製・転写して使用することは,
　著作権法で禁じられています。
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章でも,問題が解

けるようになる！
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この教材は環境に
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植物油インキを使
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ユニバーサルデザ
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わかる読解読解

どっ　 　か い

読解
読み解く力
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につく！

読み解く力
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につく！
よよ

とと
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上
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上 答えを書きぬく

答えを一文で書きぬく

「何」「だれ」「どこ」「いつ」の問題に答える

理由を答える

「どうした（どうする）」を答える

何を指しているのかを答える

正しい答えを選ぶ

「どんな○○」の問題に答える

この本では，
こんな力が
身につくよ！

えら

あかねこ よくわか
る読解スキル　4

年上
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教科書順と五十音順で学習できる

ぐんぐんぐんぐんぐんぐんぐんぐんぐんぐんぐんぐんぐんぐんぐんぐんぐんぐんぐんぐんぐんぐんぐんぐんぐんぐんぐんぐんぐんぐんぐんぐんぐんぐんぐんぐんぐんぐんぐんぐんぐんぐん身に
つ身につ身につ身につ身につ身につ身につ身につ身につ身につ身につ身につ身につ身につ身につ身につ身につ身につ身につくくくくくくくくくくく！！！！

光
村
教
育
図
書 商標登録　第2557863号

光村教育図書

●筆順アニメーション
●フラッシュカード

※機種やインターネット環境等によってはアクセスできないことが

あります。また，通信料が発生する場合があります。

　読み取れない場合はこちらにアクセスしてください。

　https://ak-mk.com/?r=k
d

インターネットで学べる！
この教材は環境に配慮した

植物油インキを使用しています
。

一部に見やすく読みまちがえに
くい

ユニバーサルデザインフォントを

採用しています。◆本書の全部または一部を許可
なく

複製・転写して使用することは,

　著作権法で禁じられています
。 光村教育図書　　　学校納入定価 360円（税込）

漢字漢字漢字
光村図書 「国語」 完全準拠
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テストでかくにん
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年
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期

年
学期

あかねこの
漢字学習システム

““““あかあかあかあかあかあかあかあかあかねねねねここここここ”がパワーアップしてがパワーアップしてがパワーアップしてがパワーアップしてがパワーアップしてがパワーアップしてがパワーアップしてがパワーアップしてがパワーアップしてがパワーアップしてがパワーアップしてがパワーアップしてがパワーアップしてがパワーアップしてがパワーアップしてがパワーアップしてがパワーアップしてがパワーアップしてがパワーアップしてがパワーアップしてがパワーアップしてがパワーアップしてがパワーアップしてがパワーアップしてがパワーアップしてがパワーアップしてがパワーアップしてがパワーアップしてがパワーアップしてがパワーアップしてがパワーアップしてがパワーアップしてがパワーアップしてがパワーアップしてがパワーアップしてがパワーアップしてがパワーアップしてがパワーアップしてがパワーアップしてがパワーアップして登登登場場！！！！！
新学期新学期新学期新学期新学期新学期新学期新学期新学期新学期におにおにおにおにおにおにおにおにお会会会会会会会会会いしましょういしましょういしましょういしましょういしましょういしましょういしましょういしましょういしましょういしましょういしましょういしましょういしましょういしましょういしましょういしましょういしましょういしましょういしましょういしましょういしましょういしましょういしましょういしましょういしましょういしましょういしましょう。。

“あかねこ”がパワーアップして登場！
新学期にお会いしましょう。

デジタ
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すべての子供の学力を保障する

教育

トークラインを定期購読
頂いている方へ、本誌の
内容をより深く理解でき
る動画と写真が満載の
　　ウェブサイトです！

教育技術研究所

令和2年2月15日発行（毎月1回15日発行）第519号

明日の授業にすぐに役立つ！ 実践的なスキルが満載!!

明日の授業にすぐに使える
学年別・国語・算数「授業開始最初の15分の発問」
小学1年　国語「いいこといっぱい、一年生」　算数「ずをつかってかんがえよう」
小学2年　国語「ニャーゴ」　　　　　　　　　算数「分数」
小学3年　国語「日本語のしらべ―冬」　　　　算数「線分図」
小学4年　国語「未来の自分に手紙を書こう　　算数「見取図」
　　　　　　　　十年後のわたしへ」　　　　　
小学5年　国語「わらぐつの中の神様」　　　　算数「角柱と円柱」
小学6年　国語「漢字の総復習」　　　　　　　算数「教科書終了後に行う問題」

明日の授業にすぐに使える
学年別・国語・算数「授業開始最初の15分の発問」
小学1年　国語「いいこといっぱい、一年生」　算数「ずをつかってかんがえよう」
小学2年　国語「ニャーゴ」　　　　　　　　　算数「分数」
小学3年　国語「日本語のしらべ―冬」　　　　算数「線分図」
小学4年　国語「未来の自分に手紙を書こう　　算数「見取図」
　　　　　　　　十年後のわたしへ」　　　　　
小学5年　国語「わらぐつの中の神様」　　　　算数「角柱と円柱」
小学6年　国語「漢字の総復習」　　　　　　　算数「教科書終了後に行う問題」

中学校の授業実践
国語「３年間のまとめと
　　　なる説明文の指導」
理科「『電力』の学習を単元の
　　　組み立てとワットアワー
　　　メーターで納得の授業へ」

特集 この１年で子供たちがこんなに変わった！

TOSS 流「楽しいドラマが
あったね」の学年まとめ

この１年で子供たちがこんなに変わった！

TOSS 流「楽しいドラマが
あったね」の学年まとめ

特別支援教育にも対応
医師・研究者の目から見た特別支援教育 …… 安原昭博
プロが教える“教室でできる言語療法”…… 下妻玄典
学校現場のスペシャリストが教える合理的配慮

特別支援教育にも対応
医師・研究者の目から見た特別支援教育 …… 安原昭博
プロが教える“教室でできる言語療法”…… 下妻玄典
学校現場のスペシャリストが教える合理的配慮

一目で分かる
板書術・ノート術
カラーで登場！
酒井式絵画指導

1年間で子供たちが劇的に変わる
たくさんのドラマを巻き起こすTOSS流指導法‼




